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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　初夏の陽気を孕はらんだ風が、街路樹の新緑を静かに揺ゆらしていた。

　降りそそぐ緑の影かげが路面で躍おどる坂道を上りきった先に、目指す青いスペイン瓦がわらの洋館は建っていた。法律事務所も兼かねた自宅だそうだが、それとわかる看板はどこにも見当たらない。だが、重じゆう厚こうな作りの門柱には「遠とお宮みや」の表札が出ている。

　新しい職場は、ここで間ま違ちがってはいないはずだ。

　佐さ原はら類るいは門の前で立ち止まり、当面の着き替がえを詰つめこんだキャリーケースを立てて、持ち手を離はなす。

　べつにゆるんでもいないネクタイを締しめ直し、靴くつが汚よごれていないことを確かめた。見事な青石の塀へいに高く囲まれたこの邸てい宅たくにひとりで住んでいるという若い主が、類の事情をどこまで知っているかはわからないが、第一印象はできるだけよくしておきたいと思ったのだ。

　鍵かぎは開いているから、インターフォンは鳴らさずに中へ入っていい、と告げられている。類は、キャリーケースを転がして門もん扉ぴを潜くぐった。聞いていた通り、手入れのされている気配がまったくない雑草だらけの前庭を抜ぬけ、玄げん関かんへ続くスロープ状の階段を登る。

「ごめんください」

　凝こった意い匠しようの磨すりガラスが嵌はめられた両開きの玄関扉とびらを引くと、薄うす暗ぐらく、異様な光景が視界に飛びこんできた。

　青を基調にしたモザイクタイルの敷しかれた広い土間。その向こうに長く伸のびる一枚板の廊ろう下かと、天てん井じようから一定間かん隔かくで吊つり下げられているアール・ヌーヴォー風のペンダントライト。

　不思議な和洋折せつ衷ちゆうの空間だったが、ただ奇き妙みようなだけではない。

　廊下の両側には大量の本や何かの箱が雑然と山積みにされ、ところどころばらばらと崩くずれ落ちていた。そのせいで、家の中はまるで内装の豪ごう華かな物置小屋のようだった。しかも、あちこちに埃ほこりが厚く積もり、空気も澱よどんでいる。

　あるていど想像はしていたけれど、法律事務所どころか、とても人間がまともに生活している空間だとすら思えない。

　今日からしばらく、家政夫として暮らさなければならない家の中を、類は啞あ然ぜんと見回した。

　類の前に雇やとわれていた家政夫は二ヵ月前に辞やめたらしいが、おそらくそれから一度も掃そう除じがされていないのだろう。玄関でこの状態なら、台所などの水回りは一体どうなっているのかと想像し、首筋が粟あわ立だつ。

「──ごめんください。遠宮先生、いらっしゃいますか？」

　口もとをハンカチで覆おおいたいのを我が慢まんして二度呼びかけても、何の反応もなかった。

　類は、腕うで時ど計けいを一いち瞥べつする。午後一時。約束の時間ぴったりで、ちゃんと鍵も開いていた。なのに応答はなく、人の気配もしない。

　もしや、事件か事故か。覚えずそんな物ぶつ騒そうな考えをいだきながら、もう一度口を開きかけたときだった。

「うるせえな。誰だれだ」

　火曜の昼日中にもかかわらず、寝ね起おきを思わせる低くくぐもった声が廊下の奥から上がる。

　その直後、廊下を素す足あしで踏ふみならして現れた着流し姿の男に、類は小さく息を吞のんだ。

　一八〇センチを優に超こえていると一目でわかる長身だった。薄うす緑みどりの着物に包まれた体たい軀くは鋭するどく引き締まって一片の贅ぜい肉にくもなく、腰こしの位置も日本人離れして高い。

　体格も容よう貌ぼうもひたすら中性的で、男らしさに欠けている類からすれば、羨うらやましいまでに均整の取れた精せい悍かんな身体からだつきだ。しかし、知らず知らずのうちに大きく瞬またたいてしまったのは、猫ねこ科の獣けものを思わせるしなやかな肉体美に驚おどろいたからではない。

　やや長めに伸びて額や頰ほおにかかる髪かみはだらしなく寝ね乱みだれており、顎あごには無ぶ精しよう髭ひげが目立つ。顔立ち自体は端たん整せいなようだが、気怠い色を湛たたえた双そう眸ぼうのせいで、どうにも胡う乱ろんな印象を強く受ける。光こう沢たくの美しい着物は、おそらくかなり上等なものだろう。なのに、纏まとう雰ふん囲い気きから自じ堕だ落らくさが強きよう烈れつに臭におってくるその姿は、まるで汚きたならしい野武士のようだった。

　この家の主の遠宮眞まさ史ふみはかなりの遊び人だと聞いたが、名門法ほう曹そう一族の御おん曹ぞう司しで、博士号を持つエリート弁護士でもあるはずだ。

　目の前の男は放ほう蕩とう者ものには見えるけれど、エリートらしさは欠片かけらもない。しかし、たまたま居合わせた留守番が、こんな横おう柄へいな態度を取るはずがない。納なつ得とくはしがたいが、不ふ機き嫌げんな眼まな差ざしを類に向けるこの男が、遠宮なのだろう。

　類より四つ年上の三十一歳だそうだが、不潔げな無精髭とぼさぼさの髪のせいで、もっとずっと年ねん齢れいの高い「オヤジ」に思えた。

「あの、遠宮先生、でいらっしゃいますか？」

　遠宮らしい男は、返事をしなかった。

　代わりに、片方の肩で壁かべにもたれかかり、類をしばらくじろじろと眺ながめまわしたあと、居い丈たけ高だかに鼻を鳴らした。

「親おや父じがまた懲こりもせずに寄こすとか言ってた、新しい犬か？」

　いきなり「犬」呼ばわりをされ、反射的に頰が引き攣りそうになる。喉のどもとへ迫せり上がってきた不快感を必死で腹底へ押し戻もどし、類は愛あい想そ笑いを貼はりつける。

「確かに、私は遠宮先生のお父様からのご依い頼らいでこちらへ参りましたが──」

　犬ではありません、と否定しようとしたけれど、言葉が続かなかった。

　ふいに伸びてきた遠宮の指先に、頤おとがいを強く捉とらえられたからだ。

「名前は？」

　類の細い頤の先で指先を遊ばせ、遠宮が問う。

「……佐原、類です」　>>>♥

　答えながら半歩後あと退ずさり、無ぶ遠えん慮りよな手を逃のがれると、今度は露ろ骨こつな薄うす笑いが返ってきた。

「名は体を表す、を地でいってるな」

「……は？」

「女みたいな見てくれに、まさに似合いの名前だな、お前」

　繊せん細さいな美び貌ぼうを有する母親そっくりの顔に、絹糸を思わせる艶つやを帯びた黒くろ髪かみ。特に健康に問題はないのに、病弱に見られてしまう白く透すけた肌はだと華きや奢しやな身体の線。

　人一倍整った容姿は、男女兼けん用よう的な名前の響ひびきと相あい俟まってか、今よりも細かった十代の頃ころなどには、頻ひん繁ぱんに性別を間違われもした。

　だから、類にとって容姿を揶揄からかわれたり、凝ぎよう視しされたりするのは慣れたことだった。それでも、さすがに初対面の人間にここまであからさまに嘲ちよう笑しようされたのは初めてだ。

　咄とつ嗟さに制せい御ぎよできなかった怒いかりが湧わき、頰から愛想笑いをすべり落としてしまった類の顔を、遠宮はさらに視線でしつこく舐なめる。

　まるで品定めでもしているかのような目つきで眺め回され、こめかみに血管が浮うき上がる。

「──あの」

　気持ち悪いんだよ、おっさん、じろじろ見るな。

　口に出せない代わりに内心で毒づき、類は腹の奥で滾たぎる怒りを宥なだめる。

「とにかく、今日からしばらく遠宮先生の身の回りのお世話をさせていただきますので、上がってもよろしいでしょうか？」

　もう一度貼りつけた空笑いを遠宮に向け、類は問う。無理やり力任せに引き上げた口角から、ぎしぎしと軋きしむ音がしそうだった。

「お世話、か」

　無精髭で輪りん郭かくのぼやけた顎をさすり、遠宮は類の言葉を繰くり返す。そして、また壁にだらしなくもたれ、右みぎ脚あしの爪つま先さきで左の踝くるぶしの辺りをぼりぼりと搔かいた。

　なぜか遠宮は下着をつけておらず、わずかに開いた着物の前から、ペニスがちらりとのぞいた。ほんの少し見えた生々しい肉色の一部分はやたらと太く、全体の長大さをはっきりと誇こ示じしていた。

　単なる偶ぐう然ぜんなのか、故意なのか、判断がつかなかったので、類はとりあえず気づかなかったことにした。

「その『お世話』には、下の世話も入ってるのか？」

「──は？」

　不意打ちで飛んできた質問に、上げ直したばかりの口角がまたぐっと下がる。

　双眸をねっとりとたわめている表情から察するに、「下の世話」とは性的行こう為いを指しているようだ。それはわかったが、そんな問いを初対面の人間に平然と発することのできる遠宮の人間性が、まったくもって理解できなかった。

「……弁護士の方の台詞せりふとは思えませんが、本気で仰おつしやっているのですか？」

「答えになってないぞ、佐原」

　壁にもたれたまま、遠宮はいきなり類を呼び捨てにし、唇くちびるの端はしをつり上げる。

　──あんた、それでも弁護士かよ。

　反射的に喚わめきそうになったが、類はどうにか堪こらえた。

　遠宮という男については、採用してくれた遠宮の父親から予あらかじめ伝えられていた。

　エリート弁護士の顔を持ちながら、仕事よりも夜遊びに熱心だということ。この家の惨さん状じようと、不健康な生活を見かねた父親が送りこんだ家政夫を皆、次々と追い出してしまったこと。

　働きやすさとは縁えん遠どおい職場だと承知の上で引き受けたものの、確かに類も、出会って数分も経たっていない遠宮の相手に、すでに嫌いや気けがさした。

　だが、だからと言って、これまでのほかの家政夫たちのように、ここを出て行くことはできない。どんな理り不ふ尽じんな嫌がらせをされても耐たえ抜き、この仕事をやり遂とげねばならない切実な事情が、類にはあった。

　何の抗こう議ぎもせず、セクハラめいた言動を受け流すのは不本意だが、仕方ない。

　あからさまな口答えをして遠宮を下へ手たに怒らせるよりも、多少なりともこの顔に興味を持たれたのなら、それを有効活用したほうが得策だ。類は、そう気持ちを切り替かえる。

「お父様から特にそのような指示はいただいておりませんが、契けい約やく期間中に遠宮先生が事故などでお身体が不自由になられた場合は、当然、お世話させていただきます」

　愛想笑いを貼りつけ直し、努めてにこやかに答えた。

「ですが、今は、先生にはそうした介かい助じよは不必要のようですので、まずは掃除をさせていただきたいのですが。このままでは、先生のお身体にも悪いでしょうし」

「顔に似合わず、多少は骨があるらしいな」

　遠宮がおもしろがるように眉まゆを上げたとき、類の背後で玄げん関かん扉とびらが開いた。

「おっと。来客中か？」

　言いながら、遠えん慮りよする素そ振ぶりもなく中へ入ってきたのは、遠宮と同年代の男だった。

　細身のダークスーツに、濃こい紫むらさきのシャツと同系色のネクタイ。肩にかかる、長い茶色の癖くせ毛げ。

　人相が悪ければ、まさに絵に描かいたチンピラのような胡う散さん臭くささだが、顔の造作が甘く整っているために見る者を恐きよう怖ふさせる凄味はない。代わりに、やけに派手な色いろ香かを漂ただよわせていて、何となく夜の匂においを感じた。

「いや。何だ、有あり馬ま」

「先週、電話で言ったアレ」

　浮かべていた薄笑いを消した遠宮に、有馬と呼ばれた男が何やら暗号めいた言葉を返す。

「ああ。ちょっと待ってろ」

　遠宮が頷うなずき、踵きびすを返すと、有馬は慣れた様子で上がり框がまちに腰を下ろした。

「あの、遠宮先生。上がらせていただいてもよろしいですか？」

　不ふ審しん者です、と看板を掲かかげているとしか見えない男とふたりきりにはなりたくない。慌あわてて遠ざかる背に問うと、遠宮は振ふり向かず、ただ顎をしゃくる動作をした。

　おそらく、了りよう承しようを与あたえられたのだろう。靴くつを脱ぬいで廊ろう下かに上がり、スリッパを探していた類に、「君さ」と有馬が馴なれ馴れしく話しかけてきた。

「ずいぶん大きな荷物持ってるけど、もしかして新しいハウスキーパーの人？」

　新しい家政夫か、と問うくらいだから、有馬は遠宮と親しくつき合い、その暮らしぶりもよく知っているのだろう。

　あまり相手はしたくはなかったが無視もできず、類は空笑いで「はい」と応じる。

「しばらくお世話になります。遠宮先生のご友人の方ですか？」

「まあ、そんなもの」

　有馬は肩を竦すくめ、類に向ける目をふっと細めた。

「プロのハウスキーパーってわけじゃないよね、君。家事が得意です、って顔には見えないし」

「確かにプロではありませんが、遠宮先生よりは得意だと断言できます」

　埃ほこりまみれの廊下を見ての判断に、「へえ」と有馬が片眉を上げて微笑した。遠宮のものと似通った、どこか類を馬ば鹿かにしたふうな笑い方だった。

「歳、いくつ？」

「二十七、ですが……」

「ふうん。一応、スーツは着慣れてるみたいだし、眞史の親父さんが雇やとったってことは、それなりの経歴があるんだよね？　そこそこ名の通った企き業ぎようをリストラでもされて、再就職先に困ってたところに、このバイトを紹しよう介かいされたってとこ？」

「リストラはされていません。自分の意思で辞やめました」

　有馬がつらつらと披ひ露ろうした推測には、ほかにも外れている箇か所しよがあったが、わざわざ教える義理もなかったので、類は一番主張したいことだけを告げる。

「へえ、自分から。じゃあ、どうせここもすぐに辞めたくなるんじゃない？」

　放たれた口調には、明らかな棘とげが含ふくまれていた。何が気に入らないのか、有馬は会ったばかりで名前も知らない類に対し、攻こう撃げき性を剝むき出しにしてくる。

「眞史の親おや父じさんから結構な額の日給が出るんだろうけど、それじゃ絶対に割に合わないくらい眞史は口も性格も悪いよ？　現に、今までの人は皆、眞史にいびられて、半泣きでここを出ていったしね。最短だと、半日で」

　笑い和なごんだ表情の中にひどく底意地の悪い色を広げて畳たたみかけてくる有馬は、やけに「眞史」、「眞史」と連呼する。まるで、遠宮のことなら何でも知っているとでも言いたげだ。

「だから、嫌な思いをする前に、回れ右して帰ったほうがいいんじゃない？」

　嫌な思いならもうとっくにしたし、そもそもよけいなお世話だ。

　そう口に出して撥はねつけてやりたいのを、類は我が慢まんした。

「ほかの方と私は関係ありません。私は、自分の役目は最後までやり遂げるつもりです」

　毅き然ぜんと、だが挑ちよう戦せん的てきにならないていどに言い返したとき、スーツ姿になった遠宮がネクタイを締しめながら戻ってきた。

　先ほど着ていた着物同様、仕立てのいいものだと一目でわかる英国風のダークブルーのスーツだった。なのに、見苦しい無ぶ精しよう髭ひげと、手て櫛ぐしでいい加減に整えたらしく、あちこちの毛先がまだ撥ねている髪が、せっかくのスーツを台無しにしていた。

「その髭、剃そらないのか？」

　ふいに声こわ音ねを柔やわらかなものにして苦く笑しようし、有馬が立ち上がる。

「今いま更さら、めかしこんで行くところでもないだろ」

　面めん倒どう臭くさげに答え、遠宮は類に「佐原。手、出せ」と命じた。

　思わず従うと、掌てのひらに鍵かぎを載のせられた。

「しばらく出かけてくるから、適当に掃そう除じでもしてろ。掃除機や洗せん剤ざいのたぐいは階段下の物置にある。お前の寝ね起おきの場所は二階だ。どの部屋でも、好きに選べ」

「はあ……」

　遠宮は矢や継つぎ早ばやに指示を下し、「ただし」とさらに続ける。

「この廊下を右に曲がった左手側の二部屋は、俺の絶対不ふ可か侵しんのテリトリーだ。そこには入るな。ああ、それから、勝手な判断で物を捨てるなよ。どんな物でも、必ず俺の許可を取れ」

　淡たん々たんと言葉を連ねたあと、遠宮は上着の内側から長なが財ざい布ふを取り出し、一万円札を十数枚ほど無造作に引き抜いた。

「必要な物があれば、とりあえずこれで買え」

「あ、いえ。当面の経費は、お父様からちゃんといただいていますので」

「金は足りなきゃ困るが、ありすぎて困ることはない」

　断ろうとした類に遠宮は無理やり一万円札の束を握にぎらせ、土間へ降りて素す早ばやく靴を履はく。

「先生、どちらへお出かけですか？」

「お前には関係ない」

　とりつく島もなかった。帰宅時間を確かく認にんするほんのわずかの余よ裕ゆうすら与えてくれず、遠宮は有馬と連れだって出ていった。







　スリッパを見つけられなかったので、類は仕方なく靴くつ下したのまま奥へ進み、まずは階段下の扉とびらを開けた。洗剤類や清せい掃そう用品がずらりと並んだ棚たなの前には、やけに高級そうな掃除機が鎮ちん座ざしていた。

「……あらゆる面で宝の持ち腐ぐされだな、エロオヤジ」

　今まで抑おさえつけていた悪態が、つい口をついてこぼれ出る。

　両手に掃除機とキャリーケースを持ち、類は二階へ上がった。

　遠宮は、二階をまったく使っていないようだった。廊下にまで物が乱雑に溢あふれている一階と違い、そこはただ埃っぽいだけで、不気味なほど生活の気配がしなかった。

　類は、ベッドのほかに机も備えつけられていた東向きの部屋を、今日からの仮住まいの場所に選んだ。

　スーツの上着を椅い子すの背に掛かけ、シャツの袖そでをまくる。自分の部屋と廊下に掃除機をかけてから一階へ下り、類は家の中をざっと探たん索さくした。

　階段の手すりや窓まど枠わく、ドアノブなどの細部に至るまで、アール・ヌーヴォーの緻ち密みつな装そう飾しよくが施ほどこされている一方で、土間や、磨みがきさえすれば素す足あしで歩くと気持ちよさそうな板張りの床ゆかが和の香かおりを強く主張しているこの和洋折せつ衷ちゆうの館やかたは、遠宮の祖父の別べつ邸ていらしい。二は十た歳ちのときに相続したのを機に遠宮は成城の実家を出て、ひとりで住みはじめたという。

　一階には、十の部屋があった。最後に怖こわ々ごわとのぞいてみた台所や浴室は、意外にもまともだった。浴室は最低限の清潔さが保たれていたし、類の実家のダイニングキッチンよりも広い台所はそもそも日常的に使われているふうではなかった。

　一通り屋や敷しきの中を巡めぐってみて不思議だったのは、遠宮は片手間ていどには弁護士業務を行っているはずなのに、一階のどこにも法律事務所らしい空間がなかったことだ。

　台所や浴室以外の部屋はどこも、書しよ籍せき類、脱ぎ散らかされた洋服や着物、訳のわからない置物などがごちゃまぜになって散乱し、埃を被かぶっていた。応接のための物理的スペースがない以前に、到とう底てい、人目にさらせる状態ではない。

　一いつ瞬しゆん、入るなと命じられた遠宮のテリトリー部分が事務所なのかとも思ったが、玄げん関かんからそこへ至るまでの廊下の有様も惨さん憺たんたるものだ。依い頼らい人を案内すれば、きっと、辿たどりつく前に不信感を募つのらせて逃げてしまうに違いない。

　もしかしたら、庭側に事務所専用の出入り口があるのだろうかと考え、遠宮の部屋に面した中庭へ出てみた。しかし、そこには小さな純白の花を無数につけ、枝をしんなりと垂らす蔓つる性せいの低木が鬱うつ蒼そうと茂しげっているだけだった。

　あたりに漂う噎むせ返るような甘い香りに、類は軽い目眩めまいを誘さそわれる。

　一体、遠宮はどこで仕事をしているのだろうと訝いぶかしさを深めて家の中へ戻り、再び台所へ足を向けた。

　冷蔵庫や収納棚だなを開け、必要なものを確認してから、類は重じゆう厚こうな大理石の作業台の椅子に座り、買い出しリストを作った。スリッパ、米、牛乳などと書き連ねていた途と中ちゆう、ふいに虚むなしさがこみ上げてきて、大きなため息が漏もれた。

「早く、弁護士になりたい……」

　子供の頃ころに見た妖よう怪かいアニメの名めい台詞ぜりふをもじり、呟つぶやいてみる。

　一日でも早くここを出て行けるよう、自分を鼓こ舞ぶするためだったけれど、無む駄だに広い家の中でぽつんと独り言をこぼしている状じよう況きようが妙みように侘わびしく感じられ、類はまた息をつく。

「……あーあ。何やってんだか」

　思いがけずこうして家政夫の真ま似ね事ごとをする羽目になってしまったが、ほんのひと月前まで、類は東京地検の刑けい事じ部ぶに籍せきを置く検事だった。

　名門私立大学の法学部に現げん役えきで入学し、最難関の国家試験である旧司法試験に大学在学中に合格。修習を終えて検察官となり、初任地の東京地検を皮切りに、地方の配属先で経験を積み重ねてきた。そして、一人前の検事と見なされはじめる勤務四年目を迎むかえた今年の春、再び東京地検へ異動になり、自分でも順じゆん風ぷう満まん帆ぱんだと思っていた。

　なのに、そんな矢先に失職した。

　関係を迫せまってきた同性の上司を袖にしてしまったせいで──。

　五十前後の、紳しん士し然としたその上司に、類は配属当初から特別に目をかけられていた。仕事帰りに、個人的に飲みに誘われることもしょっちゅうだった。

　そうした贔屓ひいきを、類は歓かん迎げいして受け入れた。上司は有力な法ほう曹そう一家の出身だったので、親しくしておいて損はないと思ったからだ。やがて、ちょっとした拍ひよう子しに、さり気なく身体からだのどこかを触さわられるようになったが、単にスキンシップが激しいだけだろうと大して気にもしていなかった。同性から好意の対象にされた経験がないわけではなかったが、既き婚こん者の上司がまさかそういう意味で自分を可愛かわいがっているとは想像もしなかったのだ。

　それが誤りだったと気づいたのは、ある夜のふたりきりの酒の席で「わかってるね？」と手を握られてホテルへ誘われたときだ。

　同性同士ということよりも、妻帯者でありながら部下に関係を求めてくる不誠実さへの嫌けん悪お感かんが先立った。どちらかが異動するまでは上司と部下の関係は続けなければならないため、類は丁てい重ちように、だがきっぱりと断った。

　無む理り強じいはされなかったし、その後、上司は類にかまわなくなった。てっきり、清せい廉れんであるべき検事としての理性を働かせ、諦あきらめてくれたのだろうと安心し、しばらく経たった頃だった。

　類は突とつ然ぜん、新任の女性検事にセクハラをしたという事実無根の嫌けん疑ぎを受けた。

　まったくの言いがかりなので、類がセクハラをした証しよう拠こなど何もなかったが、していないことを客観的に明示できる証拠も同様に皆かい無むだった。にもかかわらず、上層部はその虚きよ偽ぎの告発を鵜う吞のみにし、「表おもて沙ざ汰たにはしないから」と類に辞職を迫った。

　セクハラの被ひ害がいを訴うつたえた女性検事とは仕事上のアドバイスを求められて、何度か食事をしたことはあった。けれど、特別親しかったわけではない。恨うらみを買う覚えなどまるでなく、初めはただただ訳がわからなかった。

　しかし、ほどなく、女性検事の不可解な言動の裏に何があるのかを類は知った。

『これ、あの男の仕返しだよ。あいつは、自分を袖にした人間には、いつもこうやって陰いん湿しつな報復をするんだよ。あんなのに目をつけられたばっかりに、災難だったね、君』

　件くだんの上司と犬けん猿えんの仲の公判部の検事にそう教えられたときには、殴なぐりこみに行きたいほどの憤いきどおりに駆かられた。だが、権門出の上司を面と向かって敵に回せば、類など簡単にひねり潰つぶされるのは目に見えていた。

　そもそも、セクハラ冤えん罪ざいは身の潔白を証明するのがとても難しい。たとえ無実が証明されたとしても、一いつ旦たん「セクハラの容疑をかけられた検事」として認識されると、周囲はその記き憶おくをなかなか払ふつ拭しよくしてはくれないものだ。元々、いずれは弁護士に転身するつもりだった類は、そんなイメージもダメージも背負いたくはなかった。

　結局、類は悩なやんだあげく、辞職の道を選んだ。悔くやしくてならなかったけれど、穏おん便びんに弁護士となるための最善の策だと自分に言い聞かせての決断だった。

　なのに、「辞職をすれば、この件を表沙汰にはしない」という約束は守られなかった。辞職してすぐに、「佐原類はセクハラ問題を起こし、東京地検を追われた」という噂うわさが、上司によって弁護士業界にばらまかれたのだ。それは、類にとっては、大きな打だ撃げきだった。

　司法試験に合格し、司法研修所での修習を終えた者には、弁護士資格が付ふ与よされる。だが、弁護士活動は日弁連の弁護士名めい簿ぼに登録されている者にしか行えない。そのため、裁判官や検察官から弁護士へ転身するには、当とう該がい都道府県の弁護士二名の推すい薦せんを得て弁護士会に入会した上で、その弁護士会を通して日弁連に登録請せい求きゆうをしなければならない。

　つまり、類が弁護士となるには、二名の推薦人が必要なのだ。しかし、セクハラ疑ぎ惑わくを広められたせいで、類は推薦人を見つけることができなかった。

　数少ないつてが全ぜん滅めつし、駄だ目め元もとで大した交流もない司法研修所時代の同期たちにも当たってみて、類は救いの藁わらを摑つかむことができた。名前と顔が一いつ致ちするていどの仲でしかないある同期に、自分は推薦人にはなれないが、と前置きをされ、こう言われたのだ。

『推薦人の成功報ほう酬しゆうがつきそうなバイトなら、紹しよう介かいできなくもないぞ。ゴミ屋敷での住みこみ家政夫だけどな』

　その同期は少し前まで、都内の大手事務所・遠宮法律事務所に勤務していた。「ゴミ屋敷」とは、そこの所長の末息むす子この家だ、と同期は告げた。

　遠宮法律事務所のことも、その所長である遠宮眞しん治じの名前も、類は知っていた。遠宮家といえば、明治初期から司法の世界の様々な場所に名を刻み続けている名門の法曹一族だし、何より、数百名を超こえる弁護士が所属する遠宮法律事務所は国内屈くつ指しの大手総合法律事務所だからだ。

　同期の話では、遠宮眞治には三人の息子がおり、全員が弁護士で父親の事務所に入っていたが、二年ほど前、末息子が勝手に辞やめて独立したそうだ。

　ゴミ屋敷の家政夫とはいっても、この仕事の主目的は家の掃そう除じよりも、その末息子に父親の事務所へ戻るよう説得することらしい。

『所長がどう宥なだめてもすかしても、戻ってこないんだと。で、何人か説得人兼けん家政夫バイトを雇やとってみたが、ことごとく失敗したらしい。俺が辞めたときさ、所長、新しい家政夫を探してたんだよ。もしまだ見つかってなかったら、お前、立候補したらどうだ？　遠宮所長は末っ子坊ぼつちゃんをかなり溺でき愛あいしてるっぽいし、説得に成功したら、推薦人になってくれるぜ、きっと』

　説得が目的なら、会って話をするだけでもよさそうなのに、なぜ家政夫と兼けん任にんなのかと問うと、遠宮法律事務所での勤務期間がごく短かった同期はその理由を知らなかった。

　教えてもらえたのは、末息子が類と同じ大学の出身で、大学在学中に司法試験に合格したことや、イギリスに五年間留学して博士号を取ったあとに研修所に入ったため、修習をうけたのは類の一期下だという、聞いてもあまり役に立ちそうもない情報だけだった。

『素す性じようさえしっかりしていれば、遠宮所長が家政夫選びで重視するのは、与あたえられた任務を果たす能力があるかどうかだし、ゴミ屋敷のお坊ちゃまは三十過ぎのオッサンで、妙みよう齢れいのお嬢じよう様さまじゃないからな。自信とやる気を見せさえすれば、セクハラ云うん々ぬんの噂を所長は気にしないと思うが、どうだ？　やってみるなら、俺から遠宮所長に連れん絡らくしてやるぞ』

　口には多少の自信がある。正直、料理は苦手だけれど、ほかの家事なら普ふ通つうにこなせる。切実に推薦人がほしい類は、その奇き妙みようなバイト話に飛びついた。

　幸いにも新しい家政夫はまだ見つかっておらず、すぐに面接に呼ばれ、採用された。推薦人の成功報酬もつけてもらえたが、仕事が忙いそがしく、十分ほどしか話せなかった遠宮の父親からは、「説得」と「家事」のほかにも頼たのまれたことがあった。

　遠宮は現在、怪あやしげな企き業ぎようの顧こ問もんに収まり、いかがわしい者たちと派手に遊び回っているらしい。だから、できれば、遠宮家の人間としても、弁護士としてもふさわしくない女遊びや、怪しげな連中とのつき合いをとめてほしい、というものだ。

　つまりは、できる範はん囲いでいいので、遠宮の行動を監かん視ししろ、ということらしい。この仕事が住みこみなのは、どうやらそういう事情からのようだった。

　類はふと、紙の上で走らせていたペンを止めた。

　いかにもいかがわしげな男と連れだって出ていった遠宮のスーツの襟えり元もとには、弁護士バッジは見当たらなかった。しかも、あの男は遠宮を「先生」ではなく、とても親密そうに「眞史」と呼んでいたのだから、仕事のための外出のはずがない。

　きっと、あれは「怪しげな連中とのつき合い」なのだろう。

　もっと強く止めるべきだったのだろうかと思い、だが類はすぐに小さく首を振る。

　急せいては事をし損じる、だ。あんな厄やつ介かいな性格をした男をいきなり理り詰づめで攻せめても、きっと機き嫌げんを損そこねるだけだ。説得を始めるのは、遠宮の懐ふところに近づいてからのほうがいい。

　そのために胃い袋ぶくろを摑む作戦を立て、今晩は唯ゆい一いつ得意だと胸を張れるカレーと、ハムとチーズのサラダを作ることにした。

　まともに話をしてくれるきっかけになってくれればと願い、少々贅ぜい沢たくをしていい食材を使い、いつもの倍の手間をかけてカレーを煮に込こんだ。味見をしてみると、なかなかのできばえだった。

　会話の糸口になりそうなことをあれこれ考えながら、類は遠宮の帰りを待った。

　しかし、その夜、遠宮は日付が変わっても帰ってはこなかった。






　　　　２




　翌日、類は日の出とほぼ同時に目覚めた。

　ベッドを出て、東向きの窓を開けて大きく伸のびをする。

　初夏の早朝の空気は心ここ地ちよく澄すんでいて、空も晴れ渡わたっている。定期的にジムに通っていたおかげで、身体に昨日の肉体労働の疲れは残っていない。

　それでも、気分はとても悪かった。

　せっかく作った昨日の夕食が、無む駄だになってしまったからだ。

　──食べないんなら、電話の一本くらいしてこいよ、おっさん。

　昨日会ったばかりなのに、まるで倦けん怠たい期きの夫ふう婦ふのようなことで腹を立てながら、類は汚よごれてもいい古いジーンズと厚手のデニムシャツに着き替がえた。今日から一階の本格的な掃除をするので、いわば作業着だ。

　一階へ下り、腹ごしらえのために台所へ入った次の瞬しゆん間かん、類は驚おどろいて後あと退ずさった。

　いつの間に帰ってきていたのか、遠宮が窓まど際ぎわの小テーブルに座り、物もの憂うげな顔でカレーを食べていたのだ。

　シャワーを浴びたらしく、バスローブを纏まとい、長さを見せつけるように脚あしを組んでいる遠宮は、無ぶ精しよう髭ひげを跡あと形かたもなくきれいに剃そっていた。

　なめらかで瑞みず々みずしい肌はだに、非の打ちどころなく整った目鼻立ち。やや鋭えい角かく的でありながら、優美さも感じる顎あごのライン。気品のある額を露あらわにして後ろへ流されている漆しつ黒こくの髪かみがしっとりとした水気を帯びているせいか、妙みようになまめかしい。

　視界に捉とらえると、つい目で追ってしまわずにはいられないほどの、強きよう烈れつなまでに印象的な美び貌ぼうだ。とても、あの汚きたならしい無精髭をぼりぼりと搔かき、下品にすごんできた男と同一人物には見えなかった。しかも、昨日は実じつ年ねん齢れいよりもずっとオヤジ臭くさかったのに、今日は髭がないせいで独特の気品と、落ち着いた色いろ香かを漂ただよわせている。

　まるで、脱だつ皮ぴして別人にでもなったかのような変へん貌ぼうぶりだ。

　──いや。もしかしたら、本当に別人で、やたらと美形の居い直なおり強ごう盗とうが風ふ呂ろを使い、ついでに台所を荒あらしているのかもしれない。

　そんな可能性が脳のう裏りを過よぎり、咄とつ嗟さに目を擦こすろうとしたとき、横おう柄へいな口調が飛んできた。

「味つけがしつこすぎるぞ、佐原」

　尊大な物言いはまぎれもなく遠宮だった。圧あつ倒とう的てきな美貌に目が眩くらみ、妙な幻まぼろしでも見ているかのようだった気分が、一いつ瞬しゆんで吹ふき飛ぶ。

「──すみません」

「親おや父じから、俺は薄うす味あじが好みだって聞いてないのか？」

「そこまでは……。お父様というか、お父様の秘書の方から、先生はお嫌きらいな食べ物が特にないので、何でも召めし上がるとしかうかがっていなくて」

「確かに食しよく卓たくに出されたものは何でも食うが、不ま味ずい飯が朝食に出てきたら一日不ふ愉ゆ快かいになるし、夕食に出てきたら寝つきが悪くなる。次から気をつけろ」

　スプーンを優ゆう雅がに口もとへ運ぶ遠宮に高飛車に命じられ、類はため息を堪こらえて「はい」と頷うなずく。外見は変わっても、中身は鼻持ちならない傲ごう慢まんオヤジのままだ。

　連絡のない朝帰りに対して、抗こう議ぎのひとつでもしてやりたかった。だが、無精髭の下に隠かくされていた貴族的な素す顔がおに毒気を抜ぬかれ、タイミングを逃のがしてしまった。それを悔くやんでいると、遠宮が空になった深皿へスプーンを下ろし、類を見た。

「昨日は何をしていた、佐原」

　いきなりの尋じん問もん口調にむっとしながらも、類は昨日の買い出しと二階の清せい掃そうを中心にした業務内容を報告する。遠宮は無表情に頷き、質問を続けた。

「で、今日は何をする予定だ？」

「一階の掃そう除じです」

「具体的には？」

　遠宮はテーブルに肘ひじをつき、類をじっと見つめる。

「まず廊ろう下かから取りかかるつもりです。あの本の山を整理したいので……。昨日、家の中をざっと拝見させていただきましたが、書庫は一階の二部屋ですよね？　もうどちらも一いつ杯ぱいですし、すべてを書庫に収納するのは、どう考えても物理的に不可能ですので、少し処分されてはいかがでしょうか？」

「俺は、本は捨てない性しよう分ぶんだ」

　冷ややかに尖とがった声が、間かん髪はつを容いれず投げつけられる。

「……でも、全然、読まれてませんよね？」

「いつ読みたくなるかわからないから、手もとに残してるんだ」

「あの状態では、読みたくなっても探せないと思いますが……」

「どこに何を置いているかは、ちゃんと覚えてる」

　片づけられない人間が必ず口にする言い訳の決め台詞ぜりふに、思わず眉まゆが寄る。噓うそをつけ、と内心で力一杯叫さけびつつ、「はあ、そうですか」と類は乾かわいた声を返す。

　散乱している服や着物もいつか着るのか、と問いかけようとしたが、何となく答えが想像できたのでやめた。朝から腹の立つ会話は、あまりしたくない。

　処分できないのなら、どこか一いつ箇か所しよに纏まとめて放ほうりこむしかないだろう。二階に空き部屋がいくつかあるので、そこを新しい書庫とクローゼットにしてはどうか、と類は提案してみた。

「勝手にしろ。捨てないんなら、好きにしていい」

　遠宮は鼻を鳴らし、椅い子すから立ち上がる。

「部屋で用を片づけてから、寝る。ばたばたうるさくするなよ」

　音を立てないでどうやって掃除をするんだよ、と思った苛いら立だちを吞のみこみ、類は無理やり笑え顔がおを作って頷く。

「ところで先生、こちらの開所時間は何時ですか？　その時間に間に合うように、声をおかけしましょうか？」

　いくら、依い頼らいや相談を持ちかけられたときに応じるだけで定期的に高額の収入が得られる企き業ぎよう顧こ問もんをしているとはいえ、まさかほかにまったく仕事をしていないわけがない。

　昨日は昼まで寝ていたようだが、きっと何か特別な事情があったのだろうし、今日はきちんと髭を剃っている。だから、類は遠宮の言葉を、事務所を開ける時間まで少し仮か眠みんをする、という意味に受け取った。しかし、違った。

「必要ない。起きたい時間に勝手に起きる」

「……あの、でも、先生はこちらで事務所を開業されているのですよね？　今日はまだ水曜ですが」

「だから、どうした？」

「……普ふ通つう、弁護士の方にとっての平日の日中は、寝るためではなく、働くための時間だと思いますが」

「俺がひとりでやってる個人事務所なんだから、いつ寝ようが働こうが、俺の自由だろうが」

　眇すがめた目で類を刺さしたあと、遠宮はふっと片頰ほおを上げる。

「それにそもそも、俺は毎日あくせく働かなきゃならないほど金には困ってない」

　平然と言い放った朝帰り男の顔を、類は啞あ然ぜんと凝ぎよう視しする。まさか、と思ったことが的中したようだ。この口ぶりでは、遠宮は企業顧問以外の依頼は受けていないらしい。

　確かに、ここは遠宮がひとりで経営している事務所なのだから、営業時間や受ける依頼内容をどう制限しようと遠宮の自由だ。そんなことは百も承知だが、どうしても遠宮への軽けい蔑べつの念が湧わく。

　遠宮は司法修習を終えて父親の事務所に入ったあと、経営理念で父親と対立してわずか数ヵ月で辞表を叩たたきつけて独立したという。それが、一昨年おととしの末のことらしい。

　現げん役えきで司法試験に合格しただけでなく、博士号まで取っているのだから、遠宮は類以上に法律を深く学んでいるはずだ。しかし、弁護士としての実績などほとんどないまま独立したにもかかわらず、それなりの顧問料を出す企業の顧問となれたのは、本人の実力というよりは、法ほう曹そう界で威い力りよくを発する「遠宮」の名のブランド力によるところが大きかったのではないだろうか。

　そして、ついでに言えば、事務所の賃料も、自宅の家賃も払はらわずに済んでいるのはこの持ち家のおかげだが、ここは遠宮が自分で成した財で購こう入にゆうしたのではなく、単に相続したにすぎない。つまりは、遠宮は父親や祖父らが築き上げたものの上に、のうのうと胡座あぐらをかいているだけだ。しかも、仕事よりも遊びが中心の自じ堕だ落らくな生活を恥はじもせず──。

「何だ、その顔は。俺に何か文句でもあるのか、佐原」

「……いえ、文句はありません」

　大ありだ、と叫びたい本心を無理やり押し殺したせいか、声が不自然に揺ゆれた。

「ですが、せっかく、誰だれもが望んでなれるわけではないご職業に就つかれているのに、企業顧問しかされないのはとてももったいない気がします」

「もったいない？」

「ええ。時間があり余っているのでしたら、先生の立派な資格とその豊富な法知識を活いかすことを何かされてはいかがでしょうか」

「何かって、たとえば何だ？」

　しっとりとした水気を含ふくんだ髪を搔き上げ、遠宮は鼻筋にきつく皺しわを寄せる。

　どうやら、口調だけは丁てい寧ねいに綴つづってみた当てこすりが癇かんに障さわったようだ。

「……たとえば、困っている人を助けるようなこと、などを」

　少し怯ひるみつつ、遠宮に向かって放った言葉は、類が理想とする弁護士像だ。

　類はよく見た目で「クールで口数が少なそう」と判断され、実際は熱しやすく、口が悪い性格を「そんなふうには見えないのに」と驚かれる。だが、誰にも明かしてはいないが、知られればきっともっと「似合わない」と驚おどろかれるよりは、笑われるだろう秘密が類にはあった。

　法曹を目指したきっかけが、ごく単純かつ低てい俗ぞくなもの──高一のときに観みた『虚きよ栄えいの惑星ほし』というハリウッド映画だったことだ。

　近未来の月都市を舞ぶ台たいに、刑けい事じ事件を専門にする弁護士の主人公が、スラム街の住人を救うために巨きよ大だい企業と有力政治家を相手に孤こ軍ぐん奮ふん闘とうし、最後に胸がすく勝利を手にする様に、類は涙なみだして感動した。そして、自分もこんなヒーローのような弁護士になりたい、と憧あこがれを持った。

　のちに、刑事事件を専門に扱あつかうなら検事の経験があったほうがいいと知り、まずはその道を選んだけれど、こうして地検を辞やめたからには一日でも早く子供の頃ころからの夢を実現したい。

　さすがに、この現代日本で映画のような巨きよ悪あくと闘たたかおうなどとは考えていないし、おそらく現実は刑事事件よりも債さい務む整理や離り婚こん相談などに向き合うほうが遥かに多いだろうこともちゃんと理解している。それでも、いい。困っている者に寄り添そい、できればいつか誰かの心にちょっとしたヒーローとして記き憶おくを残してもらえるような弁護士になりたい、と類は思っている。

　なのに、でっち上げの罪を着せられ、嵌はめられた足かせのせいで、憧れた場所へ近づけない今の状じよう況きようがもどかしくてならない。

　だからこそ、類にとって、「弁護士であること」を自分が遊び暮らすためだけにしか活かしていない遠宮は、理解しがたい存在だ。自分の抱いだく理想を他人に押しつけるのは身勝手だとわかってはいても、「あんた、それでも弁護士か」と吐はき捨てたくなる。

　膨ふくらんでゆくそんな感情を抑おさえつけるため、かすかに唇くちびるを嚙かんだときだった。

　鋭するどい棘とげを孕はらんだ声こわ音ねに鼓こ膜まくを切りつけられ、類は息を吞んだ。

「困ってる人間を助ける？　セクハラして地検をクビになったクズには、まるで似合わない綺き麗れい事ごとだな、佐原」

　軽蔑した相手に卑いやしまれ、類は背が強こわ張ばるのを感じた。

　昨日の時点では、遠宮は類の素す性じようをまったく知らない様子だった。きっと、すぐに追い出すつもりの家政夫のことになど興味はないのだろう、と類は考えていた。もしかしたら、このまま知られずにすむかもしれない、と淡あわい期待をしていただけに、咄とつ嗟さの反応ができなかった。

「お前、そんな見てくれじゃ、被ひ疑ぎ者しやに舐なめられて、ろくに取り調べもできなかったんじゃないのか？　そのストレスが溜たまって、うっかり女の尻しりでも撫なで回したのか？」

　遠宮は、外出中に類についての情報収集をしたようだ。

　父親にすべてを聞いたのか、あるいは類の前職だけを聞き出し、そこから先は自分の伝つ手てで調べたのかはわからないが、眼まな差ざしに濃こい蔑さげすみの色を浮うかべていた。

「──仕事は、ちゃんとしていました」

　類がセクハラをしたと決めつけている者にとっては、地検を去ったことがその何よりの証しよう拠こらしい。だから、釈しやく明めいをすれば、見苦しいと侮ぶ蔑べつを深められ、惨みじめさが増すだけだ。類は、それをもう十分に思い知った。

　どうせ、遠宮とはこの仕事が終われば、それで縁えんが切れるのだ。濡ぬれ衣ぎぬだとどうしてもわかってほしい相手ではないし、できるだけ早く弁護士登録をするためにも、下へ手たに反論をしてよけいな軋あつ轢れきを起こすのは避さけたい。

　そんな情けない打算が働き、言い訳らしい言い訳をしなかった類に、遠宮は「どうだかな」と薄うすく笑う。

「腐くさっても元検事のくせに、金に釣つられて家政夫ごっこか。お前には、プライドってものはないのか、佐原」

「私がほしいのはお金ではなく、推すい薦せん人にんです。プライドで推薦人は得られませんので」

「霞かすみ食って生きてます、みたいなファンタジーな面して、ずいぶんリアリストだな」

　片眉まゆを上げてせせら笑い、遠宮は類に向ける双そう眸ぼうを妙みようにねっとりとたわめた。

「しかも、下品なセクハラ犯か。そこまで見てくれと中身が乖かい離りしていると、一種の詐さ欺ぎだぞ、佐原」

　外見と人間性が詐欺的にかけ離はなれているのは、あんたのほうだろうが。

　そう言い返したいのにできない悔くやしさを、類は「それは申し訳ありません」と声を強く響ひびかせて堪こらえた。







「佐原！　おい、佐原。ちょっと来い！」

　長い根を張る雑草を引き抜ぬいていた前庭の隅すみに、遠宮のよく通る怒ど声せいが聞こえてきた。

　あの声の調子だと、誰それの本がない、といういつもの苦情だろう。

　セクハラの件をねちねちと絡からまれるのではないかと思っていたけれど、意外にも遠宮は二日目以降、一度も類の過去については口にしなかった。しかし、その代わり、小こ姑じゆうとのように細かい文句が毎回の食事へ飛んできた。さらに、ただの埃ほこりが積もった死蔵品と化していた書しよ籍せき類を二階に新しく作った書庫へ移し終わったとたん、どこそこの上から何冊目に置いていたあの本がない、この本がない、と類を呼びつけては掃そう除じの邪じや魔まをし始めた。

　類を追い出そうとしての嫌いやがらせであることは、あからさまなまでに明白だ。だから、挑ちよう発はつには乗らないように自制し、遠宮を懐かい柔じゆうするために笑え顔がおでの対応を心がけているものの、やはりどうしても腹が立つ。そして、凄すさまじくストレスが溜まる。

「……またかよ、チンチラオヤジ」

　うんざりと低く独りごち、類は軍手をはずして立ち上がる。首にかけていたタオルで顔の汗あせを拭ぬぐい、そろそろ西に夕方の色が溶とけ出している空を見上げた。

　この屋や敷しきに来て、今日でちょうど十日目。肝かん心じんの説得はまだまったくできていないが、昨日までで家の中はどうにか片づき、今朝からは荒あれ果てた庭の手入れに取りかかっていた。

　夕食の買い物に行く時間になる前に前庭の雑草を始末したかったけれど、また予定が狂くるってしまいそうだ。細くため息をもらし、急ぎ足で家の中へ入ると、黒みがかった紫地の着物を纏まとった遠宮が廊ろう下かで仁に王おう立だちになっていた。

　派手に遊び歩いていると言っても毎日行くというわけではないらしく、初日以外の九日間、一度も外出せずに家の中でごろごろしている遠宮は、常に着物姿だ。それらはすべて、着道楽だった祖父の遺品なのだそうだ。御お召めしや縮ちり緬めんなどの値の張るものも多いようだが、少し寸法が合わないとかで、遠宮は惜おしげもなく部屋着や寝ね間ま着きにしてしまっていた。

「はい。何でしょうか、先生」

「ビュシエリールの『暗号の理論』、どこへやった？　読むから探して持ってこい。Ａ５版でカバーは黒と臙えん脂じ色、厚さは二・五センチ。永なが峯みね書店刊、だ」

「……わかりました」

　遠宮が以前、「本はどこに何を置いているか、覚えている」と言ったのは、あながち噓うそではなかったのかもしれない。いつもながらの呆あきれてしまう記憶力のよさを淀よどみなく示したあと、遠宮はデニムの上下の作業着を土まみれにしている類を不快げに眇すがめ見る。

「その格好で書庫に入るなよ、佐原。本が土で汚よごれる」

　鼻筋に皺を寄せてそう命じ、遠宮はリビングの扉のドアノブに手をかける。

　背後から蹴けってやりたい衝しよう動どうを、「推薦人、推薦人」と心のうちで唱えて擂すりつぶし、類は二階へ上がる。洗面所で手を洗い、新しいジーンズとシャツに着き替がえてから、書庫へ行く。

　いちいち分類して書しよ架かに並べたわけではないので、遠宮の求める本を探し出すのにはいつも一苦労するが、今回は幸いにも十分もしないうちに見つけられた。

　ぱらぱらとめくってみると、芸術論の学術書だった。

　遠宮の蔵書には、法律関係のものはもちろんだが、美術に関するものも多い。

　類は一度、洗せん濯たく物ものを干すついでに、遠宮が自室にしている二間続きの部屋を庭からのぞいてみたことがある。ステンドグラスの扉で繫つながった部屋の一方は寝しん室しつで、もう一方はキャンバスや画材が雑然と並ぶアトリエのような広い空間だった。

　面と向かってのぞいたとは口にできないので確かめられていないが、どうやら遠宮には絵を描かく趣しゆ味みがあるらしい。普ふ段だんの粗そ野やで横暴な態度からは想像もできないその繊せん細さいな趣味を知ったとき、類は思わず笑ってしまった。

「先生、お待たせしました」

　リビングのソファで新聞を広げていた遠宮に本を渡すと、返ってきたのは礼や労ねぎらいの言葉ではなく「小腹が空いた」だった。

「トーストでいい」

「いいと言われましても、生あい憎にく、今、パンはありません、先生」

　以前、食事は米派かパン派かと尋たずねた際、遠宮は米派だと答えた。類も米派だ。だから、台所にパンの買い置きはなかった。

「なら、買ってこい」

　事もなげに告げ、遠宮は犬に対してそうするかのように、指がすらりと長い手を振る。

「……はい、すぐに」

　喉のどもとにこみ上げてきたものを、両手を強く握にぎり締しめて押し戻し、類は引き攣る笑顔で頷うなずく。

　大急ぎで坂の下の商店街へ出かけ、夕食の材料と一いつ緒しよに食パンを買ってきた。説明書のない備えつけのガスオーブンレンジは類には使える代しろ物ものではないので、マーガリンをたっぷり塗ぬった食パンをフライパンできつね色に焼いた。

　一口サイズに切り分けたトーストにコーヒーを添そえて、リビングへ持っていく。

「先生、失礼します」

　特に反応を返さなかった遠宮はソファの上で仰あお向むけに寝そべり、本を読んでいた。

　育ちがいいくせに行ぎよう儀ぎ悪く片かた膝ひざを立てており、はだけた前まえ身み頃ごろから陰いん部ぶがのぞいている。

　家の中での遠宮はなぜか常に下着を穿はいていない上に、脚あしの動きが雑なので、類は頻ひん繁ぱんに見たくもないものを視界に捉とらえてしまう。目にした瞬しゆん間かん、気き後おくれを感じずにはいられないサイズのそれを、日に何度もちらちらと露ろ出しゆつされると、いくら同性とはいえ、気づかない振りで無視をするのも嫌になってくる。

　せめてもの腹いせに、こっそり「チンチラオヤジ」と悪態をつくだけでは、そろそろ我が慢まんも限界に達しそうだ。

「あの、遠宮先生。見えてますよ……」

　トーストとコーヒーを載のせたトレイをソファの前のテーブルに置き、類はやんわりと指し摘てきする。

「何が？」

　ふいに、本の下から、間近にするとその迫はく力りよくに吞のまれそうになる美び貌ぼうが現れる。

「その、ナニが……、です」

「ナニとは何だ。具体的に言え」

　上半身を起こしながら薄く笑った遠宮の声には、はっきりとした揶や揄ゆが含ふくまれていた。

　連日の「チンチラ」は単なる偶ぐう然ぜんなどではなく、意図的な嫌がらせだったのだと確信し、つい頰ほおが強こわ張ばる。　>>>♥

「……あの、先生。先生が大変立派なものをお持ちなのはもう十分にわかりましたから、ちゃんと下着を穿いていただけませんか？」

　動物園の猿さるかよ、あんた、と心の中で罵ののしりながら、類は細く絞しぼった声で言う。

「俺が、俺の家の中でどんな格好をしようと、俺の自由だ。文句があるなら、出ていけばいい」

　遠宮は鼻を鳴らし、トーストを一切れフォークに刺さして齧かじる。そして、その直後、眉をきつく寄せた。

「お前、マーガリン塗ぬったな？　焼く前に」

　なぜ、いつ塗ったかがわかったのだろう。不思議に思いつつ、類は頷く。

「ええ……」

「お前みたいな料理のセンスがゼロで、火の通り具合の調整ができない下へ手たクソが焼く前に塗ると、ベタベタになりすぎてパンの食感が台無しになる。焼き上がってから、塗れ。それに、そもそも、トーストには無塩バターと決まってるだろうが。非常識な奴やつだな」

　──どこの誰だれが、いつ決めたルールだ。大体、トーストごときにそこまで小うるさいこだわりがあるなら、自分で焼けよ、おっさん。

　嫌がらせで性器を見せつけられていると判明した苛いら立だちもあり、本当はそう怒ど鳴なりたかった。だが、父親の事務所へ戻るよう説得を始める前に、遠宮と険悪になるのは避さけるべきだと理性がそれを止めた。

　可能な限り迅じん速そくにこの不快な臨時仕事から解放されるためにも、今はプライドなど捨てて、遠宮に媚こびを売ったほうがいい、と類は自分に言い聞かせる。

「すみません。以後、気をつけます」

　口もとをぎこちなく震ふるわせて詫わびたとき、開けていた窓から柔やわらかな風が流れこんできて、甘い香かおりがふわりと鼻び孔こうを擽った。

　中庭に群生している、あの低木の白い花の匂においだ。

　花自体は可か憐れんなのに、四方八方にもじゃもじゃと伸のびている蔓つるの形がまったく美しくない。余よ裕ゆうがあれば手入れをするつもりだが、名前を知らないので、樹形の整え方もわからない。

「遠宮先生。中庭に沢たく山さんある白い花の木、あれ、何という名前ですか？」

　尋ねると、遠宮はかすかに細めた双そう眸ぼうを庭のほうへ向け、いつになく静かな声で「ジャスミン」と一言だけ返した。







「もう少し早く来るつもりだったんだが、どうしても手の離はなせない案件があってね。電話をもらってから一週間以上も待たせてしまって、申し訳なかったね、佐原君」

　遠宮の家に父親の眞治が訪ねてきたのは、中庭で甘い香りを漂ただよわせている白い花がジャスミンだと知った翌日の夕方だった。

　面接を受けた際に一度会ったきりだった眞治に対し、類は「親おや馬ば鹿かだ」という印象を持っている。この仕事を紹しよう介かいしてくれた同期が言っていた通り、眞治は年を取ってできた末息むす子こが愛いとおしくてならないらしい。だから、自分の手中で弁護士として成長させたいし、とっくに成人したいい大人だとわかっていても、交友関係やつき合う女のことにまでついつい口を出したくなるようだ。

　しかし、事務所を飛び出した遠宮を呼び戻したいのは、単に溺でき愛あいしているからという理由ではなかった。眞治は遠宮の能力を高く評価しており、長男や次男とともに三兄弟で力を合わせ、代々受け継ついできた事務所を今よりも大きく育ててほしいと願っているのだそうだ。

「いえ。先生がお忙いそがしいのは、存じておりますので」

　リビングのソファにゆったりと腰こし掛かける眞治にコーヒーを出して微笑ほほえみ、類は自分も向かいのソファに座る。

　眞治の座っている場所には、少し前まで遠宮が寝そべっていたが、父親の訪問に気づいたとたん、「俺はいないと言え」と類に命じて自室へ引っこんでしまった。

「ところで、眞史は今、外出中かね？」

　コーヒーを一口飲んで、眞治が問いかけてくる。

　類は、遠宮ではなく、眞治に雇やとわれている身だ。噓をつくわけにもいかず、「いえ。お部屋にいらっしゃいます」と真実を告げる。

「お呼びしましょうか？」

　呼んだところで出てきそうにもないが、一応尋ねてみると、眞治も息子の対応は予想がつくのか、「いや、いいよ」と鷹おう揚ように笑えんだ。

「代わりに、君がここへ来てからの眞史の様子を聞かせてくれるかな。相変わらず、眞史は夜ふらふら遊び歩いているのかね？」

「いえ。初日はご友人の方とお出かけになりましたが、そのあとはどこにも行かれてはおりません」

「ほう。それは、ずっと一日中、家にいる、ということかね？」

「はい、そうです」

「家でどんなことをしているんだね、眞史は」

「私の知る限りは、主に読書をされています」

　本当はつけてやりたかった「ごろごろと」を省いて返した答えに、眞治がゆっくりと頷く。

　遠宮が仕事をしていないことをどう思っているのかはわからなかったけれど、とりあえず遊び歩いていないことをよしとしているような表情だった。

「それにしても、この家がこんなにちゃんと片づいているのを見るのは、本当に久しぶりだよ」

　部屋の中を見回し、眞治は理知的な顔を穏おだやかにほころばせる。

「眞史と合わない人間は半日で出ていくし、もっても一週間ていどだったからね。これだけ続いているということは、眞史が君を気に入った証しよう拠こだ。君に頼たのんで、正解だったよ」

「ありがとうございます」

　礼を言いながら、類は内心で少し驚おどろく。

　遠宮からは日々、嫌いやがらせしか受けていないのだから、気に入られているわけがなく、煙けむたがられているのは明らかだ。

　しかし、慣れたせいもあるのかもしれないが、遠宮の言動はとても腹立たしいものではあっても、一週間やそこらで仕事を途と中ちゆう放ほう棄きして出ていきたくなるほど酷ひどくはない。

　なのになぜ、これまでの前任者はすぐに辞やめてしまったのだろうか、と類は怪け訝げんに感じた。

「やはり、在ざい籍せき期間は違えど、君が大学の後こう輩はいだから、相あい性しようがいいのだろうね」

　眞治は手にしていたカップを一いつ旦たんソーサーに戻し、「ああ、もしかしたら」と丁てい寧ねいに髭ひげが剃そられた顎あごに手をやる。

「面接のときは聞きそびれたが、佐原君はゼミも眞史と同じ漆うる間ま先生のところか、先生の講義を取ったりしていたのかね？」

「あ、いえ。漆間先生とは授業ではご縁えんがなかったのですが、先生の研究室は私が取っていたゼミの研究室の隣となりでしたので、時々お茶菓が子しのお裾すそ分けにうかがうことはありました」

「隣、というと、どなただね？」

「刑けい法ほうの篠しの田だ先生です。私が卒業した年に、退職されましたが……」

　懐ふところに入りこむ足がかりになるかもしれないと類も思いはしたが、これまでそうできるうちとけた雰ふん囲い気きを作れなかったので、遠宮とはまだ大学の話は何もしていない。だから、「大学の後輩」という要素は、類だけが一週間以上、遠宮と同居生活を続けていられる理由とは関係ないだろう。

　そんなことを考えながら、遠宮の兄弟の話や、眞治の事務所で飼っている犬の話にしばらく耳を傾かたむけたあと、類は頃ころ合あいを見計らって、「あの、ところで先生」と切り出した。

　この家で類が最優先ですべき仕事は、遠宮の説得だ。しかし、それがまだ一度もできない。なぜなら、遠宮が眞治の事務所を出て行った詳くわしい理由を知らないからだ。

　面接のときには、「経営理念で対立した」という大まかなことを聞いたところで、眞治に急用ができ、時間切れになった。詳しよう細さいは後日連れん絡らくするから、まずは家政夫として遠宮のもとへ行ってほしいと言われ、その指示に従ったものの、眞治からは何の音おと沙さ汰たもなかった。

　三日目に一度、連絡先として教えられていた事務所の所長室へ電話をしてみたけれど、忙しいらしく、秘書から「後日、折り返させていただきます」と伝えられただけで、取り次いでもらえなかった。

　情報不足だという劣れつ勢せいをさらせば、騙だまされるなどしてさらに不利な状じよう況きように追いこまれる可能性があったので、遠宮に父親との仲なか違たがいの原因を直接訊きくのは論外だった。

　遠宮の説得には、推すい薦せん人を得られるか否いなか──つまりは類のこれからの人生が懸かかっている。だからこそ、完かん璧ぺきな戦法を立てておきたかった。そのためにも眞治からの連絡を待つ間は、この屋や敷しきの清せい掃そうに励はげみつつ、遠宮の機き嫌げんを取って距きよ離りを縮めるべく努力するほかなかったのだ。

　類は「先日、お電話をした件なんですが」と、遠宮が独立したわけの詳細を尋たずねた。

　すると、淡あわい苦く笑しようとともに唐とう突とつな問いかけが返ってきた。

「佐原君は、弁護士が第一に守るべきものは何だと思うね？」

「依い頼らい人の利益です」

　映画のヒーローに憧あこがれて弁護士を目指した類の本音の奥底には、「正義です」と言いたい気持ちがあった。だが、それが弁護士としては未熟な考えだと──とりわけ、眞治のような有能なベテラン弁護士には、一笑に付されてしまう幼よう稚ちなものだと理解してもいる。

　眞治は、せっかく自分を信しん頼らいしてくれているのだ。評価を下げる発言はしたくなかった。

　教科書通りの即そく答とうをした類に、眞治は満足げに深く頷うなずいた。

「そうだ。弁護士が何をおいても守らねばならないのは、依頼人の利益だ。たとえ、依頼人がどんな卑ひ劣れつな罪を犯おかした最低の人間だろうと、それは変わらない。だが、眞史は依頼人の利益よりも、理想の正義に固こ執しゆうしがちだった」

「理想の正義？」

「そうだ。眞史はイギリスに留学していた間、法ほう哲てつ学がくを専せん攻こうして、正義論の研究に没ぼつ頭とうしていたが、その頃の現実世界と隔かく離りされた研究者的なものの考え方が、頭にこびりついてしまったようでね。善人だろうと悪人だろうと、依頼人となった人間の利益を守ることこそが、弁護士にとっての正義だという道理をなかなか受け入れようとしなかった。それが、あの子の最大の欠点だった」

　遠宮は眞治の事務所に入って二ヵ月ほどして、初めてひとりである案件を任されたそうだ。それは、路上喫きつ煙えんを注意されたことに腹を立てた大学生数名が中年男性を集団暴行したという傷害事件で、犯行を指示した主犯格の男の弁護だった。

　その被ひ疑ぎ者しやは事務所の顧こ客きやく先の会社社長の子息で、いわゆる「金持ちのどら息むす子こ」だったらしい。弁護方針を固めるため、接見や事実確かく認にんの把は握あくをするうちに、遠宮は被疑者の低てい劣れつな人間性を深く嫌けん悪おし、「こんな人間のクズの弁護はしたくない」と眞治に訴うつたえたそうだ。

「もちろん、そんな理由での依頼者のえり好みを私は許さなかった。依頼人と、そして事務所の利益のために、無罪は難しくとも、執しつ行こう猶ゆう予よがつく弁護をするよう厳命し、眞史はいかにも渋しぶ々しぶといった顔で従った」

「それで、判決はどうなったのですか？」

「故意に手を抜いたりすれば、私は眞史をそこで見放したが、内心は嫌いや々いやの弁護で眞史は無罪を勝ち取ったよ。本来なら、執行猶予がつくかどうかも怪あやしかったがね」

「その裁判が、眞史先生が独立された原因なのですか？」

「ああ。父親が正義の味方ではなく、拝金主義者だったことに幻げん滅めつしたようだ。それに、裁判を傍ぼう聴ちようしていた被害者の娘むすめに、最低のクズ弁護士だの、守しゆ銭せん奴ど弁護士だのと罵ば倒とうされたのも、かなりこたえたのだろうが……」

　続ける言葉に迷うような表情を見せ、眞治はコーヒーカップへ手を伸のばす。

「だが、やはり、一番の原因は私の躾しつけの失敗だろうな」

「先生の……失敗？」

「そうだ。私の妻は眞史が小学生の頃に亡なくなったが、当時の私は今よりもずっと忙いそがしく、眞史をこまめにかまってやる余よ裕ゆうがなかった。しかし、職しよく業ぎよう柄がら、世間に顔向けができなくなるような悪さをする子には絶対になってほしくなく、眞史と接するときには親子の情のふれ合いよりも、正義感や社会倫りん理りを教えこむことだけに重きを置いた」

　それを後こう悔かいしているかのような響ひびきを含ふくんだ声を、類は静かに聞く。

「眞史は子供の頃は本当に素す直なおだったから、私の発した言葉を、私が想像した以上に真しん剣けんに受け止めて吸収し、その結果、学生でいるうちはともかく、社会に出れば生きにくさとなるような、まっすぐ過ぎるほどまっすぐな正義感を持ってしまった。私があの子のことを信頼して、もっとのびのびと育てていれば、正義感と一いつ緒しよに、社会の清せい濁だくに上う手まく対応できる柔軟性もはぐくめただろうに、と思うと、悔くやまれてならないよ。まあ、後こう悔かい先に立たず、だがね」

　眞治は肩を竦すくめて、自じ嘲ちよう気味の苦笑いをこぼす。

「かつての眞史は私を、父親としてだけでなく、人間としても尊敬してくれていた。そのぶん、大きく失望させてしまったのだろうが、あの一件以来、眞史は私の言葉にはまったく耳を貸さなくなった。ここを段々とゴミ屋敷にしていったのも、派手に遊びはじめたのも、その頃からでね」

　そう告げて、眞治はコーヒーを飲み干し、お代わりを求めた。そして、二杯目のコーヒーを飲みながら、学生時代や新米弁護士時代の遠宮のことを話してくれた。

　大事な試験のある日の朝の通学路で病人を見つけ、見ず知らずの人間だったのに病院へつき添そい、学校に遅ち刻こくしたり。国選弁護人として担当した事件で、無実を訴える被ひ告こく人のために休日を返上して目もく撃げき者しや捜さがしをしたり。

　類にとって遠宮は、社会人としての品性を欠く自じ堕だ落らくな「チンチラオヤジ」だ。しかし、かつての遠宮は、他人への思いやりに溢あふれた好青年だったようだ。あまりに大きな変わり様に驚きつつも、正義感の強さゆえに理想的なものばかりではない現実を受け入れられなかった遠宮の純じゆん粋すいさを、類は少しだけ好ましく感じた。

　遠宮は言ってみれば、父親に裏切られて心を歪ゆがませた。その衝しよう撃げきの深さがどれほどのものだったのか、類にはわからないし、どうせならこんな歳になってぐれて不良オヤジ化するのではなく、抱いだいた失望を踏ふみ台にして自身の正義を貫つらぬく弁護士になろうと奮起してくれればよかったのに、と残念にも思った。

　しかし、何にせよ、遠宮の過去を知れたことは、幸運だった。

「今はすっかり偏へん屈くつになってしまったから、眞史はなかなか首を縦に振らないだろうが、気長に頼たのむよ」

「はい。ご期待に添えるよう、全力を尽つくします」

　遠宮が元から性根の腐くさった傲ごう慢まんな人間だったと、あるいは巧たくみな論理マジックで黒を白にひっくり返すことに何の良心の呵か責しやくも覚えない狡こう猾かつな弁護士だと教えられたのであれば、自信を失ったかもしれない。

　だが、ほんの二年ほど前まで、遠宮は青あお臭くさいまでの正義漢だったのだ。戦法を間ま違ちがわなければ、案外早くに説とき伏ふせられるかもしれないと希望を持ち、類ははっきりと頷いた。







「ソースが濃こすぎるぞ、佐原」

　メインディッシュの若わか鶏どりの赤ワイン煮にを一口食べるなり、遠宮が眉まゆを寄せて向かいの類を睨にらんだ。

　台所の隣となりには、かつて本の樹海と化していたダイニングルームがある。すでに本はもうすっかり片づけ、部屋は本来の機能を取り戻もどしていたけれども、遠宮は食事の際、類と一緒に台所の窓まど際ぎわの小さなテーブルにつく。

　ダイニングルームが広すぎ、ひとりでぽつんと使えば薄うすら寒くなるからではなく、類が目の前にいるほうが料理への文句をぶつけやすいからだろう。

「すみません。自分では、うまくできたつもりだったんですが」

「ちゃんと、レシピの分量を守って作ったのか？」

「ええ、もちろんです」

「本当に料理のセンスのない奴やつだな」

　遠宮は忌いま々いましげに言い、ワインを呷あおる。

　極ごく上じようの美び貌ぼうのせいか、着物をだらしなく着き崩くずし、小こ姑じゆうとめいた小言を放ちながらワイングラスを傾かたむけるその姿は、やけに絵になっていた。

「レシピ通りに作って、どうやったらこんなにソースも肉もどろどろした、不ま味ずいものに仕上がるんだ。ある意味、才能だな」

　今度から何かあれば直接、携けい帯たいにかけてくれ、と名めい刺しを渡してくれた遠宮の父親は帰り際、遠宮の部屋の扉とびらの前で五分ほど何かを語りかけていた。べつに盗ぬすみ聞きをしたわけではないが、コーヒーカップを台所へ下げるときに、「いつまでもああいう連中とつき合っていると、天国で母さんが悲しむぞ」と諭さとしていたのがたまたま耳に入った。

　とても穏おだやかな声こわ音ねだったけれど、父親から息むす子こへの叱しつ責せきだったようだ。その鬱うつ憤ぷんを類に向けているのか、今晩の料理への文句は殊こと更さらしつこく続いて、なかなかやまなかった。

　普ふ段だんなら、「だったら、自分で作れよ、おっさん！」と言い返したくなるのを必死で我が慢まんしているところだ。けれども、かつては純真で繊せん細さいなお坊ぼつちゃまだった男が、今は偏屈な変態オヤジとなってしまったのは、二十年ほど遅おくれてやってきた反はん抗こう期をこじらせたせいなのだと思うと、不思議とあまり腹が立たなかった。

　次々と飛んでくる文句に、「すみません」、「次は気をつけます」などと愛あい想そよく応じていると、開けていた窓の向こうから、ぬるい夜風がジャスミンの甘い香かおりを運んできた。

　食事中に嗅かぐにはきつい香りだ。

　窓を閉めようと立ち上がりかけたが、遠宮に「暑いから、開けておけ」と制された。

「でも、ちょっと匂においがきつくないですか？　暑いのでしたら、エアコンをつけましょうか？」

「いや、いい」

　短く告げたあと、遠宮は類を射る眼まな差ざしで見た。

「あの守銭奴ジジイと何を話してた？」

「先生の学生時代のことをうかがっていました」

「それだけか？」

「あとは、先生の二番目のお兄様のところに双ふた子ごの赤ちゃんが生まれたことや、事務所犬のアレックス君がテレビに出たことなどをお聞きしました」

　眞治との会話の主要部分をごまかした答えを返すと、遠宮はしばしの沈ちん黙もくのあと、片眉を上げた。

「佐原。まさかとは思うが、お前、ただの家政夫か？」

「……は？」

　質問の意図がくみ取れず、類は小さく首を傾かしげる。

「これまでの奴らは、俺の顔を見るなり、親おや父じの事務所へ戻れとキャンキャンうるさかったが、お前はまだ一度も言ってない」

「それは、そのことについて話し合う機会を、先生がくださらなかったからです」

　遠宮を連れ戻すためにここへ来たのに、つい先ほどまで遠宮が父親の手もとを離はなれた原因を知らなかったとばれれば、きっと鼻でせせら笑われる。

　本当の理由を隠かくすため、類はきっぱりとした口調で遠宮に責任転てん嫁かをする。

「私の役目は、ほかの方たちと同じです」

「だったら、いつまでここにいても無む駄だだぞ」

　ひどく険のある声が、類の耳じ朶だを冷れい淡たんに打つ。

「俺は、絶対にあそこへ戻る気はないからな」

「それは承知しています。ですが、私は、先生をお父様のもとへお連れすれば、推すい薦せん人にんになっていただける、という条件でこの仕事をお受けしました。これからの生活がかかったことですので、簡単に引き下がる気はありません」

「減らず口は、まともなメシが作れるようになってから叩け」

　遠宮は今、かなり不ふ機き嫌げんだ。

　類は夕食を作りながら、遠宮を攻こう略りやくする切り口をいくつか考えていたが、こんな状態では到とう底てい、うまくいくとは思えなかった。

　この場でこれ以上、遠宮の機嫌を悪くするようなことを口にするよりは、別の話題に移り、少しでも雰ふん囲い気きを和なごませるほうがいい気がした。

「この家の家事も私の仕事ですので、その努力はもちろんします」

　努めて明るく言い、類は「あの、ところで」と続ける。

「遠宮先生は漆間先生のゼミに所属していらっしゃったんですよね？」

「それがどうした」

「どう、と言うか、お父様からそのことをうかがって、漆間先生のことを懐なつかしく思い出しましたので」

　媚こびる笑えみを浮かべると、遠宮が怪け訝げんそうな表情になる。

「お前、漆間先生の授業でも取ってたのか？」

「いえ。取ってはいませんでしたが、私は刑けい法ほうの篠田先生のゼミ生で、研究室が漆間先生のお部屋の隣でしたので」

　篠田の研究室で行われていたゼミでは毎回、篠田の愛妻の手作りケーキがふるまわれた。篠田の妻の菓か子し作りの腕はプロ級で、ほかの学生は喜んでいたが、甘いものが苦手な類はその毎回出てくるケーキが苦痛だった。

　ちょっとしたカップケーキくらいならともかく、生クリームがたっぷりのホールケーキを出された日などは、眩暈めまいがした。そんなとき、類は、両りよう隣どなりの研究室へのお裾すそ分け役を率そつ先せんして買って出ていた。甘い物好きの学生がいれば、これ幸いとわざと大きく切り分けて押しつけ、少しでも自分の取り分を減らすために。

「隣だったから、何だ？」

　低く放たれた声が、せっかちに先を急せかす。

「篠田先生の奥様が焼かれたケーキを、よくお裾分けにうかがっていました」

「で？」

　遠宮とは四歳違いなので、大学に在ざい籍せきしていた期間は重なっていないものの、篠田ゼミにケーキが出てくるのは長年の伝統だった。だから、もしかしたら、遠宮もお裾分けのケーキを食べたことがあるかもしれず、何か気楽な会話のきっかけになるかもしれないと思っていた。

　けれども、遠宮には、類の投げた話に乗ってくれそうな気配はない。ただ、眉み間けんの皺しわを深くして、こちらをじっと眇すがめ見るばかりだ。

　無ぶ遠えん慮りよに絡からみつく眼差しが、皮ひ膚ふの下にまで浸しん透とうしてくるようだった。経験した覚えのない不思議な感覚が湧わき起こり、首筋が粟あわ立だつ。

「……で、とは？」

「それだけ、か？」

　強い視線とともに向けられた問いかけには、何か言外の含ふくみがあるようにも感じられた。

　気のせいだろうかと戸と惑まどいつつ、「はい」と瞬またたいた次の瞬しゆん間かんだった。

「くだらん」

　遠宮が吐はき捨てて、いきなり立ち上がる。

「懐かしむようなことか、それが。馬ば鹿か馬鹿しい」

　遠宮は類を冷ややかに睨めつけ、着物の裾すそを翻ひるがえす大おお股またで床を踏ふみならし、台所を出ていった。

　いつもはどんなに文句をつけようと、用意した食事は決して残さないのに、今晩の夕食にはほとんど手をつけていない。

「……何なんだ、一体」

　台所の戸口と食しよく卓たくの上を交こう互ごに見やって、類は啞あ然ぜんと呟つぶやく。

　もしかしたら、遠宮は恩師の漆間とは不仲で、聞きたくない名前だったのかもしれない。しかし、だとしても、激げき怒どの仕方があまりに唐とう突とつだ。

　訳がわからない思いで深くため息をつき、類はもそもそとひとりで食事を続けた。

　食事と洗いものを終えてシャワーを浴び、脱だつ衣い所でＴシャツとハーフパンツを纏まとう。そして、髪かみを乾かわかしていた途と中ちゆう、ふと荒あら々あらしい足音が玄げん関かんへ向かうのが聞こえてきた。

　気になってのぞいてみると、スーツに着き替がえた遠宮が土間で靴くつを履はこうとしていた。

　類は慌あわてて駆かけ寄り、玄関扉の前に立ちふさがる。

「先生、どちらへお出かけですか？」

「お前には、関係ない」

　鼻び梁りようの高い端たん整せいな貌かおに、しなやかな長身を引き立たせている上質のダークスーツ。丁てい寧ねいに整えられている艶なまめかしい漆しつ黒こくの髪。

　こんなふうに貴公子然とした遠宮を見るのは初めてだ。なのに、なぜか、見覚えがある気もかすかにした。ここへ来た初日に、スーツ姿の遠宮と、同じ場所で、ほとんど同じ会話を交かわしたからだろうか。

　ふいに覚えた奇き妙みような既き視し感かんを、「関係なくはありません」と声を高く放って払う。

「先生に、品行方正になっていただくのも、私の仕事ですので。こんな時間に、どちらへお出かけですか？」

　問いながら、念のために確かめた襟えり元もとには、やはり弁護士バッジはなかった。

「お仕事の急な呼び出し、というわけでもなさそうですが、コンビニへお買い物にでも行かれるのですか？」

「童どう貞ていの学級委員長みたいな発想の質問だな、佐原」

　単なる揶や揄ゆだとわかっていても、「童貞」と嘲ちよう笑しようされて類はむっとする。

「こんな時間に出かける場所は、決まってるだろう」

　気品すら漂ただよう優美な姿とは裏腹のひどくあけすけな口調で、遠宮は女を抱きに行くのだと匂わせる。

「将来を誓ちかい合われた恋こい人びとの女性に会いに行かれる、ということですか？」

「そんな女はいないし、これからも作る気はない」

「では、一晩限りの女性を探しに行かれるのですか？」

　当たり前だ、と遠宮が鼻を鳴らす。

「そういうことは、おやめになるべきではないでしょうか？　もし、質たちの悪い女に引っ掛かかると大変ですし、それに」

「俺がそんな間ま抜ぬけに見えるか？」

　類の言葉を遮さえぎり、遠宮は高こう慢まんに言い放つ。

「大体、検事のくせにセクハラしてクビになった奴やつが、どの面下げて人に説教してるんだ？　恥はじを知れ」

　頭ごなしにセクハラをしたと決めつける詰なじりに、ついかっとなって理性の抑おさえが弾はじけ飛んだ。

　その気になれば、優ゆう秀しゆうな弁護士としていくらでも人の助けとなる仕事ができるだろうに──本来ならそうすべきだろうに、ろくに働きもせずに才能を無駄に腐くさらせ、遊び暮らしている背徳者に勝手な誹りを受ける謂いわれはない。

　あんたこそ恥を知れ、と猛もう烈れつな怒いかりがこみ上げてくる。

「その言葉、そっくりそのままお返しします！」

　高い位置にある黒い双そう眸ぼうを真正面から睨にらみつけ、類は叫さけぶ。

「先生こそ、弁護士として、最低限の品格と分別をお持ちになったらどうですか？　いい歳をされて、羽目を外したい盛りの学生のような節操ない女遊びは、あまりにみっともないと思いますが？　それに、そうした軽はずみな行動は、先生ご自身だけでなく、先生のご家族の評判までも貶おとしめ、延ひいては『遠宮』の先人の方々が築きあげてきた名めい誉よをも傷つけてしまうことになりかねません。お父様もお嘆なげきになっていらっしゃるのに、どうしてそれがおわかりにならないのですか？」

　勢いに任せて捲まくし立てた類を遠宮は冷ややかに見返し、首をわずかに傾かたむけた。

「みっともないって親おや父じが嘆いてるから、女遊びをやめろ、って？」

「ええ、そうです」

「違うだろ、佐原」

　遠宮は低く言って、片頰ほおで笑う。

「単に、推すい薦せん人にんを得るための成果がほしいだけだろうが。セクハラ犯のくせに、常識人面して倫りん理りを振りかざすな」

「お父様の願いを遂すい行こうすることが私の願いですから、同じことです」

　屁へ理り屈くつだな、と吐き捨て、遠宮はふいに眇めた目で類の全身をゆっくりと舐なめた。

　その視線に肌はだが炙あぶられている気がして、類は咄とつ嗟さに身を引いた。もっと距きよ離りを取りたかったけれど、背中はガラス扉とびらにぴったりと密着していて、それ以上は後あと退ずされなかった。

「佐原、お前の願いを叶かなえてやろうか？　ギブアンドテイクで」

　身を屈かがめて近づいてきた遠宮の唇くちびるが、強い色を湛たたえて歪ゆがむ。そこから吐かれるのはきっと碌ろくな言葉ではないだろう、と類は嫌いやな予感を覚えて息を詰つめる。

「俺の相手をするなら、お前の言う通りにしてやってもいいぞ」

「何の、お相手ですか？」

「セックスに決まってるだろう。ほかに何がある」

　どこか、獲え物ものを前に興奮する肉にく食しよく獣じゆうを思わせる表情を向けられ、背がざわざわと粟立つ。

「……あの、先生は男性で、私も男ですが」

「問題ない。俺はバイだからな」

　薄うす笑わらいを躊躇ためらいもなく返され、氷水を浴びせかけられたような気分で類は目を瞠みはる。

「で、どうするんだ？　さっさと答えろ。相手をする気がないのなら、そこをどけ」

　今、ここでの即そく答とうを迫せまられ、類は狼ろう狽ばいして息を詰まらせた。

「──わ、私の言う通り、ということは、先生のお相手をすれば、お父様の事務所へ戻っていただけるんですか？」

「ああ、いいぞ」

　あまりにもあっさりと承しよう諾だくされ、かえって不信感が膨ふくらんだ。

　類が激情に駆られて投げつけた言葉で遠宮が心を入れ替かえたはずはなく、今まで頑かたくなに拒こばんできたことを、たった一晩の快楽と引き替えに受け入れるとは思えなかった。

「……本当、ですか？」

　類は眉まゆを寄せ、警けい戒かい心しんを塗ぬりこめた声で問う。

「本当だ。お前が俺をちゃんと満足させられたら、しばらくは守しゆ銭せん奴どジジイのところへ戻ってやる」

「しばらく？」

「お前の仕事は、俺があっちへ戻った時点で終わりだろう？　だったら、そのあと、俺がどうしようが、何の問題もないはずだ。まあ、お前の顔を立てて、一、二ヵ月は大人しくしておいてやる」

　目の前にぶら下げられた魅み惑わく的な餌えさに、頭の中がひどく混乱した。

　実のところ類は、遠宮に揶揄われた通りの童貞で、女性恐きよう怖ふ症しようでもある。

　目立ちすぎる容よう貌ぼうと、趣しゆ味みを聞かれれば「勉強、読書、映画鑑かん賞しよう」としか答えられないおもしろみのない性格のせいで、類は今も昔も異性には遠巻きにされがちだ。

　恋人は高校時代にひとりだけいた。けれど、たった半月で振られてしまった。

『いつもいつも図書館で学校の予習と復習するデートなんて、ありえないんだけど！　あんたと一いつ緒しよにいると、死ぬほど退たい屈くつっ』

　デート中に不満げな素そ振ぶりなど一度も見せなかったのに、恋人はある日突とつ然ぜん、目を吊つり上げて別れを切り出してきた。さらに、それだけでは気が済まなかったのか「取り柄えは見かけだけの、つまんないお人形男」と学校中に言いふらされた。その経験によって心に植えつけられた、何の前まえ触ぶれもなく豹ひよう変へんする異性への怯おびえめいた気持ちは、今も残ったままだ。

　しかし、だからと言って、同性を恋れん愛あいや性せい欲よくの対象として見たことは一度もない。

　しかも、遠宮が相手では、どう考えても自分は「抱かれる側」だ。同性に抱かれることが初めての性体験になるなど、考えただけで鳥とり肌はだが立つ。

　──だけど、と類は浅く息を吸いこむ。

　男である自分の「初体験」に、必死になって守り通さねばならないほどの価値はない。どんなに不本意な経験になっても、犬に嚙かまれたと思って忘れてしまえる。

　一方、これからの生活の糧かてを得るために、類には推薦人がどうしても必要だ。このまま推薦人が見つからず、弁護士登録ができなければ、類は法ほう曹そう界を去るしかない。地検を退職した理由が理由だけに、法律関係の専門学校などへの就職も難しいだろう。業種を選ばなければ職は得られるかもしれないが、それではこれまでの苦労や努力がすべて無む駄だになってしまう。

　この取引がたとえ人生最悪の汚お点てんとなっても、自分にはどうしても推薦人が必要なのだ、と類は揺ゆれる心に言い聞かせる。

「……本当に、約束は必ず守ってくださいますか？」

　類は俯うつむき、耳の奥で鼓こ動どうがどんどんと激しく爆ぜる音を聞きながら、細く声を落とす。

　ああ、とやけに響ひびきの柔やわらかくなった声が頭上から落ちてくる。

「納なつ得とくしたんなら、俺の部屋に来い、佐原」

　先に廊ろう下かへ上がった遠宮のあとを、類は俯いたままついて行った。







「ちょっと待ってろ。ああ、服は勝手に脱ぬぐなよ」

　類を部屋に入れると、なぜか遠宮はそう言いおいて、急ぎ足でどこかへ行った。

　わざわざ「脱ぐな」と命じられなくても、そもそも類には裸はだかで男を待つような大だい胆たんな真ま似ねなどできない。

　類は所在なく、中央にキングサイズのローベッドが置かれている広い部屋の中を見回す。

　数日前に庭からのぞいたときには、窓まど際ぎわに置かれていた衝つい立たてのせいであまりよく見えなかったが、西側の壁かべが隣となりのアトリエ部屋へと繫つながるステンドグラスの扉になっており、北側の壁一面にＡＶ機器や本が収められた棚たなが高い天てん井じようまで並んでいる。東側の隅すみには、衝立で仕切られたちょっとしたデスクスペースがあった。

　床ゆかのところどころに本が積まれているものの、物置状態だったほかの部屋と比べると、格段に整理されていた。特に埃ほこりっぽくもない。

　そう言えば、この屋や敷しきが散らかりはじめたのは例の裁判のあとらしいし、遠宮は調理方法にやたらと小うるさい。

　それに、毎日部屋の前に放ほうり出されているシーツのたぐいを洗せん濯たくするのは類だが、今まで類を中に入れなかったのだから、ベッドメイキングは遠宮が自分で行っているはずだ。

　もしかすると、遠宮はやろうと思えば、まめな家事ができる男なのだろうか。

　ベッドの横に立ち、ぼんやりとそんなことを考えていると、遠宮が戻ってきた。手にはオリーブオイルの小こ瓶びんを持っており、それをベッドの枕まくら元もとに置く。同性愛行こう為いに興味のない童どう貞ていでも、さすがに何に使うかぐらいは想像がつき、全身が一いつ瞬しゆんで火ほ照てった。

「佐原。一応、確かめておくが、お前、男は初めてだよな？」

　ひとり掛がけのソファの背に脱いだスーツの上着を放り投げ、遠宮が尋たずねてくる。

「あ、当たり前ですっ」

「なら、いい」

　濃こい色いろ香かを放つようななまめかしい笑えみにかすかな眩暈めまいを誘さそわれた直後、ベッドの上へ押し倒たおされた。

「──ぁっ」

　仰あお向むけに転がった類の腰こしを、優ゆう雅がな動作でベッドに上がった遠宮が膝ひざ立ちの格好で跨またぐ。

　ふたりぶんの重みに柔らかなマットレスが深く沈しずみ、ベッドが軋きしむ。

　たったそれだけのことなのに、初めてのその感かん触しよくに類はひどく狼狽うろたえ、小さく喉のどを鳴らす。

　どうしていいかわからなくなり、咄嗟に肘ひじをついて上半身をわずかに起こし、上へと逃げた。

　けれども、ネクタイを素す早ばやく引き抜ぬいて床へ落とし、覆おおい被かぶさってきた遠宮に片手で肩を抱かれ、動きを封ふうじられてしまう。

「今いま更さらこんな状じよう況きようで、やっぱり嫌だ、はナシだぞ、佐原」

　少し長めの漆しつ黒こくの髪に縁ふち取どられた端たん整せいな顔が、ゆっくりと近づいてくる。

「──べつに、そんなつもりは、ありません」

　今まで散々、「エロオヤジ」だの「チンチラオヤジ」だのと密ひそかに罵ののしってきたけれど、間近にすればするほど、「オヤジ」と呼ぶことが躊躇われる美び貌ぼうを正視できず、類は視線を泳がせる。

「あの、でも、電気……消してください」

　上うわ擦ずりそうになる声で切れ切れに頼たのむと、間かん髪はつを容いれずに「駄だ目めだ」と返される。

「消したら、お前の乱れるところを見て、愉たのしめない」

「……じゃあ、なるべく早く、済ませてください」

「それも無理だな。俺は、早そう漏ろうじゃない。たっぷり時間をかけて抱いてやる」

　艶なまめく色を浮うかべて宣言した唇が、類のそれに重なる。

「──んっ」

　柔らかな弾はずみを感じた直後、肉厚の舌がやや強ごう引いんに歯列を割って、口こう腔こうへ潜もぐりこんでくる。

「ふ……っ、ぅ……、ん」

　咄とつ嗟さに逃げかけた舌を即そく座ざに搦からめとられ、強く吸われた。

　ぬめる熱が一瞬離はなれたかと思うと、唇くちびるを甘あま嚙がみされ、再び侵しん入にゆうしてきたそれに口こう蓋がいをちろちろと舐なめられる。

　口の中をかき回す遠宮の動きは、激しいだけではなかった。生まれて初めて受けるキスなのに、それがとても巧たくみなものだということを、類は直感的に理解した。

　合意の上とは言え、決して好きこのんで男に組み敷しかれているわけではない。恋こい人びと同士の行為のようなキスなどされても、きっと気持ちが悪いだけだろうと思っていた。

　なのに、他人に体内へ侵入される未知の感覚に、怯えと戸と惑まどいを覚えたあとに感じたのは、嫌けん悪おではなかった。それよりも先に、どこからか湧わいてきたはっきりとした快感がざわざわと肌はだの上で弾はじけ、ほのかな熱を灯ともしていったのだ。

「んっ、ぅ……」

　口内を熱い舌がぬるぬると荒あら々あらしく、だが甘やかに蠢うごめく。

　息苦しいけれど気持ちがよくてならず、頭の芯しんがじわじわと痺しびれとけてゆく。

　今まで誰だれともしたことのないキスに、どう応じればいいのか迷う余よ裕ゆうすらなかった。気がつけば類は、本能のままに遠宮と舌を絡からませていた。

　混ざり合う唾だ液えきが立てる濡ぬれた水音と互たがいの湿しめった吐と息いきに、身体からだの奥に潜ひそむ何かを煽あおられる。

　鼓動が速まり、体温が勝手に上じよう昇しようして全身を朱しゆに染めてゆく。

「ふ、ぅ……っ」

　喉を仰け反らせて震ふるえたとき、服の上から胸と下か肢しをまさぐられた。

「──んぅっ」

　驚おどろいて口づけをほどいた唇を啄ついばまれながら、乳ち首くびを指の腹で撫なで押され、いつの間にかゆるく萌きざしていた性器の輪りん郭かくを掌てのひらで握にぎり擦られる。

　布越ごしのもどかしい愛あい撫ぶだった。けれども、性的な意味で陰いん茎けいの存在を意識したのが久しぶりだからか、あるいは自分の意思とは関係ない動きを施ほどこされるからか、腰が跳はね上がるほどの快感が背を駆かけ抜けた。

　瞬しゆん間かん、薄布を隔へだてて遠宮の体温に包みこまれていた陰茎が強く撓しなり、その先端で精路が淫みだらな粘ねばり気を帯びてくぱりと口を開いたのを感じた。

「あぁっ！」

　堪こらえきれずに高く放ってしまったのは、あまりにもあられもない嬌きよう声せいだった。

　女ではないのに、自分の喉からこんな甲かん高だかい声が出てしまうことが居たたまれなく、類は思わず唇を嚙んで息を詰つめた。

「──ぅ……っ」

「佐原、声を出せ」

　自分自身のためなのだから、遠宮に抱かれること自体は我が慢まんできる。

　けれども、恋人でもない同性の愛撫で女のようによがるなど、そんなみっともなくて、恥はずかしい真似はしたくない。

　頭上から落ちてきた咎とがめる声に無言で首を振ふり、顔をなかばシーツに埋うずめる。

　すると、胸むな元もとを離はなれて這はい上がってきた指に顎あごを捉とらえられて仰のかされ、「佐原」ともう一度、呼ばれた。

「お前、これは取引だってちゃんと納得して、俺に抱かれにここへ来たんだろう？」

　口調の響きは強かったけれど、怒ど気きはない。どこか、むずかる子供を諭さとす声こわ音ねで、遠宮は類に問いかける。

「……それは、そう、ですけど……」

「だったら、声を出して、感じたまま乱れろ。いかにも嫌いや々いやな顔をして、ウンともスンとも言わない奴やつを抱いても、少しも愉しくない」

　ですが、と口答えをしかけた唇を、親指で軽く押される。

「佐原。俺の出した条件は、ただ相手をしろじゃないぞ？　俺を満足させられたら、だ」

　遠宮は類の唇を指先でそろりと撫で、美しい双そう眸ぼうをたわめる。

「黙だまって寝ね転ころがってるだけじゃ、百年脚あしを開き続けても、俺を満足させるのは絶対に無理だぞ」

　捕とらえた獲え物ものの喉のどもとに尖とがった爪つめを突つき立て、もてあそぶ肉にく食しよく獣じゆうを思わせる表情で見下ろされ、類は瞼まぶたを震わせる。

　頭の中で、自分の矜きよう持じと未来とを天てん秤びんに掛けて数秒、逡しゆん巡じゆんし、覚かく悟ごを決める。

　どうせ、一晩きりのことなのだ。淫いん夢むにでも魘されたと思えばいい。

「……わかり、ました」

「いい子だ」

　艶えん然ぜんと笑んだ遠宮が褒ほう美びのような優やさしいキスをこめかみに降らし、類の乳首をＴシャツの布ごと少し強めに摘つまんだ。

　じくりとした熱い疼うずきが胸の奥に響ひびき、類は本能が受け止めた官能の悦よろこびをそのまま吐息に乗せて漏もらす。

「──は、あっ、ん……」

「そうだ、佐原。お前のイイ声を、俺にちゃんと聞かせろ」

　片方の乳首を指の間で揉もみ転がされながら、もう片方を遠宮の口に含ふくまれる。そして、同時に、握られていた茎くきを上下に扱しごかれる。

「あっ、あ、ぁっ……」

　色事に疎うとく、淡たん泊ぱくな質たちではあっても、性せい欲よくがまったくないわけではないので、ときどきは自じ慰いをする。しかし、触ふれるのはもちろんペニスだけだ。

　そこ以外に、触れて性的興奮を覚える場所があることすら知らなかった。

　だから、幾いくつもの箇か所しよで同時に生まれた快感が体内で折り重なり、渦うずを巻く刺し激げきは、類にとっては凄すさまじいものだった。

「ひ、ぁ……っ。あ、あっ」

　次々と襲おそい来る愉ゆ悦えつの波が下肢の中央へ熱を伝え、腰がびくびくと大きく跳ねる。

　捏こねられ、吸われる乳首が硬かたく凝しこり、張り詰める肉茎の先からにじむ蜜みつ液で下肢がじっとりと濡れてゆくのがわかる。

　腰をはしたなく捩よじらずにはいられない甘美で鋭するどい快感に、わななく唇から潤うるんだ喘あえぎがぽろぽろとこぼれ出る。

「あっ、ん。や……、先生っ、やぁ……」

「佐原。恥ずかしい場所に染しみができてるぞ」

　耳もとでそう囁ささやいた男の手が、ハーフパンツの裾すそから中へ入ってきた。

　指がそこへと肌を這い上がっていく感触に内うち腿ももが痙けい攣れんし、腰が浮く。

「あ……、ぁ……んっ」

「中はべとべとだな」

　その惨さん状じようを知らせる手つきで、遠宮は類の屹きつ立りつを濡れそぼつ下着ごとぐにぐにときつく揉んだ。

　下着が貼はりつく膨ふくらみを上下に強く何度も擦られ、陰いん囊のうを大きな掌の中でぶるぶると揺ゆさぶられ、電流にも似た強きよう烈れつな愉悦が足先へ駆け抜けた。

「──あぁっ！」

　もう、堪えることなどできなかった。

　類は引き攣る脚で空を蹴けり、悲鳴を散らして精を撒まいた。

「あ……っ、あっ、あ……っ」

　咄嗟にいつ以来か思い出せない吐と精せいは、間かん歇けつ的に長く続いた。

　じゅわじゅわと溢あふれ、なかなか止まらなかった白はく濁だくがさらに下着を濡らす。まるで粗そ相そうでもしてしまったかのような羞しゆう恥ちと、おかしくなりそうな快感とが頭の奥で混ざり合い、眦まなじりが熱く潤んだ。

「気持ちがよかったか、佐原」

「……ぁ、……は……」

　昂ぶりが弾けた余よ韻いんに震え、まともな返事のできない類の頰ほおをしばらく撫で、遠宮は濡れた下着と纏まとめて一気にハーフパンツを剝はぎ取った。

　そして、腿ももをやんわりと押され、局部の剝むき出しになった下肢を割り広げられる。

「──やっ」

　反射的に膝ひざを閉じようとしたが、「佐原」と窘める眼まな差ざしで射られ、仕方なく遠宮に身を任せて力を抜ぬく。

　ゆっくりと大きく左右に割られた脚の中央へ、遠宮の視線が強く突き刺ささる。

「……っ」

　ねっとりとした蜜を纏って湿る、薄い叢。脚のつけ根の中央で、先せん端たんから白く濁にごった糸を引いてしんなりと垂れる細身の性器。

　さらにその下で、会陰部を伝い落ちてきた精液を舐なめとるように襞ひだをひくひくと波うたせている秘所の蕾つぼみ。

　それらをすべて男の視線に暴あばかれてどうしようもなく恥ずかしく、肌に散る朱がみるみる濃こくなってゆく。

「──そ、そんなところ見て、何が愉たのしいんですか？　構造は先生と同じでしょう？」

「だが、色も形もまったく違う」

　そう言って、遠宮は淡あわい紅色に色づく陰囊と一いつ緒しよに類の濡ぬれた性器を掌に掬すくい上げる。

　身体からだの最も敏びん感かんな部分の皮ひ膚ふを直接触れられ、類は睫まつ毛げを揺らす。

「んっ」

「俺はこんなに小さくもないし、誰だれかに食われるのを待ってる処女みたいな艶々したピンク色でもないからな」

「わ、私が小さいんじゃなくて、先生が非常識に大きいだけだと思いますけど」

　薄うす笑わらいとともに降ってきた揶や揄ゆに、類は眉まゆを寄せて抗こう議ぎする。

「それに、色が薄いのは体質なんですから、仕方ないでしょう。ふ、不適切な比ひ喩ゆで揶揄わないでくださいっ」

「べつに、揶揄ったんじゃない。そそられる、いい形と色だと褒ほめたんだ」

　片眉を上げて笑い、遠宮は類のＴシャツを脱ぬがせた。

「こっちも、いやらしい形とピンク色だな」

　やけに満足げに双眸を細め、遠宮は薄うすい桜色の乳暈の縁ふちをくるりと撫なでると、その中央へ指を伸のばす。

「ん、ぅっ」

　芯しんを持って尖り勃たっていた乳ち首くびを根元から指の腹で持ち上げられ、肌がざわりと粟あわ立だつ。

「あっ、ぁん……」

　女でもないのに胸だけを弄られて喘ぐなど、おかしい。遠宮は恋こい人びとでもない同性だけれど、初めて他人と肌を合わそうとしていることに、身体が自分の制せい御ぎよを離れて興奮してしまっているのだろうか。

　そう思って戸と惑まどったのもつかの間、男の指を跳はね返す弾だん力りよくを孕はらむ突とつ起きをくにくにと揉み潰つぶされ、肌の下で燻くすぶっていた快楽の残ざん滓しにまた灯ひがともる。

　射精をしたばかりで萎なえていた性器がふるりと揺らめいてまた頭を擡げ、先端の秘裂から透とう明めいな蜜をひとしずく、たらりと吐はいた。

「ずいぶんと感度良好だな、佐原」

　ゆるい角度に勃ち上がった茎の裏筋をすっと撫で上げ、遠宮が首を傾かしげる。

「あ……っ」

「お前、本当に男は初めてなのか？」

「本当ですっ。──こういうことは……、その、ひ、久しぶりなので……」

　性体験自体が初めてゆえの敏感さだとは知られたくなくて、類は虚きよ勢せいを張る。

「久しぶりって、どのくらい久しぶりなんだ？」

　問いながら、遠宮は類の屹立のくびれを擽った。

　甘い疼きをもたらす戯たわむれの手しゆ淫いんを類の昂ぶりは悦び、とろとろと淫液を垂らす。それが赤く腫はれた茎を伝って会陰の奥へ流れ落ちていく感かん触しよくが堪たまらず、腰こしが自然とくねってしまう。

「あっ──、に、二ヵ月、ぐらい……」

　類は蜜液に濡れて艶なまめく勃ぼつ起きをしならせ、最後に自慰をした日を口にしてごまかした。

「そんなことしてる場合じゃ……、なかったので……」

「その二ヵ月前の女とは、今も続いてるのか？」

　目を眇すがめた遠宮に亀き頭とうを爪つま先さきで弾かれ、小さく悲鳴が漏れる。

「──ひぁっ。……ふ、振ふられ、ました」

「まあ、それもそうだろうな」

　二十七にもなる、特に病気でもない男が、まさか童どう貞ていだとは想像もしなかったようだ。

　冷やかしめいた笑えみを含んだ顔で類の噓うそに頷うなずきを返した遠宮は、ワイシャツとスラックスを脱ぎ捨てる。

　明るい照明の下で、彫ちよう像ぞうを思わせる、理想的に均整のとれた体たい軀くが露あらわになる。

　どちらかと言えば細身なのに、美しくついた筋肉が逞たくましさを感じさせる肩かたや腕。鋭いまでに硬く引き締しまった腹部。

　成熟した雄おすの色いろ香かを濃く放つ完かん璧ぺきな肉体に感かん嘆たんする一方で、類は遠宮が下着を穿はいていること、そして下着の布地を持ち上げる凶きよう暴ぼうなまでの漲みなぎりに驚おどろいた。

「……遠宮先生、スーツのときはちゃんと下着を穿はいてるんですね」

　今にも下着からはみ出てきそうな猛たけりからは目を逸そらし、類は緊きん張ちようを少しでも紛まぎらわせようと掠かすれた声で呟つぶやく。

「当たり前だ。穿かずに外出するわけないだろう。変態じゃあるまいし」

　遠宮は眉を撥はね上げて答え、オリーブオイルの瓶びんを手に取って蓋ふたを開ける。

「佐原。もう少し脚あしを開いて、腰を浮うかせろ」

　覚かく悟ごは決めたはずなのに、改めてこの男に抱かれるのだと考えたとたん、躊躇ためらいとわずかな恐きよう怖ふが湧わき起こる。

　シーツをきつく握にぎり締めて迷う感情を押し殺し、大人しく従うと、遠宮が脚の間に膝立ちで身を進めてきた。滴したたり落ちるほどのオイルをたっぷりと纏まとった指が、類の会陰の奥を目がけ、まっすぐに伸びてくる。

「んっ……、ぁ」

　後こう孔こうの表面に、ぬるりとした指の腹が押し当てられる。

　垂たれ落ちてきた類の精液で元々濡れていたそこは、かすかな動きでひと撫でされただけで、くちゅりと水音を立てて遠宮の指に自ら吸いついた。

「オイルがいらないくらいびしょ濡れだな、佐原」

「──なっ」

　淫いん靡びな微笑に、羞恥を深く煽あおられる。

　反射的にきつく窄すぼめた入り口の襞を、硬かたい指がぬぷりとくぐる。

「あぁっ」

　息を詰つめて身構えたけれど、痛みは感じなかった。

　代わりに、自分ですらふれたことのない秘所の内ない壁へきを逆さか撫なでされるひどく奇き妙みような感触に肌がざわめき、中ちゆう途と半はん端ぱに勃起をしていた性器がゆらゆらと揺ゆれながら硬こう度どを増していった。

　気持ちがいいわけでもないのに、そんな反応を示す身体に頭の中が混乱する。

　覚えず、下腹部に力を入れ、異物を押し出そうとした。だが、遠宮の指は狭せばまった肉の壁を跳ね返し、粘ねん膜まくを擦こすりながらぐいぐいと奥へ突つき進んでくる。

「やっ！　ぁ……、あっ！」

「佐原。そんなに締めつけるな。ちゃんと中をほぐせない」

　どこか愉しんでいる口調で類を窘め、遠宮は隘あい路ろを引き延ばすように半分ほど埋うまった指を何度か大きくぐるりと回してから、その場で小刻みな律動を始めた。

「あっ。あ、あ、あ……っ！」

　摩ま擦さつ熱が異物感を溶とかして何かに変えてゆく。

　指がぬるぬると出入りするたび、喉のどからあからさまに湿しめった声がほとばしる。

　まるで何かを探すような動きで内部をぐりぐりと押し擦られる強い刺し激げきに、背中も首も仰け反ってしまう。

「あぁ、んっ。あっ、あぁ……は、ぁ……っ」

　あまりにも濫りがわしいよがり声が恥はずかしくてならず、つい、遠宮と交かわしたばかりの約束よりも、羞しゆう恥ち心を優先させたい気持ちが勝った。

　どうにか声を堪こらえようとして、かき寄せたシーツに爪つめを食いこませたときだった。

　オイルのぬめりを広げながら、好き勝手に蠢うごめいていた遠宮の指がある場所をかすめた。

　その瞬しゆん間かん、強きよう烈れつな快感が背を貫つらぬき、目がちかちかと眩くらんだ。

「──ぁ、あぁっ！」

「ここか？」

　まるで官能が凝こごったかのようなそこをこりこりとひっかかれ、屹きつ立りつが下腹部に貼はりつく勢いで反り返った。

「ひぅっ！」

「佐原、ここがいいのか？」

　ふいにぐっと力の入った指先でその膨ふくらみを押しもまれ、息苦しいまでに強烈な愉ゆ悦えつがあとからあとから溢あふれ出てくる。

「やぁっ！　んっ、あ、あっ……あぁ」　>>>♥

　返事もできずにただ身み悶もだえていると、二本、三本と次々に増えていった指でその場所ばかりを責められた。

　オリーブオイルを足しそそがれながら、そっと撫でられただけで甘い痺しびれが生まれる一点を、突かれ、捏こねられ、えぐられて、腰がびくびくと躍おどり上がる。その震しん動どうで左右にぶるぶると激しくしなる屹立からは、透明の蜜みつが糸を引いて飛び散った。

「あぁっ！　せん、せ……っ、あ、あぁっ！」

　視界がかすみゆくような深い快楽に、理性と一いつ緒しよに羞恥心も吞のみこまれ、類は高い嬌きよう声せいを上げ続けた。

　やがて、三本の指は速い動きで内奥までをも穿うがちはじめた。

　長い指が根元まで一気に沈しずみこみ、深い部分の粘膜を刺激しては、蠢しゆん動どうする内壁をぞろぞろと撫でながら入り口の手前まで戻もどってゆく激しい抽ちゆう挿そうが繰くり返される。

　塗ぬり広げられたオイルですっかりぬかるんだ柔襞が荒あら々あらしくかき回され、ぐちゅぐちゅと淫みだらな水音を響ひびかせる。

「あ、あぁん……。あ、あ、あっ……、先生、……せん、あっ」

　類は、瞼まぶたの裏で弾はじけかけていた極きわまりを摑つかもうとした。なのにその寸前、指がずるりと引き抜ぬかれた。

「──や、ぁっ。先生、なん、で……っ」

　唐とう突とつに襲おそってきた喪そう失しつ感が、切なくて堪らなかった。

　類は眉まゆ根ねを寄せて腰を突き出し、ほころんでオイルをこぼす蕾つぼみで遠宮の指をはしたなく追いかけた。

「そう焦あせるな、佐原」

　端たん整せいな顔に獰どう猛もうな笑みを湛たたえ、遠宮は類の腿ももを軽く叩く。

「二度目は俺でイかせてやる。いい具合に、中がほぐれたようだしな」

　舌なめずりでもしそうな表情で類を見下ろす男が、ずらした下着の中から雄を取りだした。

「──え……」

　類は啞あ然ぜんと目を見開く。

　遠宮のペニスの大きさが、自分のそれとは比べものにならないことは知っていた。

　けれども、今、類の眼前で、太い血管をはっきりと浮き立たせ、猛たけ々だけしく天を突く赤黒い怒ど張ちようの長大さは、とても体内に受け入れられるようなものとは思えなかった。

　頭に白い靄もやをかけていた恍こう惚こつも、身体からだの異様な昂ぶりも一いつ瞬しゆんで吹ふき飛び、類は我に返る。

「……あ、の、先生」

「何だ、佐原」

　応じた遠宮が、その並外れた逞しさを誇こ示じする仕し種ぐさで、自身の雄をゆっくりと扱しごき上げる。

　オイルのぬめりを纏まとい、生々しく脈打つ肉にく茎けいの凶暴なまでの膨ぼう張ちようぶりに、頰ほおがかすかに引き攣った。

「い、嫌いやというわけじゃないんです。でも、物理的に無理な気がするんです、すごく……。そんな大きなもの……」

　言いながら後ろ手に逃げるつもりだったが、できなかった。素す早ばやく伸のびてきた大きな手に、片脚を抱かかえ上げられたのだ。

「心配するな。人間の身体は、持ち主が考えているよりずっと柔じゆう軟なんだ。お前にその意思があれば、ちゃんと入る」

　形のいい唇くちびるの端はしに獣けものめいた笑みを浮かべ、遠宮は類の後孔に楔くさびの先せん端たんを強く押し当てた。

「挿いれるぞ」

　オイルにまみれてぬるつき、ひくついていた襞ひだに圧力がかかってぐちゅりと拉ひしげ、その奥へ楔の切っ先がわずかにめり込んだ。

　とたん、粘膜が爛ただれてしまうかのような熱さを感じ、目が眩んだ。

「──やっ。あ……、ま、待って。先生、待ってください」

「駄だ目めだ。もう待ちすぎるぐらい待って、待ちくたびれた」

　大げさな物言いで類の懇こん願がんを却きやつ下かし、遠宮は腰こしを強ごう引いんに進めた。

「あぁっ！　あっ、あ……！」

　人間の身体は柔軟だという遠宮の言葉は噓うそではなかったのか、濡ぬれた襞は裂さけることなく太々と突き出た亀き頭とうの先の形に広がった。我が慢まんできない痛みもなかった。

　けれども、粘膜を限界まで引き延ばされて、体内へ侵しん入にゆうされる圧あつ迫ぱく感は凄すさまじく、息が止まってしまいそうだった。

　そして、とにかく遠宮が熱くてならなかった。

「佐原。力んだままだと、俺に馴な染じむまでに時間がかかって、そのぶん、お前が辛つらい思いをするぞ。必ず気持ちよくしてやるから、力を抜け」

　内部の抵てい抗こうがきつかったらしく、遠宮が浅い位置で一いつ旦たん、腰を止める。

「そんなこと……言われても、無理、です。だって、先生の……大き……」

　眦まなじりに涙なみだをにじませて途と切ぎれ途切れに言葉をこぼしていた途と中ちゆう、ふいにくたりと萎なえかけていた性器を握にぎられた。

「あっ、ん」

　幹の部分を扱かれ、根元の蜜の袋ふくろを揉もみ転がされ、鈴口を爪つま先さきで擦られて、身体の奥から湧わき出てきた快感に喘あえいだときだった。

　身体の強こわ張ばりがほぐれた瞬間を狙ねらいすましたかのように、堂々と張り出した亀頭部分のすべてが、隘路の媚肉をかき分けてぬぷりと沈みこんだ。

「──ひぁっ！」

　内壁をぐっと押しつぶされ、思わず悲鳴を上げて遠宮の背にしがみついた類の中へ、灼しやく熱ねつの楔がゆっくりとうずもれた。

　狭せまい器官に、あんなものを収められるはずがないと思っていた。なのに、一番大きなところを受け入れたあと、熱くて硬いそれはオリーブオイルのぬめりを借りて、ごくなめらかに奥深くへ沈みこんできた。

　破は瓜かの衝しよう撃げきに収しゆう斂れんして波うつ柔襞を、ずるずると擦り立てて。

「あ、あ……。やっ、は、入って、くる……」

「そりゃそうだ。挿れてるんだから」

　笑えみを含ふくんだ囁ささやきに耳じ朶だを擽られ、胴どう震ぶるいをした直後、一気に最奥まで貫かれた。

「──んぁっ」

　声を高く放った唇を、身を屈かがめてきた遠宮に甘あま嚙がみされ、口内へ舌を差し入れられる。

　大きく広げた脚あしの間で下腹部が密着し、硬かたい腹筋に陰いん囊のうごと性器を圧しひしがれた。

「ふっ、……う」

　猛たける雄おすを根元まで吞みこまされた状態で深く口づけられながら、性器全体をもまれ、片方の乳ち首くびをくにくにとねじられる。

「んっ、……んぅっ」

　胃が迫せり上がるような感覚は苦しかったけれど、遠宮の巧たくみな愛あい撫ぶがそれを薄うすれさせた。

　初めての肉体の交わりに怯おびえていた陰いん茎けいが再びしっかりとした芯しんを孕はらみ、蜜口から淫液をこぼすようになるまでは、あっという間だった。

「痛くはなさそうだな」

　指先で掬すくった秘ひ裂れつのぬるつきを類の上気した頰に塗りつけ、遠宮は興奮した獣の目で笑う。

「動くぞ」

　低く告げると同時にずるりと腰を引き、遠宮は抽挿を開始した。

「あっ、あっ、あ……！」

　最初はゆるやかな抜き挿さしだけだった動きが、徐じよ々じよに荒々しさを増してゆく。

　太い楔が窄すぼまりの入り口ぎりぎりまで引きずり出されては、凄まじい勢いをつけて突つき挿いれられる。オイルと手しゆ淫いんで潤うるんだ肉の路みちの最奥を強く穿たれるたび、その重い一いち撃げきに官能の凝こごりを突き刺さされ、腰が躍り上がった。

「あぁっ」

　えぐり擦こすられ、搔かき回される内部に、腰こし骨ぼねがとけてしまいそうな歓かん喜きが渦うず巻まき、類は足先をきつく丸めて身み悶もだえた。

　内ない壁へきを強引に搔き分けられる感かん触しよく。速い抜き挿しがもたらす熱。信じられない奥深くまで、体内をみっしりと埋うめつくされる充じゆう溢いつ感。

　耳じ殻かくに沁しみこんでくる、男の艶なまめかしい息いき遣づかい。生々しく響くベッドの軋きしみ。

　それらのすべてが、脳のう髄ずいを震ふるわせる快感となって類を襲った。

「──やっ。も、せんせ……、ぁんっ」

　時折、貫つらぬきの角度を変えて激しく揺ゆさぶられ続け、真っ赤に熟うれた勃ぼつ起きが滴したたらせる蜜液にはいつの間にか白い濁にごりの筋が混じっていた。

「も、だめ……っ」

　細く喘ぎを漏もらして、類は遠宮の背に爪つめを立てる。

「イきそうなのか、佐原」

　突き上げの速度をゆるめずに、遠宮が少し掠かすれた声で問う。

　背を仰け反らせ、「いきそう」と吐と息いきをこぼしたとたん、脈動して嵩かさを増した雄の突きこみがひときわ大きくなり、視界の端が霞かすんだ。

「あっ、あぁんっ」

　自分でも耳を塞ふさぎたくなる嬌きよう声せいとともに二度目の精を撒まく類の中で、遠宮が律動をさらに容よう赦しやのないものにする。

「──やぁっ！」

　極まりのさなかにうねる柔襞を突き捏こねられ、類は神経が灼やき切れそうになる深い法ほう悦えつを覚えた。快楽に耐たい性せいのない身体は、苦痛と紙かみ一ひと重えの性的悦よろこびに陶とう酔すいし、陥かん落らくした。

「あ、あ、あ……」

　目め眩くるめく甘美を求める欲よく望ぼうにつき動かされ、類は遠宮に脚を絡からませた。

　穿うがたれる腰を淫みだらに振ってなすりつけると、かすかな呻うめきが落ちてきて、肌はだに感じる遠宮の筋肉の躍やく動どうが大きくなった。

「あぁっ。せんせ……、先生っ」

　よりいっそう速く、強くなった怒張の抜ぬき挿しに遠宮の背に爪を食いこませてよがった瞬間、体内にねっとりと熱い、大量の迸ほとばしりを感じた。

「……あっ、や……。なか、濡れ……て、る……」

　蠢しゆん動どうする粘ねん膜まくを叩く勢いで奥深くを浸ひたしてゆく重く淫いん靡びな流れに、我知らず腰が揺れる。

　深い呼吸を繰くり返しながら、射精されたのだとぼんやりと考えた拍ひよう子しに、根元からくねった陰茎が白い雫しずくをとろりと滴らせた。

「またイってるぞ、佐原。中を濡らされるのが、気持ちよかったのか？」

　一度の吐と精せいではまったく形を変えた様子のない猛りが、戯たわむれめいた軽い突きを送りこんでくる。その動きで内部の精液とオイルが混ざり合い、粘ねん着ちやく質しつな音を立てた。

「──あっ。……な、中出しなんて、最低です」

　逞たくましい身体からだに絡みつかせていた手足をほどき、類は顔を背そむける。

　体内に男の精を撒かれたことを悦よろこんだかのように達してしまったことが、とてつもなく恥はずかしかった。

「ぬ、ぬるぬるして、気持ち悪いですから、早く抜いてください」

「そんな生意気な口がきけるんだから、まだだいぶん余よ裕ゆうがあるみたいだな」

　薄く笑った遠宮が、雄を咥くわえたままの類の腰を反転させ、うつ伏ぶせの格好にする。

「あ、んっ」

　向きを変えた楔に爛らん熟じゆくした内部をぐるりとえぐられ、震えた下か肢しを引き寄せられる。

「なら、もっといい声でよがり啼いて、俺を愉たのしませてみろよ、佐原」

　高く持ち上げられた双そう丘きゆうの間で、また激しい突き上げが始まる。

　速い抽ちゆう挿そうに攪拌されて泡あわだった精液が接合部から漏れ出てくる感触に、類は身悶えた。

「あぁっ。あっ、あっ……」　>>>♥

　男としての矜きよう持じを捨て、約束通り抱かれたのだから、もう解放してほしかった。

　なのに、快感に敏びん感かんになっていた身体は、類の意思に反して遠宮の責めを悦んだ。ぞろぞろと蠕ぜん動どうし、吸いつこうとする媚肉を凶きよう悪あくな漲みなぎりに跳はね返されるようにして捏ね回され、甘美な疼うずきが体内を満たしてゆく。

　──一晩で忘れるつもりだったのに、どうしよう。

　そんな思いに震えながら、類は遠宮の力強い腰遣いに揺さぶられ続けた。






　　　　３




　数えていられないくらい何度も男の精をそそぎこまれ、気を失うように眠ねむりについたのは明け方近くだった。そして、ジャスミンの甘い香かおりに目覚めを誘さそわれたときには、もう太陽が西に傾かたむきかけていた。

　のろのろとベッドの上で身体を起こし、類は辺りを見回す。

　昨夜は閉まっていた中庭に面した窓が、開け放たれていた。結局、まだ手入れできていないままの白い花畑の匂においが空気に濃こくとけ、流れこんでいる部屋の中に、遠宮の気配はない。

　ベッドを降りようとして身じろいだ身体は夜通しのセックスのせいでひどく気怠かったけれど、肌の汚よごれは清められていた。シーツも新しいものに取り替かえられている。

　靄もやがかかったように頭が重く、何から考えればいいかよくわからなかった。

　とりあえず、喉のどの渇かわきと空腹を訴うつたえる本能に従って台所へ向かうことにしたものの、昨夜脱ぬいだ寝ね間ま着き代わりの服がどこにも見当たらない。

　体液で汚れた服を着るのにはもちろん抵てい抗こうがある。だが、今、家にいるのは自分だけだとしても、結構な距きよ離りがある二階の部屋まで丸まる裸はだかで歩いて服を取りに行くのは、もっと嫌いやだった。

　類は少し迷い、ベッドのシーツを剝はいでくるまった。

「──っ」

　足を踏ふみ出すと、腰こしの辺りがじくじくと重く疼き、身体の節々が痛んだ。

　歩けないほどではないが、いつもと同じ家事をこなすのはさすがに辛つらい。どうせこんな時間なのだ。食事の準備以外は免めん除じよしてもらおうと思いながら、類は廊ろう下かをよろよろと歩いた。

「何だ、お前。その格好」

　覚おぼ束つかない足取りで階段の手前まで辿たどりついたとき、冷蔵庫でも漁あさっていたのか、台所から着流し姿で出てきた遠宮が片眉を上げた。

「私の服が、見当たら、なかったので……」

　発した声は驚おどろくほど掠れていて、みっともなく喉に引っ掛かかった。そのせいで、一晩中よがり喘あえいでしまった自分の痴ち態たいが脳のう裏りにまざまざと蘇よみがえり、頰ほおにうっすらと朱しゆが散った。

「お前の服なら、シーツと一いつ緒しよに洗ったぞ」

「洗ったって、先生が、ですか？」

「ほかに誰だれがいるんだ」

　眉をさらに撥はね上げて答え、遠宮は眇すがめた目で類を見やる。

「それにしても、服がなかったからって、人のベッドのシーツを剝ぐ奴やつがあるか。家の中なんだから、服なんてなくてもべつに問題はないだろうが」

「お、大ありです」

　身体を拭ふいてくれた気き遣づかいや、本来なら類の仕事であるはずの洗せん濯たくまでしてくれていたのは意外だったが、ほかの言動はいつも通りだ。

　遠宮が普ふ段だんと変わらないぶん、昨夜のセックスを自分ばかりが意識しているようで、何だかよけいに恥ずかしくなった。

「私には、先生と違って、人並みの羞しゆう恥ち心しんというものがありますから」

　早口でそう言い返し、類は階段を上った。しかし、早く部屋へ戻って服を着たいと焦あせったせいか、三段ほど上ったところで足を踏み外してしまった。

「──わっ」

　シーツにくるまる格好だったせいで、咄とつ嗟さに手すりを摑つかむこともできなかった。

　衝しよう撃げきを覚かく悟ごして目をきつく閉じた瞬間、力強い腕うでと胸に身体を抱きとめられた。

「何やってんだ、お前」

　耳もとの、吐息を感じる近い場所で、呆あきれた声こわ音ねが響ひびく。

　無様な醜しゆう態たいに、顔面の朱が濃くなる。慌あわてて身を離はなし、礼を言おうとしたが、言葉を発するより先に、ふわりと横抱きにされた。

「歩けないなら、さっさとそう言え」

「……いえ。あの、べつに歩けないわけでは、ないので」

　いくら遠宮に比べると華きや奢しやな体格とはいえ、あまりに軽々と抱きかかえられ、男として情けない気持ちになる。

　それに、布越しに遠宮の体温や硬かたい筋肉を感じ、その彫ちよう像ぞうめいた完かん璧ぺきな美び貌ぼうを間近にすると、昨夜のベッドの中でのことが鮮せん明めいさを増して眼前にちらついてしまう。

　自分でもよくわからない居たたまれない気分が胸の奥で膨ぼう張ちようし、類はとにかく遠宮の手を逃のがれようと身をよじった。

「おい、暴れるな、佐原。ふたりして転げ落ちるだろうが」

　類を抱く腕に力を込めて抗あらがいをやすやすと封ふうじ、遠宮はしっかりとした足つきで階段を上がった。二階へ着いたところで、もうここでいいからと訴えたが、聞き入れてもらえなかった。

「お前、どこの部屋を使ってるんだ？」

「……そこの、東向きの部屋です」

　早く解放してほしい一心で答えると、遠宮は類を抱いたまま器用にドアノブを回して部屋に入った。

「身体が辛いなら、今日は休んでろ」

　そんな言葉とともにベッドの上に下ろされ、類は瞬またたく。

　できることなら今日は休みたい、とは思っていた。けれども、願い出もしないうちに、遠宮のほうから示された妙みような優やさしさは、正直、不気味で、素す直なおに受け取る気にはなれなかった。

「……ありがとうございます。でも、そういうわけにはいきません。先生のお食事の用意もまだですし……」

「飯なら、もう作った」

「え？　作ったって、先生が、ですか？」

「だから、ほかに誰がいる」

　いちいち聞き返すな、とばかりに、遠宮は鼻筋に皺しわを寄せる。

「で、佐原。お前、腹は減ってるか？」

　朝まで激しく抱き合い、泥どろのように半日近く眠ったあとだ。

　問われたことで、また空腹を主張しはじめた胃をシーツの下で押さえ、「はあ」と類は頷うなずく。

「なら、運んできてやるから、服を着て待ってろ。よぼよぼした脚あしで階段から落ちて死なれでもしたら、寝覚めが悪いからな」

　優しいのか、意地が悪いのか、解かい釈しやくに迷う言葉を残し、遠宮は部屋を出ていった。

　どうにも訳がわからず、落ち着かない思いでキャリーケースから取り出した下着と部屋着を纏まとい、シーツを畳たたんでいると、遠宮が湯気の立つ皿を載のせたトレイを持って戻ってきた。

　机に置かれたトレイに並んでいたのは、水差しとグラス、旬しゆん野や菜さいのスープ、そして昨夜、遠宮が文句をつけて食べなかった若わか鶏どりの赤ワイン煮にだった。

　と言っても、もちろん類が作ったものではない。ソースの香りも色つやも、まったく違う。一目で嗅きゆう覚かくと視覚を刺し激げきされ、食欲を大いにそそられるものだ。

「お前の料理は見た目はともかく、大たい抵てい、味つけがなってないが、昨日のは特に酷ひどかったからな。レシピ通りに作れば、こうにしかならないもんだぞ、普ふ通つう」

　一いつ瞬しゆん、新手の嫌がらせだろうかとむっとしかけたけれど、陰いん湿しつさを感じさせる口調ではなかった。どう反応すべきか戸と惑まどい、類は「はあ」と曖あい昧まいな頷きを返す。

　ベッドに腰をかけ、片かた膝ひざを立てた遠宮に、食ってみろと視線で促うながされる。類は椅い子すに座り、「いただきます」と手を合わせ、小さく切り分けた鶏肉を口へ運んだ。

　芳ほう醇じゆんなソースの絡からむ肉は、口に含ふくんだ瞬しゆん間かん、ほろほろと柔やわらかくとけほぐれ、類はその深みのある食感に目を瞠みはった。

　遠宮の料理の腕に驚く胸のうちで、昨夜、部屋の中を見て、実は家事のできる男ではないかと何となくいだいた想像が確信に変わる。同時に、今までの自分の料理への文句を、ただの嫌がらせだと決めつけて腹を立てていたことが、急に恥はずかしくなった。

　レシピを睨にらみながら初めて挑ちよう戦せんしたにしては、まあまあの出来だと自負して出した昨夜の煮に込こみ肉も、遠宮の作ったものと比べれば、ソースも肉も確かに「どろどろ」とこき下ろされても仕方がない。

「……美お味いしいです、すごく」

「そりゃ、そうだろう」

　笑って頷いたあと、遠宮が「そう言えば」と唇くちびるの端はしを吊つり上げた。

「お前、ここへ来た日に、有馬に、家事のプロじゃなくても、俺よりは得意だと断言できるって言ったそうだな」

　聞き慣れない名前に首を傾かしげかけたが、内容から察するに、おそらく初日に会ったあの長ちよう髪はつの不ふ審しん者のことだろう。

「……失言でした。撤てつ回かいします」

　類の敗北宣言に、遠宮は「わかれば、いい」と満足げに笑えんだ。

　今日の遠宮は、やけに親切な上に機き嫌げんがいい。ますます不可解さを募つのらせながら、類はふと、ある可能性に気づく。

　もしかしたら、遠宮は、鬱うつ陶とうしい父親の犬である類と縁えんが切れることを喜んでいるのかもしれない。そして、ふるまってくれたこの料理は、いわば「別れの晩ばん餐さん」なのかもしれない。

　そうならば、遠宮の機嫌が変わらないうちに、昨夜の契けい約やくについて具体的な話を進めておくべきだろう。類は水を飲んで喉のどを潤うるおし、椅子を少し後ろへ引いて、遠宮と向き合った。

「あの、先生。ところで、昨夜していただいたお約束のことですが、お父様の事務所へはいつお戻りになられますか？」

「お前がいつか、俺を満足させられたときだ」

「……は？　……いつか？」

　聞こえてきた言葉を頭の中で何度も反はん芻すうし、類は眉を寄せた。

「どういう、意味ですか？」

「どういうもこういうも、言葉通りそのままだ」

「……それはつまり、昨夜はご満足いただけなかったので、契約を履り行こうされるおつもりはまだない、ということでしょうか？」

「そういうことだ」

　あっさりと肯こう定ていされ、怒いかりと失望の綯ない交ぜになった感情が胸を突つき上がってきた。

　衝しよう動どうに駆かられるままに立ち上がり、類は「そんなの、詐さ欺ぎです！」と叫さけんだ。

「どこがだ。俺は最初から、俺が満足したら、と条件を提示していただろうが。一晩でいい、なんて一言も言ってないぞ」

　類が発した大声に遠宮は動じた様子など微み塵じんも見せず、薄うす笑わらいを浮かべて返す。

「ですが、朝まで、あ……、あんなに、何度も好き勝手にしたじゃないですかっ」

「それはお前の主観だ、佐原。こっちは、好き勝手どころか、お前が初物だってことを考こう慮りよして、何かと手加減をしてやったんだぞ？　おかげで、大して愉たのしめはしなかった」

「そ、それだって、証明する手立てのない主観じゃないですか」

「まあ、確かにな」

　あでやかにたわんだ双そう眸ぼうの中で、類の動どう揺ようをおもしろがるような色が広がって煌きらめく。

「俺の言葉を噓うそだと思うのなら、この取引からさっさと降りればいい。それは、お前の自由だぞ、佐原」

　投げかけられたのは穏おだやかな、しかし推すい薦せん人にんを喉から手が出るほど切実に欲ほつしている類が拒こばめるはずがないと見み抜ぬいている底意地の悪さを宿す声だった。

　毅き然ぜんと撥はねつけることのできない己おのれの無力さを惨みじめに思いながら、類はもう反論する気力もなく項うな垂だれた。







　恋れん愛あい経験が乏とぼしく、性的体験が皆かい無むだった類には、愛のないセックスがどんな感情の変化をもたらすものなのか、よくわからない。ただ、遠宮の中で類への警けい戒かい心しんが解けたことは確かだ。

　抱き合うようになってから、それまでは出入り禁止だった遠宮の寝しん室しつと隣となりのアトリエも日々の掃そう除じの範はん囲いに加わったのだから。

　元は喫きつ煙えん室として作られたという円えん筒とう形の形をしたアトリエにずらりと並ぶ棚たなには、色々なものが収められている。画集や美術書、細々とした画材。そして、沢たく山さんのキャンバス。

　どれがどれなのか、絵心のまったくない類には区別がつかないが、キャンバスの絵はすべて遠宮が描かいたのではなく、遠宮の母親の作品も多く含まれているそうだ。

　ずいぶん前に亡なくなった遠宮の母親は、童話の挿さし絵えなども手がけていた画家だったという。旧きゆう姓せいの来くる[image: ]すともえという名で活動していたその母親の影えい響きようで、遠宮も余よ暇かに絵を描くようになったらしい。

　埃取り用のハンドモップを動かす手を止め、類は何気なく一冊のスケッチブックを取り出した。ぱらぱらとめくってみたページには、外国の街並みが描かれていた。

　蔦つたが絡まる石橋や、凝こった意い匠しようの看板を下げた小さな店。噴ふん水すいの縁に前まえ脚あしを掛かけて伸のび上がり、水面をのぞきこむ犬。おそらく留学時代に描いたのだろうそれらは、静せい謐ひつで優しく、ほのかに幻げん想そう的な雰ふん囲い気きを漂ただよわせる風景画だった。

　もうすぐ五十になるのに未いまだに少女趣しゆ味みが抜ぬけない母親がとても気に入りそうな絵だと思いながら眺ながめていたとき、ふとある古い記き憶おくがうっすらと蘇よみがえった。

　類は昔、絵のモデルをしたことがある。

　確か、小学校に上がるか、上がらないかの頃ころだ。母親がファンだった画家の展覧会へ連れていかれたとき、その画家に女の子と間ま違ちがわれてモデルにスカウトされた。

　画家の名前や顔は忘れてしまったが、上品で優やさしげな女性だったことは何となく覚えている。母親と一いつ緒しよに画家のアトリエへ招かれたのは、初夏のよく晴れた日だった。外国のお伽とぎ噺ばなしに出てくる花はな園ぞののような美しい庭で、類は花飾かざりつきのカツラだかウィッグだかをつけられ、妖よう精せいをイメージしたとかいうひらひらしたアイスグリーンの薄うす布の衣装を着せられた。

『じっとしていたら、ご褒ほう美びに好きなおもちゃを買ってあげるわよ』

　そう言われたこともあったが、母親や、キャンバスに向かう画家から、可愛かわいい、可愛いと褒ほめそやされ、類自身もまんざらではなく女の子めいたポーズを決めていた気がする。

　できれば忘れたままでいたかった、おもちゃに釣つられた恥ずかしい過去に苦笑いをもらした背後で、「おい、佐原」と遠宮の声がした。

「勝手に見るな」

　怒っているふうでも、照れているふうでもない声で言ったあと、遠宮は浅黄色の袖そでをひらめかせて類の手から取り上げたスケッチブックを棚にしまった。

「勝手に、でなければ、見ていいんですか？」

　もう少し見せてほしかったのでそう問うと、遠宮が「駄だ目めだ」と即そく答とうする。

「でも、絵って人に見せるために描くものでしょう？」

「そんなものは、描く人間によってそれぞれだ。俺は、自分の気に入ったものを、自分のためにだけ描いてるんだ」

　遠宮は類の首筋を撫なで上げて言い、指先で髪かみの毛を搦からめとってもてあそぶ。

　このところの遠宮は、いつも類に甘く触ふれてくる。ただの契約関係のはずなのに、こんなふうにまるで恋こい人びとでも扱あつかうかのように優しくされると、恋愛経験がないに等しい類はどう反応すればいいか困こん惑わくしてしまい、どうにも落ち着かなくなる。

　いっそ、一方的な快楽を得るためのただの道具として扱ってくれればいいのに。そうすれば、妙みような戸惑いを覚えずにすむのに。

「……もったいないと思いますけど。せっかく、いい絵なのに」

「下へ手たなゴマをすっても、親おや父じのところへは戻ったりはしないぞ？」

「べつに、ゴマすりじゃありません」

　以前こっそりアトリエをのぞき、遠宮に絵を描く趣味があると知ったときには、似合わないと類はつい笑った。だが、遠宮の描く絵が玄人くろうとはだしのものだとわかると、どうせ生活のために仕事をする必要がないのなら、弁護士を辞やめて画家になればいいのにと思った。

　多少の嫌いや味みも入っているものの、それは、遠宮の絵を本心からいい絵だと感じたからだ。

　間近に迫せまってくる美び貌ぼうから顔を逸そらし、類は細くため息をつく。

「最近は、しても無む駄だだとわかっていることをする気力も体力も湧わきませんので」

　そうか、と淡あわく笑んで、遠宮は類の頤おとがいを掬すくい、唇くちびるを重ねるだけの戯たわむれのキスを落とす。

　すっかり抱かれ慣れ、敏びん感かんになってしまった身体からだが妙な反応を示さないように、類は両手を握にぎって、息を詰つめる。

「……あ、の、先生。それより、何か、ご用でしたか？」

　一昨日おとといのように、またここで裸はだかに剝むかれ、恥はずかしい格好で延々と喘あえがされる羽目になっては困る。

　唇が離はなれた隙すきに、さり気なく横へ逃げた類を、遠宮は捕とらえたりはしなかった。

　どうやら、突とつ然ぜんの発情をして、類を押し倒たおしに来たというわけではなさそうだ。もうすぐ昼食の準備にとりかかる時間なので、献こん立だての注文だろうかと予想すると、半分当たった。

「ああ。今日の昼は、美う味まい肉が食いたくなった。外へ出るから、お前も来い」

　特に拒みたくなるようなことではなかったし、たとえそうだったとしても類に拒きよ否ひ権はない。

　わかりました、と類はすぐに頷うなずく。

「ドレスコードのあるお店ですか？」

「いや。出す肉はなかなかだが、定食屋に毛が生えたようなところだからな。そのままでも、かまわないぞ」

　類のＴシャツとジーンズの上下を見やって、遠宮は言う。

「それは、ちょっと。朝からかなり動いたので、汚よごれて、汗あせ臭くさいですし」

「俺は、お前の匂におい、嫌きらいじゃないが」

　本気とも冗じよう談だんとも取れない表情の遠宮に、類は引き攣り気味の愛あい想そ笑いを無言で返した。

　──満足するまでセックスの相手をすれば、父親の事務所に戻る。

　約一週間前に遠宮が改めて提示した条件を飲んだあと、類は遠宮と毎日、肌はだを合わせるようになった。夜だけでなく、時間も場所も関係なく。

　まるで安っぽいアダルトビデオの濡ぬれ場のように、台所で立ったまま抱かれたり、昼間のリビングのソファで背後から貫つらぬかれたりしたことも、一度や二度ではない。

　恋人でもない男に毎日身体をもてあそばれるのは、屈くつ辱じよくだ。それでも、ここを逃げだす気になれないのは、もちろん推薦人を得るためだ。

　しかし、認めたくはないけれど、理由はそれだけではない。

　遠宮の、類に対する態度が変わったせいだ。

　初めて抱き合って以降、遠宮はずいぶんと穏やかになった。初体験を終えた類の身体を何かと気き遣づかってくれた遠宮の不気味な優しさは、一時の気まぐれではなかったようで、当初のような嫌いやがらせを一いつ切さいしなくなった上に、時々は家事を手伝ってくれたり、類を外食へ誘さそったりもする。どういう心境の変化なのか、いまいち理解できないが、とにかくこの家は、類にとってあまり居い心ごこ地ちの悪い空間というわけではなくなってしまった。

　納なつ得とくずくの取引とは言え、遠宮に脚あしを開く毎日を情けなく感じる一方で、そんな生活に慣れはじめている自分に、類は戸と惑まどった。

　性の悦よろこびを何も知らなかった身体は、あらゆる手段で教えこまれる強きよう烈れつな快感を貪どん欲よくに吸収し、類の葛かつ藤とうをよそに、何か別のものへ変わっていこうとしている。そして時には、身体に引きずられて気持ちまでもが流されそうになる。貴公子のように精せい悍かんで美しい男に、身体が蕩とろけそうな悦えつ楽らくと、肌がざわめく優しさばかりを与あたえられ続けていると、心がどうにかなってしまいそうで怖こわい。

　それに、いつまで抱かれ続ければいいのか、遠宮は本当にいつか約束を守ってくれるのか、不安に感じる。姑こ息そくな取引をしてしまったことで、自分を信しん頼らいしてくれている遠宮の父親への後ろめたさも膨ふくらんだ。

　けれども、類はどうしても推すい薦せん人にんがほしい。情けなくても、不安でも、後ろめたくても、遠宮を悦ばせる努力をしつつ、「いつか」が一日でも早く来るよう祈いのるしかなかった。







　食事をすませて帰ってきたあと、類は掃除の続きをし、少し日が落ちてからジャスミンに水やりをするために中庭へ出た。

　外出着からまた着流しに戻った遠宮は、木こ陰かげのテラスで木製の椅い子すに座り、コーヒーを片手に本を読んでいる。とびきりの肉を奢おごられ、心が懐かい柔じゆうされ気味のせいか、明るいうちから優ゆう雅がにくつろぐ姿を見ても今日はあまり気にならなかった。

「先生。やっぱり、この庭は業者の人に頼たのんだほうがよくないですか？」

　インターネットで調べてみると、ジャスミンにはいくつもの種類があり、この中庭には数種類が混在しているようだった。しかし、庭いじりはまったくの素人しろうとである類には、はっきりとした区別がつけられなかった。

　植物も立派な生きものだ。間違った手入れをして、枯からしたり、来年、花がつかなくなったりしたらどうしようと躊ちゆう躇ちよし、結局、雑草を抜くぐらいのことしかできなかった。

「頼まなくていい」

　本のページをめくり、遠宮は短く答えた。

「でも、蔓つるが伸のび放題でぼさぼさですし、支柱やトレリスを使って、樹形を整えたほうがいいんじゃないでしょうか。私には、そういうことはちょっと無理ですし……。ネットで、ジャスミンが植えられている庭をいくつか見ましたけど、こんなふうにジャングルっぽくなくて、すごく綺き麗れいでしたよ。ジャスミンでアーチを作ったりして」

「ああいうのは、有ゆう閑かんマダムが人に見せびらかして自じ慢まんするために、必要以上の飾り立てに心血をそそいでるもんだからな」

　遠宮はそう言って、鼻を鳴らす。

「ここは俺がひとりで見る庭だから、自然に任せておけばそれでいい」

　わかりました、と苦笑混じりに頷き、類は庭を見渡す。

　そこここで美しく咲さき誇ほこる、小さな白い花。一面に漂ただよう、ほんのりと甘く、爽さわやかな香かおり。この庭はまるで、ジャスミンに埋うずもれているようだ。

「それにしても、先生のお祖じ父い様は、よほどジャスミンがお好きだったんですか？」

　水場のホースを手に取り、何気なく問うと、「いや」と返ってくる。

「じゃあ、この庭はどうしてこんなにジャスミンだらけなんですか？」

「俺が植えたから」

　本から目を離さないまま、遠宮は静かに声を放つ。

　ここへ来たときの屋や敷しきの惨さん状じようから、類は最初、遠宮を名家の御おん曹ぞう司しのわりに、優雅さとはほど遠い粗そ雑ざつな男だと思った。だから、絵を描かく趣しゆ味みがあると知ったときも驚おどろいたけれど、こんな可か憐れんな花を愛めでる心を持っているのもとても意外に感じられた。

　庭中をここまでジャスミンまみれにしているのだから、相当気に入っているに違いないが、一体、何がきっかけでこの花を好きになったのだろうか。

　訊きいてみようとして、類は寸前でやめた。自分に課せられた仕事の範はん囲いを逸いつ脱だつして、遠宮という男に興味を覚えている気がして狼狽うろたえたのだ。

　類は首を小さく振って、頭の奥に湧いた妙な気持ちを振り払い、ホースを蛇じや口ぐちに接続する。この家は、庭のちょっとした設備のデザインまで凝こりに凝っていて、水場のホース専用蛇口は手に馴な染じむ鉄製の鳥を模した形になっていた。

　移動しながら水を撒まいているうちに、つい細くため息がもれた。

　この一週間で二度ほど、遠宮は弁護士バッジをつけて外出をしたことがあったが、それ以外は仕事をしている様子はなかった。

　遠宮は毎日、何時間かは部屋にこもるので、以前はもしかしたらその間に仕事をしているのかもしれない、と想像したこともあったけれど、数日前にのぞいてみると絵を描いていた。

　掃そう除じをしながら観察してみた部屋のデスクスペースも、手が届く範囲に六法全書があるわけでもなく、執しつ務むスペースというふうではなかった。

　そもそも、看板も出していなければ、依い頼らい人もひとりとして来ない。やはり、どう好意的に見ても、この家は法律事務所として機能していないようだった。

　せっかく趣おもむきのあるいい家なのだ。登録をしているのだし、遊ばせておかずに、ちゃんと事務所として使えばいいのに、と類はひどくもったいなく感じた。ひと月近くの間、毎日掃除をしている家に対し、気がつけば愛着めいたものをいだいていたので、なおさら強くそう思う。

　無事、弁護士に転身できても、どうせ雇やとってくれるところを見つけられないだろうから独立開業するつもりだが、経営が軌き道どうに乗るまで軒のき先さきを貸してほしいぐらいだ。

　ぼんやりとそんなことを考えながら水をやり終え、巻いたホースをアイアンハンガーに掛かけていたとき、ふと強い視線を感じた。

　振り向くと、目の合った遠宮が本を閉じてテーブルに置き、「ちょっと来い」と指を動かす。

　コーヒーがなくなったのだろうか、と思いつつ遠宮のもとへ行くと、いきなり腰こしを抱き寄よせられた。

「な、何ですか？」

「外では、まだやったこと、なかったな」

　いつの間にか、遠宮は発情していたようだ。

　濃こい色いろ香かを湛たたえた目をたわめて笑えんだ遠宮の右手が、類のＴシャツの裾すそからするりと中へ潜もぐりこんでくる。薄うすい脇わき腹ばらを優やさしく撫なで、胸へと這はい上ってくる掌てのひらの感かん触しよくに、背がざっと粟あわ立だつ。

「じょ、冗談はやめてください、こんな場所でっ」

「こんな場所だから、いいんじゃないか」

　逃のがれようと身をよじったけれど、一いつ瞬しゆんで疼うずきを灯ともしてしまった腰に力が入らなかった。

　ろくに抗あらがえないまま、乳ち首くびをきゅっと摘つままれる。指の腹の間に挟はさまれ、くりくりと揉もみ転がされて、眦まなじりにじわりと熱がにじむ。

「──あっ、先生っ。ここでは、いや、です……っ」

　嫌だと訴うつたえて眉まゆをひそめたのに、乳首は遠宮の指の間でさらなる愛あい撫ぶを誘うように硬かたく芯しんを持って勃たち上がった。

　弾だん力りよくを増した肉の粒つぶを強く押しつぶされ、爪つま先さきでこりこりとひっかかれると腰が揺ゆれ、あからさまに湿しめった吐と息いきがもれた。

「……ぁ、ん」

　覚えたばかりの快感に貪どん婪らんな身体からだが、片方だけでなく両方の胸を弄ってほしいと震ふるえ出す。

　咄とつ嗟さに遠宮の肩の向こうの椅子の背を摑つかんで寄りかかると、ぎしりとかすかに軋きしむ音がした。妙みように淫いん靡びな響ひびきに思え、全身の肌はだがざわめく。

「せん、せ……っ。遠宮先生っ。お願い、ですから、中へ……っ」

「なら、俺を名前で呼んでみろ、佐原」

　つんと尖とがり勃つ乳首を捏こねながら、遠宮が命じる。

「あっ……。な、名前……？」

「そうだ。遠宮、遠宮と呼ばれると、親おや父じのことを呼ばれてるみたいで、腹が立つ」

　少し不ふ機き嫌げんそうに言った遠宮に、乳首を根元から押し上げられ、「ほら。俺の名前、呼んでみろよ」と催さい促そくされる。

「……んっ。ま……」

　わななく唇くちびるをおずおずと開き、「眞史先生」と声を落とそうとした寸前だった。

「眞史、邪じや魔まするぞ。急用だ」

　唐とう突とつに遠宮の部屋の掃き出し窓から、見覚えのある長ちよう髪はつの男が身を乗り出した。

　ここに来た日に絡からまれた、有馬とかいう名前のあの男だ。

　身体を火ほ照てらせていた熱が、一瞬で凍こおりつく。類は遠宮の手を振り払うようにして飛び退のき、硬こう直ちよくした。

「ったく、何だ、有馬。用があるなら、電話しろって言っただろ」

　立ち上がった遠宮が、窓辺へ大おお股またで歩いてゆく。

「ちょうどここの近くを通りかかったときに、急な連れん絡らくが入ったからな。直接迎むかえに来たほうが早いと思って」

　有馬のいる位置からは、遠宮と類が何をしていたか、はっきり見えたはずだ。なのに、有馬は驚いた様子などまるでなく、近づいてきた遠宮に何事かを囁ささやく。

　どんな反応をしていいかわからず、俯うつむき加か減げんに固まっていた類の耳にも、「ハーブ」、「クスリ」といった単語が漏もれ聞こえてきた。

　反射的に顔を撥はね上げると、表情を険しくしていた遠宮と視線が絡まる。

「佐原、出かけてくる。遅おそくなるだろうから、今晩の食事はいい。俺の帰りも待たなくていいから、適当な時間に休め」

「……どちらへ、行かれるのですか、先生」

「お前は知らなくていい」

　低い声で告げ、遠宮はそのまま掃き出し窓から部屋の中へ入った。入れ替かわりに、有馬がひょいと顔を出す。

「邪魔しちゃって、悪いねー」

　小こ馬ば鹿かにしたように手をひらひらと振られ、類が眉を寄せた直後、「よけいなことを言うな」と遠宮が有馬の腕を引き、窓を乱暴に閉めた。

　閉とざされた窓を、類は戸と惑まどいを抱かかえて見やる。

　履り行こうされるかどうか、遠宮の胸ひとつで決まる契けい約やくを交かわしてから、類は遠宮の機き嫌げんを損そこねることはしないように心がけている。眞治から「必ずそうしろ」ではなく、「できれば」と言われたことを自身への言い訳にして、遠宮の私生活への口出しもしなくなった。

　ただ、十日ごとに遠宮の様子を報告しなければならないので、外出する気配を察知した際には、形だけでも行き先を尋たずねないわけにはいかなかった。

　最近、遠宮が外出したのは二回だけだ。関係ない、と睨にらまれればそれで引っ込むつもりだったけれど、どちらも「顧こ問もん先との会食だ」と答えが返ってきた。会食の相手や場所も特に面めん倒どう臭くさがるふうもなく、ちゃんと教えてくれた。

　なのに、今日は違う。勝手に家に上がられても咎とがめもしないほど心を許しているらしいあの怪あやしげな男と、一体どこへ行って、何をするつもりなのだろうか。

　キャバクラに繰くりだすと言われても止める気はないが、そんな様子に見えない。それに、聞き違いでなければ、有馬は「ハーブ」、「クスリ」という言葉を発していた。

　今日も派手なスーツを纏まとい、胡う散さん臭くささを垂れ流している有馬はひょっとしたら本物の暴力団関係者で、「ハーブ」は脱だつ法ぽうハーブ、「クスリ」は違い法ほう薬物のことかもしれない。──だから、今日は行き先を教えないのだろうか。

　どうしよう、と類は逡しゆん巡じゆんしたが、もし本当にそうならば、遠宮の機嫌を気にしている場合ではないと理性が告げた。

　今は男だん娼しようまがいの家政夫をしていても、まだ自分は法ほう曹そう界の一員だ。そんな矜きよう持じと、法曹としての倫りん理り観が、推すい薦せん人にんを得るために見て見ぬ振りをすればいいという利己心をわずかに上回ったのだ。

　テラスから中へ入り、遠宮の部屋へ向かう。しかし、一歩遅かった。類が迷っている間に遠宮はスーツに着替えてしまっていて、有馬とふたりで玄げん関かんを急ぎ足に出て行く姿が見えた。

　ふたりは、庭先に停とまっていた有馬の車に乗りこんだ。慌あわてて後を追ったが、車はすぐに走り去った。

　隠かくされたことで、疑念が胸の中で大きく膨ふくらむ。類は、遠宮の部屋へ駆かけこんだ。疚やましさを覚えつつ、遠宮の机を漁あさり、ふたりの行き先の手がかりになるものを探した。しかし、何も見つけられなかった。調べる範はん囲いをほかの部屋へ広げてみたけれど、結果は同じだった。

　二時間以上、捜そう索さくを続けても糸口は摑めず、諦あきらめの気持ちが濃くなる。もうこれで最後にするつもりで再び遠宮の部屋に入り、何気なく手に取った本から一枚の色いろ褪あせたメモが出てきた。

　そこには「有馬　二十時、はなるり」という文字が並んでいた。時間が添え書きされているところを見ると、「はなるり」は店名のようだ。念のためにインターネットで検けん索さくしてみて、都内の割烹かつぽうだとわかった。

　最近のメモではなさそうなので、あまり期待はしていなかったが、ふたりの後を追う大きなヒントを得られた。若い層をターゲットにしているらしい小こ洒落じやれた雰ふん囲い気きのホームページの店てん舗ぽ案内に、「代表者　有馬武たける」と記されていたのだ。







「いらっしゃいませ」

　スーツに着替えて乗りこんだ「はなるり」は、ホームページから受けた印象通り、若い女性客を中心に賑にぎわっており、その店内にきな臭くささなどまったくなかった。

　明るい笑顔で案内に出てきた三十絡がらみの女の店員に、類は拍ひよう子し抜ぬけした思いで「有馬さんはいらっしゃいますか」と慎しん重ちように尋ねた。

「オーナーでしたら、今日は八丁目の『ゆずりは』のほうに出ておりますが」

　見た目で、類を仕事の関係者とでも勘かん違ちがいしたのだろう。

　素す性じようを確かめもせず、質問に何でも答えてくれた女によると、有馬はこの界かい隈わいで、高級クラブや割烹、洋風居酒屋、薬やく膳ぜんカフェなど多数の飲食店を経営している実業家らしい。

　一見したところ、「はなるり」は健全な店としか思えないが、有馬は青年実業家の仮面を被かぶった暴力団関係者なのだろうか。

　訝いぶかりながら、類は女に教えられた「ゆずりは」というクラブへ向かった。

　もうすっかり日は暮れている。繁はん華か街がいの人ひと混ごみの中を十分ほど歩いて辿たどりついたその店の重じゆう厚こうな外観を目にし、類は思わず足が竦すくんだ。

　先ほどの「はなるり」とは違い、ちょっと様子を探さぐりに、と気軽に入れるような雰ふん囲い気きではなかったのだ。「はなるり」では飲食することなく、簡単に話が聞けたが、こちらの店ではそんな幸運にはありつけない気がする。

　手持ちの資金の心配をして、入店を躊躇ためらっていた類の背後でふいに扉とびらが開く。「ゆずりは」の、路地を挟んだ隣となりのバーから出てきた蝶ちようネクタイ姿の店員が、「お客さん、ケータイ忘れてますよ！」と特とく徴ちよう的な深みを帯びた声を発し、路上で立ち止まった男に携けい帯たい電話を渡していた。

　聞き覚えがある気がして、声の主を見やった類は、驚おどろいて目を瞠みはる。蝶ネクタイの男も類に気づき、「あぁ！」と叫さけんだ。

「類じゃねぇか！　すげぇ偶ぐう然ぜん。てか、久しぶりだなあ、おい」

　踵きびすを返して走り寄ってきて、類の肩を肉厚の手で何度も叩たたいたのは、小学校から高校までずっとクラスメイトだった奥おく田だ大だい介すけだった。七年ほど前の、大介の父親の葬そう儀ぎ以来だが、久しぶりでも幼おさな馴な染じみの顔はすぐにわかった。

「相変わらず、女なら嫁よめにもらいたくなる別べつ嬪ぴんだなあ、類」

「お前も、相変わらず、いい声だな。もう、主役が張れるくらいにはなったのか？」

　高校卒業後に大介が都内の劇団に入ってからは、なかなか会う機会もなくなっていた。

　ここへ来た目的をつかの間忘れ、類は予期せぬ再会を喜ぶ。

「近々、そうなる予定だ」

　おどけた口調で答えたあと、大介はなぜか少し歯切れ悪く続けた。

「あのさあ、類。今、ちょっと時間あるか？　十分……、ああ、いや、十五分」

　そのくらいならかまわないと思い、類は頷うなずく。すると、大介がバーの扉を開けて「十五分、裏で休きゆう憩けいします」と誰だれかに告げ、類を横の路地へと引っ張りこんだ。

「この前、お袋ふくろがお前んとこのおばさんに聞いたらしいんだけど、お前、最近、検察辞やめたんだってな？　今、弁護士してるのか？」

　官舎を引き払はらい、荷物を預けに神か奈な川がわの実家へ戻った際、類は心しん配ぱい性しようの両親には、検察を辞めた理由を「弁護士になるためだ」とごまかしていた。それをどこかで耳にしたのだろう。

　大介は昔から少しばかり口が軽い。真実を話すのは躊躇われたし、できれば隠しておきたいという見み栄えも働いた。どんな言葉を選べば一番無難なものになるか、目を泳がせて迷った類の答えを待たず、大介はいきなり「頼たのむ、助けてくれ！」と手を合わせた。

「俺、今、チンピラっぽい男に、すげえしつこく恐きよう喝かつされててさ。マジで困ってんだよ」

　聞くと、大介は三ヵ月ほど前、バイト先のレストランへ客として訪おとずれた西にし岡おか紗さ英えという名のキャバクラ嬢じようと知り合って恋こい人びと関係になり、ほどなく結ばれた。

　しかし、その翌日、紗英の恋人を名乗る男が現れ、「紗英は、ただの友人だと思っていた大介に暴行され、大きなショックを受けている。男に恐きよう怖ふ感かんを持ち、キャバクラも辞めなければならなくなった。ただ、デリケートなことなので、警察沙ざ汰たにはしない。その代わりに、慰い謝しや料りようを払え」と二百万円を要求したのだそうだ。

「とりあえず、貯金から、出せるぶんだけの三十万を払ったんだけど……」

「え、払ったのか？　それ、もしかしなくても、美つつ人もた局せじゃないのか？」

　思わず声を高くした類に、「たぶん」と大介は悔くやしさを滲にじませる表情を向ける。

「でも、俺はつき合ってるつもりだったけど、誰にも彼女を紹しよう介かいしてなくて、それを証明できないし、ネットの法律相談のサイトで、こういうことで訴うつたえられたら、男の側の言い分ってほとんど聞いてもらえないから、示談にできるんならそれが一番いいって言われたんだよ」

　大介は、大きなため息を落とす。

「それに、払わなきゃ、劇団うちの団長か、実家の親に話をつけにいく、って脅おどされてさ。無実の証明のしようがないこんなこと、団長にもお袋にも絶対に知られたくなかった。下へ手たすりゃ劇団はクビだし、心臓の悪いお袋は参っちまう。だから、払うしかなかった。だけど、あの男、たった三十万じゃ全然足りないって、しょっちゅうアパートへ押しかけて来るんだよ」

　払えと求められたときにいくらかでも金を渡すため、大介は稽けい古この時間を削けずり、複数のアルバイトを掛かけ持ちしているそうだ。このバーも、先月から働きはじめたばかりだという。

「向こうの要求額を払うまで、こんな生活が続くのかと思ったら、もうたまんなくてさ。かと言って、警察に駆けこんだら、藪やぶ蛇へびで逮たい捕ほされちまうかもしれないし、弁護士を頼たよる金もないんだ。だから、頼む、類。助けてくれ」

　大した礼はできないけど、と大介は縋すがる眼まな差ざしで類を見つめた。

　大介は、過去にたったひとりいた恋人に振ふられたとき、慰なぐさめ、勇気づけてくれた数少ない友人だ。だから、類は大介に大きな恩義がある。それに、セクハラの濡ぬれ衣ぎぬを着せられて職を失った類には、大介の辛つらさがよくわかる。今の類は弁護士ではないが、できることは沢たく山さんある。何とかしてやりたいと思わずにはいられなかった。

　そして、引き受けるからには、まだ弁護士として登録をしていないことを曖あい昧まいにはしておけない。弁護士ではない者が、たとえそれが金銭以外のものであれ、報ほう酬しゆうを目的にして弁護士活動を行えば、弁護士法に違い反はんする「非弁行こう為い」となるからだ。類は、そうした事情を簡単に説明した。

「えーと、じゃあ、つまりお前はまだ開業準備中で、弁護士じゃないってことか？」

「ああ。それでもよければ、協力させてくれ。代わりに、報酬は、今言ったように、缶かんコーヒー一本も受け取らない」

　そう応じた直後、「恩に着るぜ、類！」と破顔した大介にきつく抱きしめられた。

「──お、おい、大介。やめろって」

　人目が気になったのもあったが、このところは、ほんの少しの接せつ触しよくで身体からだが熱を帯びてしまうことがある。だから、一いつ瞬しゆん、動どう揺ようして身を固くしたけれど、性的意図のまったくない大介の抱ほう擁ようは、ただ肺が圧あつ迫ぱくされて苦しいだけだった。

「あ、悪い、悪い。つい、嬉うれしすぎて、興奮しちまった」

　大介と顔を見合わせて笑い、連れん絡らく先を交こう換かんしていたとき、ふとある考えが湧わく。

　先ほどの割烹で、有馬はこの界隈では有名な実業家だと聞いた。その有馬の店の隣で働いているのだから、大介は何か情報を持っているかもしれない。

「なあ、大介。ちょっと訊ききたいことがあるんだが。隣のクラブの『ゆずりは』、あそこのオーナーの有馬って男のこと、知ってるか？」

　類は、ついでに遠宮のことも人相を伝えてつけ加え、尋たずねてみた。

　大介はこのバーで働き始めてまだ日が浅いようなので、あまり期待はしていなかったが、「ああ、ふたりとも知ってるぜ」とあっさりと返ってきた。

「まあ、つっても、話したことなんてないから、有馬さんは店を何軒けんも持ってる金持ちだ、とか、遠宮先生の周りには常に女が群がってる、とか、ここらの飲食店関係者なら誰でも知ってるようなことだけどな」

　答えて肩を竦めた大介に、類は幼馴染みの気安さから、「じゃあ、有馬が暴力団と繫つながりがあるかどうか、知ってるか？」と直ちよく截せつな問いをぶつけた。

「は？　有馬さんが暴力団と？」

　大介は濃こい眉まゆを撥はね上げて、目を丸くした。

「何の冗じよう談だんだよ、それ。まあ、見た目はうちの劇団にほしいくらいインパクトあるけど、中身は潔けつ癖ぺきっつうか、清せい廉れんって言葉がぴったりの人だぜ、有馬さんって。まだ若いのに、街の浄じよう化か運動のリーダー格でさ、先頭に立ってこの街からヤクザを追い出して、警察から表ひよう彰しようとかもされてるし」

「……本当か？」

「噓うそついて、俺に何の得があるんだよ」

「……じゃあ、有馬と遠宮先生の関係は？」

　友達だろ、と大介は即そく答とうする。

「遠宮先生に世話になってる店も結構あるから、この街の人間は皆、遠宮先生のことは『先生』って呼んでるのに、有馬さんだけ名前で呼んでるし。それに、ここ最近は見かけなかったけど、ちょっと前まではいつもつるんでたからな、あのふたり」

　俄にわかには信じがたいが、警察が暴力団関係者を表彰するはずがないので、有馬は大介が話した通りの人物なのだろう。見た目の怪あやしさから、すっかりそうに違いないと思いこんでしまっていたが、どうやら有馬は犯罪とは縁えん遠どおい人間だったようだ。

　ならば、有馬が遠宮に耳打ちしていた「ハーブ」や「クスリ」などの言葉は、聞き違いだったのだろうか。あるいは、言葉通りの意味で、有馬の経営する薬やく膳ぜんカフェかどこかで何かの問題が生じ、遠宮に相談しに来たのかもしれない。

　だが、それならどうして、遠宮はそう言ってくれなかったのか、と類は眉を寄せた。有馬に急せかされ、単に話す時間がなかっただけなのだろうか。

　疑いは晴れたはずなのに、胸には奇き妙みような靄もやが重く広がってゆく。

「……そう、か」

「てか、何で、有馬さんと遠宮先生のこと、調べてんだ？」

「今、ちょっとした縁えんで、遠宮先生の事務所に置いてもらってて、弁護士登録するまでの間のつなぎの仕事として雑用係みたいなことをやってるんだ。それで、事務所にちょくちょく出入りしてる有馬……さんが、あんな外見だし、ひょっとしたら、俺はヤバいことに関かかわってるところで働いてるんじゃないかって気になって」

　自分だけ質問に答えないわけにもいかないので、状じよう況きようを少しごまかして伝えた類に、大介は「あー、なるほどな」と頷く。

「けどさ、そういうことなら、安心しろよ。有馬さんはべつにヤバい人じゃないからさ」

　大介が明るく断言したとき、すぐ脇わきでバーの通用口が開いた。

「あ、いたいた、奥田さん。マスターがいつまで休憩してるんだってぷりぷりしてますよ」

　扉とびらの向こうから手招きをする同じ蝶ちようネクタイ姿の女に、大介は「すぐ戻る」と慌あわてて返す。

「じゃあ、類。とにかく、あとでまた、ケータイに連絡するから」

　ああ、と笑えんだ類の肩かたを、大介が強く抱く。

「ほんと、頼りにしてるぞ、類。礼は溢あふれる感謝と愛情だけだけど、手ぇ抜ぬかないで全力で助けてくれよな」

　協力を約束したことで、大介は心に余よ裕ゆうが生まれたようだ。

　冗談混じりの懇こん願がんとともに、ざらざらした顎あごを頰ほおに擦こすりつけてくる。さらには、バーへ戻る間ま際ぎわ、肩越ごしに振り向き、「愛してるぞ、類」とウィンクまで投げてきた。

　苦く笑しようを返して大介を見送り、とりあえずは正体が判明した有馬の身辺調査をこのまま続けるべきか否いなか迷いつつ「ゆずりは」へ視線をやった類は、ぎょっとして息を吞のんだ。

　いつからそこにいたのか、店の扉口に遠宮と有馬が並んで立ち、類を見ていた。遠宮は無表情だった。だが、その隣となりの有馬はなぜか、にやにやとした薄うす笑わらいを浮かべていた。　>>>♥

「ねえ、佐原君。今の」

「お前は黙だまってろ、有馬」

　馴なれ馴れしく類の名を呼んだ有馬の浮ふ薄はくな声を、遠宮が冷ややかに遮さえぎる。

「そういうつれないこと、言わなくてもいいだろう、眞史」

　有馬は笑いながら遠宮の広い肩に手を回すと、何かをこそこそと耳打ちした。

　必要以上に密着し、身体を寄せる有馬に、遠宮は「駄だ目めに決まってるだろうが」と鋭するどく吐はいて、絡からみつく腕を払はらった。

「はいはい、わかったよ。そんなに睨にらむなって。もう退散するから」

　遠宮の険のある物言いを、有馬は気にしたふうもない。ふわりと微笑を浮かべ、「と、悪い。俺、今、お前のネクタイ曲げたな」と遠宮の首もとへ手を伸のばす。

　ふたりの頭上から柔やわらかな光を放つ照明のせいか、遠宮のネクタイを直す白い指が、やけになまめかしく見えた。類よりも背の高い有馬の身体も、遠宮と寄り添そうように並んで立っていいると、何だか華きや奢しやに映る。

　ふとそんなことを思った類をちらりと一いち瞥べつし、有馬は店の中へ入っていった。

「佐原、来い」

　犬でも呼びつけるような居い丈たけ高だかな口調を発した遠宮と、有馬の消えた扉を、類はその場に立ったまま交こう互ごに見やった。

　顧こ問もん弁護士と事業主という関係性も持っているのかもしれないが、それ以前に遠宮と有馬が親密な友人同士なのは間ま違ちがいないだろう。しかし、ふたりの間に流れる空気は単なる友情というには濃のう厚こうすぎるようにも感じられた。

　考えてみれば、有馬は遠宮と類の同性愛行為を目もく撃げきしてもまったく動じずに、当たり前の光景のように受け流していた。

　あれは、有馬が遠宮の性せい癖へきを知っているからなのではないだろうか。──もしかしたら、自分の身をもって。

　そんな可能性が、ふいに脳のう裏りをかすめる。

　今も性的な関係が続いているのかどうか、類には知るよしもないし、そうだとしてもべつに何の問題があるわけでもない。類にとって、遠宮はただの契けい約やく相手なのだから。

　それでも、遠宮との関係を見せつけ、まるで挑ちよう発はつしてくるような有馬の態度に、腹が立った。そして、何も話してくれない遠宮にも。

　遠宮の下半身がどれだけ乱れていようと、今いま更さら驚おどろきはしないし、口出しをするつもりもない。今晩の外出の理由を、一言説明してくれていれば、よけいな気を揉もんだりせずに、今いま頃ごろはのんびり風ふ呂ろにでも入っていたのに、とんだくたびれ損だ。

　そんな不ふ愉ゆ快かいさがこみ上げてきて、眉をひそめた類の前へ、遠宮も苛いら立だたしげな顔をして歩み寄ってきた。

「佐原、さっさと来い。帰るぞ」

　返事をする暇ひまもなく乱暴に腕を引かれ、類は遠宮が停とめたタクシーに押しこまれた。







　運転手に家の住所を告げたあと、遠宮は一言も口をきかなかった。

　類も最初は、何に対してなのか自分でもよくわからない苛立ちに憤ふん然ぜんとしていたが、時間が経たつにつれ、気分がどんよりと沈しずんできた。

　冷静になって思考を働かせてみると、非があるのは明らかに、勝手な勘かん違ちがいをした類のほうだ。こっそり跡をつけられれば、誰だれでも怒って当然だ。遠宮が契約の破は棄きを言い出したらどうしよう、と焦あせりが膨ふくらみ、鋭い怒ど気きを感じる肌はだにひやりとした冷たさが広がる。

　情けないが、家に帰ったら一番に、「先生のことが心配になったんです」とでも言い繕つくろって、怒いかりを静めてもらおうと思った。

　けれども、玄げん関かんで靴くつを脱ぬいだとたん、「さっきのは何だ？」と先にきつい口調の詰きつ問もんを放たれ、出鼻をくじかれた。

「お前、俺を騙だましたのか、佐原」

　身に覚えのない誹そしりに、類は眉まゆ根ねを寄せる。

「どういう意味ですか、それ」

　言葉通りだ、と遠宮は鼻を鳴らす。

「しおらしい処女の振りをしていたくせに、いつも路上でああやって男漁あさりをして、引っ掛かかった間ま抜ぬけに脚あしを開いているのか、と訊きいてるんだ」

　あまりに酷ひどい雑言の羅ら列れつに、先ほどの大介とのじゃれ合いを誹られているのだと理解するまで、しばらく時間がかかった。

「──勝手な妄もう想そうを働かせて、的外れな誹ひ謗ぼう中傷をするのはやめていただけますかっ」

　自分の勘違いは棚たなに上げ、類はつい声を荒あららげた。

「あれは、幼おさな馴な染じみと偶ぐう然ぜん、久しぶりに会って、立ち話をしていただけです」

「もう少し、マシな噓をつけ、佐原」

「噓じゃありません」

「だったら、具体的に説明してみろ」

　冷れい淡たんな声こわ音ねで命じた男の指に、顎を乱暴に仰のかされる。

「久しぶりに会った幼馴染みと、一体どんな盛り上がり方をすれば、男同士で抱だき合って、頰ずりして、愛してる、なんて言われるんだ？　しかも、路上で」

　凍いてつく眼まな差ざしを刺さすように向けてくる美び貌ぼうの男は、類にこっそりつけ回されたことではなく、類と大介との仲を誤解して、激げき怒どしているふうだった。

　自分が破は瓜かの傷いたみを与あたえた、自分だけのものだと思っていたオモチャに、他人の手て垢あかがついていたことが許せない、と言わんばかりに。

　あからさまな独どく占せん欲よくをぶつけられ、類はそれをどう受け止めていいかわからずに戸と惑まどい、視線を伏ふせた。

「……路上でのことだから、ただの冗じよう談だんなんです。あそこへ先生を捜さがしに行ったら、たまたま幼馴染みが隣のバーで働いていただけです、本当に」

　遠宮の手を押し返し、類は半歩、後あと退ずさる。

「……あの、先生は、有馬さんの顧問をされているんですか？」

　類は、意識的に話題を逸そらした。事情を説明すると、邪じや魔まをされそうな気がしたのだ。

　大介は、類が辛つらかったときに支えになってくれた、大切な友人だ。頼たよられた以上は何としても助けてやりたい。だから、遠宮には絶対に教えない、という意地を張る気持ちが湧わいた。

「話を逸らすな、佐原。あの男が本当にただの幼馴染みなら、何を話していたか言ってみろ」

　尊大な口調で命じられてむっとし、混乱気味の頭が苛立ちでさらに乱れた。

　意固地な気持ちを煽あおられ、類は遠宮を睨む。

「先生こそ、有馬さんと何をされていたんですか？」

「お前には関係のないことだ。さっさと俺の質問に答えろ、佐原」

「ご自分は私の質問を適当にはぐらかすくせに、私にばかり答えを強要するのは不公平です」

　声を尖とがらせた類を、遠宮はきつく眇すがめた目で射る。

「不公平？　お前、自分がそんなことを言える立場と思っているのか？」

　冷ややかに凄すごまれ、類は息を吞んで硬こう直ちよくした。

　怖こわかったのではない。反射的に「思っています」と断言しそうになった自分に、驚おどろいたのだ。

　自分が遠宮の機き嫌げんを損そこなえない立場にあることは、わきまえていたつもりだ。なのに、今、類はなぜか、遠宮と有馬の関係を知るのは自分の権利だと感じてしまった。

　身体からだを重ねるようになってから、遠宮の態度は甘くなった。だから、知らず知らずのうちに、身体だけでなく、気持ちまで遠宮と近づいたかのような錯さつ覚かくを心のどこかで抱いてしまっていたのかもしれない。

　類は自分の思い上がりを内心で諫めて俯うつむき、「すみません、分をわきまえないことを申しました」と詫わびる。

「でも、とてもプライベートなことなので、お話はできませんが、本当に彼はただの幼馴染みで、ちょっとふざけていただけなんです」

　目を合わせずに「失礼します」と頭を下げ、類は遠宮からというより、自身の混乱から逃げるように二階へ駆かけ上がった。

　少し頭を冷やそうと思い、そのまま二階の浴室へ入る。あとで酒とつまみでも持って、おもねりに行ったほうがいいだろう、と考えながら、温ぬるめのシャワーに打たれていたとき、突とつ然ぜん、浴室の扉とびらが開き、遠宮が入ってきた。

「……ど、どうしたんですか？」

　驚いて声を上うわ擦ずらせたが、答えはなかった。いきなり腕を摑つかまれ、強ごう引いんに跪ひざまずかされる。

「あ、の……」

　無言で類を見下ろし、開けたままの扉の外へ脱いだ上着を放ほうり投げた遠宮の双そう眸ぼうからは、怒気に混じって濃こい情じよう欲よくの色が滴したたっていた。

　遠宮が何を考えているのかわからず、小さく肩かたを震ふるわせると、「舐なめろ」と低い声が落ちてきた。類は一いつ瞬しゆん、躊躇ためらったが、口であれこれ言葉を尽つくすよりも、結局、セックスが一番手っ取り早く遠宮の機嫌をよくする方法だろうと思い、その要求に素す直なおに応じた。

　遠宮の下か肢しへ顔を寄せ、スラックスの前を寛くつろげて雄おすを取り出す。萎なえていてもずっしりとした質量を誇ほこる長大な肉にく茎けいを手に取って仰あお向むけにし、亀き頭とうの先を口に含ふくむ。

「んっ、……ふ、……ぅ」

　舌を尖らせて先せん端たんをちろちろと舐めながら、重ね合わせた手で太い幹を強く扱しごいた。

　ほどなく、遠宮は熱と弾だん力りよくを孕はらんだ。

「ん……、ん……、ふっ」

　亀頭の先をきつく吸い、くびれた部分を指の腹でくるくると押おし潰つぶすと、瞬またたく間に隆りゆう々りゆうと猛たけって天を突ついた。

　もう先端ですら含んでいることが苦しくなった熱塊を、類は唇くちびるから離はなした。

　遠宮は類に口淫をさせることを好むが、凶きよう暴ぼうに勃ぼつ起きした自身を無理やりすべて吞のみこめとは言わない。その代わり、いつも、舐めしゃぶる音を大きくするよう要求してくる。

　類はあえてぴちゃぴちゃと水音を響かせて、口こう腔こうには収められなくなった漲みなぎりの根元から先端まで、丁てい寧ねいに舌を這はわせた。

　最初は、遠宮の機嫌を取ろうという打算を働かせてのことだったのに、そんな余よ裕ゆうはすぐになくなってしまった。

　もうすぐ自分を穿うがつ楔くさびとなるものが、ひと舐めごとに逞たくましく滾たぎっていく様子に、眦まなじりがじわじわと熱くなり、類も深く興奮した。

　気がつけば、何も刺し激げきを受けていないのに、自身の性器もなかば頭を擡げていた。

「ん、ぅ……っ、んっ」

　湿しめった吐と息いきをもらし、艶つややかな表面に浮うき上がってきた血管の筋を夢中になって舌先でなぞっていたさなか、ふいに胸むな元もとへ伸のびてきた指に両方の乳ち首くびを摘つままれた。

「──あ、んっ」

　甘い痺しびれが下肢へ走り、細身の陰いん茎けいがぷるんと躍おどり上がって下腹部につくほどに反り返る。

　たまらずに高く発した嬌きよう声せいが、浴室の中で反はん響きようした。

「何もしてないのに、乳首がしこりきってるぞ、佐原」

　笑った遠宮が、硬かたく尖った乳首を指の腹でぐにゃりと押しつぶす。まるで、たわんだ乳首の芯しんが胸にうずもれたかのように、その奥をつきつきと刺して鈍にぶい熱を広げた。

「や、ぁ……っ」

「俺のを舐めて、興奮して、こんなに乳首を硬く勃たたせているのか？」

　指の下で弾はずみを増す肉粒をぐいぐいともみこまれ、喉のどが仰け反った。

「あっ、あっ、やぁっ……」

「答えろ、佐原。嫌いやなら、やめるぞ？」

　男の指が類の乳首を挟はさみ、ぐりぐりとねじり上げる。その甘美な咎とがめに喘あえぎがこぼれた。

「は、ん……っ。……そ、そう、です。先生のを、あっ……、舐めて……興奮しました……」

「興奮して、どうなってるんだ？　ちゃんと最後まで言え」

「あぁ、んっ。あっ、……ち、乳首が、硬く、勃ちました……」

　答えている間も、乳首は爪つま先さきで弾はじかれ、捏こねられた。胸を弄られる快感に腰こしが大きくくねり、同時に赤く腫はれた勃起も秘裂を潤うるませて、左右にぷるぷると卑ひ猥わいに揺ゆれる。

「そんなに乳首が気持ちいいのか、佐原。ちょっと擦っただけで、お前のペニスは大おお悦よろこびで躍って、涎よだれを垂らしてるぞ」

　卑猥な言葉で耳朶を嬲なぶられながら、赤い尖りを交こう互ごに引っ張られ、腰が砕くだけそうになる。

「あぁっ！」

「乳首をどうされるのが、一番好きなんだ？　言ってみろ、佐原」

「……にゅ、乳暈ごともまれるのが、好きです……」

　本能の命じるままに心ここ地ちよい愛あい撫ぶをねだり、類は背を反らせて胸を突き出した。

　けれども、遠宮の指は、類の期待には応こたえてくれなかった。

　おそらく、類を焦じらして、愉たのしんでいるのだろう。類の欲よく望ぼうを煽るだけ煽っておきながら、そこに触ふれたときと同じように、指は唐とう突とつに離れてしまった。

「ぁ……」

　思わず不満を塗ぬりこめた目で遠宮を見上げると、腕を引いて立たされた。

「中をほぐしてやるから、バスタブに手をついて、腰を突き出せ」

　それがどれだけはしたない姿かを考え、躊躇う理性などもうなかった。

　身のうちをうねる疼うずきに促うながされ、すぐに言われた通りの格好になった類の背後で、遠宮が手早く服を脱ぬぐ。自分と同じ全ぜん裸らになった男に向けて、類は腰を高く掲かかげて突き出す。すると、自おのずと割れた双そう丘きゆうのはざまの奥で、肉の環わが遠宮の指を求めてぞろぞろと波うった。

「入り口がものほしげに口を開けて、中の赤い肉をちらちら見せつけてるぞ」

　勝手に窄すぼまりをほどいている蕾つぼみの周しゆう縁えんを、遠宮は指でぐるりと撫なでた。

「あ、あっ……」

「ほんの一週間前まで、処女だったとは思えないいやらしさだな、佐原」

　凍てつく冷気を孕んだ声で言って、遠宮は窄まりの中央に、水圧を最高にしたシャワーの湯で濡ぬらした指の先をわずかにめりこませる。

「あぁ！」

「あの男にも、ここを弄らせたのか？」

　内ない壁へきが蠢しゆん動どうし、濡れた硬い指を食いしめる。その瞬しゆん間かん、一気に指を根元まで突き挿いれられ、上半身を支えていた腕が痙けい攣れんした。

「──っ、そ、そんなこと、してませんっ。本当に、ただの幼おさな馴な染じみ……ですっ」

「だったら、何を話していたか、言え」

　埋うめこんだ指を小刻みに揺らして内部を擦り、遠宮は類を責める。

「あぁっ、……あっん、やっ！」

　喘ぎを散らして首を振ふると、遠宮が低く舌打ちをして指を引き抜ぬいた。

　直後、乱暴に腰を引き上げられ、脚を割られたかと思うと、皮ひ膚ふが灼やけてしまいそうな熱をその奥に感じた。

「……え。やっ、先生っ」

　ろくにほぐされてもいない隘あい路ろを、猛る怒ど張ちようでこじ開けられようとしているのだとわかり、身が竦すくんだ。

「い、いやっ、せんせっ。いきなりは、無理……っ」

「どこがだ、佐原」

　背を強こわ張ばらせた類の耳もとで、昏くらい声こわ音ねの揶や揄ゆが響く。

「美う味まそうに俺を吞みこんでいくじゃないか」

　鼓こ膜まくを震わせたその言葉とともに、類の蕾は脈打つ肉の楔を難なく咥くわえ、ずぶずぶと内部へ引きこんでいった。

「──あっ、あっ、あぁっ！」

　張り出した亀頭の縁で粘ねん膜まくをごりごりと逆さか撫なでされながら最奥まで勢いよく貫つらぬかれ、脊せき髄ずいを強きよう烈れつな快感が突き抜け、視界が白く霞かすむ。快楽の高みへ追い上げられたが、極きわまる寸前、淫液で濡れそぼつ屹きつ立りつの根元をきつく握にぎられた。

「ひぅっ」

　吐はき出そうとしていた欲よくの熱を急に堰せき止められ、類は悲鳴を上げた。

「佐原。あの男と何を話していたか、言え。言わないと、イかせないぞ」

　類の欲望を戒いましめたまま、激しい律動を始めた遠宮がシャワーノズルへ手を伸ばした。そして、引き寄せたそれを、類の反り返る屹立の真上にかざした。

「──あぁっ！　いや、あっ！　あぁ！」

　痛いほどに強い流れに、敏びん感かんな裏筋や亀頭のくびれをねぶられ、蜜口を深くえぐられた。

　背後では、臀でん部ぶに重い陰いん囊のうを叩たたきつける荒あら々あらしさで、遠宮が腰を打ちつけてくる。

「あっ、あぁん！　あぁっ！」

　凄すさまじい悦えつ楽らくの波に襲おそわれ、媚肉が激しく収しゆう斂れんして遠宮に吸いつく。だが、そのつど、容よう赦しやなく跳はね返されて、ごつごつと穿たれる。

　頭の中では、射精欲がはちきれそうに膨ぼう張ちようしていた。なのに、腫れ上がる屹立の根元を握る遠宮の指がそれを許してくれないばかりか、精路の奥の熱の溜たまり場へ湯の矢が逆流してくる。

　剝むき出しになった官能を串くし刺ざしにされているようで、類は涙なみだをこぼして身み悶もだえした。

「先生っ、……いきたいっ。いかせて、くだ、さい。……も、うっ、変に、なる……からっ」　>>>♥

「なら、話すか？」

　大きな突き上げのあと、埋めこまれた楔でぬかるむ内部を搔かき回されて、腰こし骨ぼねと一いつ緒しよに抗あらがう気持ちが溶とけ崩くずれていった。

「──ひぁっ！　い、言いますっ、言います、からっ。……も、だめ、ぇ……っ」

「出したら、話せよ」

　遠宮の指が離れると同時に、ぴくぴくと痙攣していた陰囊をシャワーで揺らされた。その瞬間、目が眩くらんで立っていられなくなり、類は背を弓なりにしならせて遠宮にもたれかかった。

「あぁっ！」

　強い水圧に押し上げられ、高く噴ふき出た白はく濁だくは、くっきりとした放物線を描えがいて床ゆかをぴしゃぴしゃと汚よごした。

　射精ではなく、まるで粗そ相そうをしているかのような錯さつ覚かくに襲われるほどの勢いと量だった。

「あ、あ、あ……」

　長く続いた吐と精せいがようやく終わると、遠宮はシャワーを止め、シャワーハンガーに戻した。

「ほら、早く話せ、佐原」

　そう急せかすと、遠宮は類の萎なえた陰茎に手を添そえてゆるゆると振り、蜜口からねっとりと細く垂れていた糸を切った。

「……んっ。は、話しますから、……抜いて、ください」

　一いつ瞬しゆんの間を置いて怒張がずるりと引き抜かれ、類は床の上にへたりこむ。こんな格好でできる話ではないので、風ふ呂ろ場ばを出たいと懇こん願がんすると、遠宮は聞き入れてくれた。

　おざなりに身体からだを拭ふいて部屋着を纏まとい、隣となりの自分の部屋へ遠宮と移動する。

「あの、幼馴染みのすごくプライベートなことなので、他言無用でお願いします」

　腰にバスタオルを巻いた遠宮は勝手に類のベッドに座り、「ああ」と顎あごをしゃくって先を促す。

　遠宮の卑ひ怯きような手管を恨うらめしく思わずにはいられなかったけれど、約束は約束だ。それに、仮にも一応は弁護士なのだから、聞いた話を誰だれかに漏もらしたりなどはしないだろう。類は椅い子すに腰こし掛かけ、大介に恩義を感じている理由は省いて、大まかな説明をした。

「佐原。お前は馬ば鹿かか」

　話を聞き終えて、開口一番、遠宮は目を眇すがめて言い放った。

「弁護士でもないのに、法律事件で代理人として相手方と交こう渉しようすることがどういうことか、わからないわけじゃないだろう？　全国紙の記事に、デカデカと名前が載のせられる犯罪者になりたいのか？」

「報ほう酬しゆうはもらいませんから、非弁行こう為いには当たりません。私はただ、友人として手助けをしたいだけです」

「解かい釈しやくの仕方は分かれるとは言え、弁護士業界じゃ、無報酬でも、事件性がある案件の交渉は弁護士しか行えない説を採るのが一いつ般ぱん的だ。まさか、知らないわけじゃないだろう」

「でも、それは有力説ではあっても、定説では──」

「グレーゾーンだからこそ、なおさら今のお前の不安定な立場で首を突つっこむのは馬鹿だと言ってるんだ」

　反論を遮さえぎり、遠宮は類を険しい眼まな差ざしで刺さす。

「もし、相手方の男が本当に美つつ人もた局せなら、それなりの情じよう報ほう網もうや、小こ賢ざかしい法知識を持っている可能性がある。お前の素す性じようを調べ上げて、セクハラ疑ぎ惑わくで辞職した元検事が非弁活動を行っていると言いふらされたくなかったら、金を払はらえと脅おどされたらどうする？　お前がいくら違い法ほう性せいはないと主張したところで、こういうことは一度悪意の噂うわさを立てられれば、尾おひれ背びれがついて広まりやすい。しかも、お前はただでさえいわくつきだ。下へ手たをすれば、致ち命めい傷しようになるぞ」

　それにそもそも、と遠宮は声をさらに厳しくする。

「幼馴染みを助けたいって、どうやって助けるつもりだ？」

「美人局の証明をして、です……。美人局は常習性の高い犯罪ですので、彼らの行動を調べれば、新たな美人局の現場か、あるいは、たった三ヵ月前に性犯罪の被ひ害がいに遭あい、精神的苦痛を訴うつたえている女性としてふさわしくない行動をとっているところを押さえられると思うんです」

「行動調査は誰がやるんだ？　お前か？」

「ええ……。ですから、何日か、お休みをいただきたいのですが……。私はこちらへ来てからまだ一日も休んでいませんし……」

　答えの予想はついたが、それでも一応願い出てみると、遠宮が鼻筋に皺しわを寄せた。

「駄だ目めだ、と言ったら？」

「……探たん偵ていを雇やといます」

「お前が費用を負担して、か？」

「そうです」

「どうして、そこまでして助けたいんだ？　本当に、ただの幼おさな馴な染じみなのか？」

　不ふ審しんげに双そう眸ぼうを細めた遠宮に、類は「本当です！」と頰ほおを上気させる。

「私は、男の人は遠宮先生しか知りません。先生は、私を……い、淫いん乱らんだと仰おつしやいますが、私をそんなふうにしたのは先生ですし、その点を疑われるのは心外です」

　遠宮は片眉まゆを上げ、類を深く見すえた。

「で、ただの幼馴染みを、どうしても助けたい理由は？」

　類が心から迸ほとばしらせた訴えは、どうやら通じたらしい。遠宮が発した声からは、険しさがほどけていた。

「その、べつに虐いじめられていたとかではないんですけど、私は中学や高校ではクラスで浮うき気味だったんです。彼は当時、私の心の支えになってくれた数少ない友人なので……」

　真実ではあるが、すべてではない理由を、類はか細く告げる。

「プライドよりも利益を優先させるリアリストとは思えない、センチな答えだな」

　遠宮は皮肉げに言って、バスタオルの下で長い脚を組む。

「佐原、よく考えてみろよ。どうしても弁護士バッジがほしくて、俺に処女を食わせたくせに、いっときの感傷で、将来を棒に振ふる結果になってもかまわないのか？　その覚かく悟ごをして、引き受けたのか？」

　咄とつ嗟さに頷うなずけなかった類に、遠宮は淀よどみのない口調で畳たたみかける。

「大体、お前、その幼馴染みが噓うそをついていないかどうか、ちゃんと確かめたわけじゃないんだろう？　もし、暴行が事実だったらどうする？　本来なら金で解決できたのに、お前がしゃしゃり出たことで相手方を刺し激げきして、そいつが逮たい捕ほされたら、そのあとはどうするんだ？　もう何もできないから、国選弁護人に頼たよれとでも言うのか？　それとも、お前が金を出して、弁護士も雇ってやるのか？」

　やはり返答に窮きゆうした類を遠宮は咎とがめるように見、腕を引いて椅子から立たせた。

「いくら幼馴染みにばったり会って、懐なつかしくなったからって、その場の盛り上がりで、自分の人生を棒に振る可能性のある事案の代理人を引き受けるのは、軽けい率そつで無責任だぞ、佐原」

　静かに響ひびいた言葉に頰を強したたかに打たれた気分で、類は悄しよう然ぜんと項うな垂だれる。

　遠宮の指し摘てきはことごとく正しい。類は大介とのふいの再会に浮かれ、自分の受難と似た辛しん苦くを訴えられて同情し、感情に流された。大介の助けになりたい気持ちに偽いつわりはないけれど、そのために自分のこれからの人生を引き替かえにしてもいい覚悟があるわけではない。

　そして、大介を疑いたくはないが、万が一の事態になった場合、弁護士ではない類には、そこから先の手助けはできなくなる。大介のことを思えばこそ、最後まで支し援えんできるかどうかわからない立場で、安やす請うけ合いなどすべきではなかった。

　溢あふれ出てくる後こう悔かいで伏ふせた睫まつ毛げを揺ゆらした類を、立ち上がった遠宮が「佐原」と呼んだ。耳に届いたその声は、やけに穏おだやかに聞こえた。

「俺が、代理人になってやろうか？」

「……え？」

　類は、呆ほうけた顔で遠宮を見上げた。

「あの、でも、彼は、先生への報酬はほとんど……というか、まったく出せないかもしれませんけど……」

　思案する様子など一瞬も見せずに「かまわない」と笑い、遠宮は向かい合う類の腰こしを抱き寄せた。

「その代わり、俺を名前で呼んでみろ」

　柔やわらかな口調でそう命じ、遠宮は類の耳じ朶だを甘あま嚙がみした。

　遠宮が態度を急に軟なん化かさせた理由の見当は、すぐについた。おそらく、類を抱いた男は自分だけだと納なつ得とくして独どく占せん欲よくが満たされ、機き嫌げんが直ったのだろう。

　冷静な状態で、面と向かって遠宮の名前を呼ぶのは少し気き恥はずかしいが、大介の代理人を無む償しようで引き受けてもらえるのなら、安い代償だ。

　それに、理由は何であれ、遠宮の申し出は嬉うれしかった。

　遠宮が、自分を助けるために動いてくれる。しかも、名前を呼ぶという、何の見返りにもならないことと引き替えに。そう思うと、胸にじんわりとした温かさが広がった。

　どこからそんな気持ちがやって来るのかはわからなかったけれど、胸に灯ともった嬉しさを抱きしめ、類は唇くちびるを動かす。

「……眞史先生」

　夕刻前の庭で有馬に遮られた名を、小さく呼んだ。満足げに細められた双眸が妙みように優やさしく見え、類は擽ったさを覚えて俯うつむいた。







　淡あわい夕ゆう闇やみが降る坂道をスーパーの袋ふくろを提さげて上り、門を潜くぐると、玄げん関かんに煌こう々こうと明かりがついていた。

　今日は示談交渉のため遅くなると言っていた遠宮が、もう帰ってきているようだ。類は勝手口から台所へ入って荷物を作業台に置き、二階の自室で着き替がえてから、遠宮の部屋をのぞいた。

「先生、お帰りでしたか」

　遠宮は藍あい色いろの着物に深い臙えん脂じの兵へ児こ帯おびを締しめ、スケッチブックを手にしてアトリエの窓辺に座っていた。

「ああ、予想外にあっさり示談が成立したからな」

　さらさらと鉛えん筆ぴつの音を立てながら、遠宮は今晩のしっとりとした夜気と同じような穏やかな声で答える。

「で、そっちはどうなんだ？　今日は何か、収しゆう穫かくはあったのか？」

　遠宮が早々と成立させたという示談は、大介がひっかかった美人局の件とは無関係の、当番弁護士として受任した傷害事件でのものだ。

　警察等に逮捕された被ひ疑ぎ者しやが初回に限り、無料で弁護士と面会ができる当番弁護士制度は、すべての弁護士に支持されているわけではない。どの事件を担当するか、自分の意思では選べないし、一回の出動に対して支し払はらわれる報ほう酬しゆうが少ないからだ。遠宮なども面めん倒どうくさがって、忌き避ひしそうなものなのに、意外にも当番弁護士登録をしていた。

　三日前──大介の代理人となることを引き受けてくれた翌日が、ちょうど遠宮の担当日だった。二件の依い頼らいを受け、面会後にそれぞれの被疑者から弁護人に選任されたため、この三日間は毎日、遠宮は朝からまともな弁護士活動を行っていた。

　一方で類は、美人局と思われる男女の行動調査をしている。と言っても、ひとりでではない。遠宮が手配してくれた信しん頼らいできる調査会社の探たん偵てい数名と、交こう替たいしながらだ。遠宮が夜間の留守を許してくれなかったため、朝から夕方までの時間帯が類の担当だった。

「いえ、残念ながら、特には……。今日は昼間から、ふたりでカラオケやボウリングに行ってはしゃいだり、ペットショップに立ち寄ったりで。男の店員とも明るく言葉を交かわしていましたし、やっぱり、性犯罪の被害に遭って傷ついているふうにはとても見えない、という個人的な心証なら、昨日よりも強くなりましたけど」

　三日前の夜、類は遠宮と一いつ緒しよに大介に会った。代理人を交替することの承しよう諾だくを得て詳くわしい話を聞き、改めて大介は美人局の被ひ害がい者しやと感じた。

　相手側は、大介が慰い謝しや料りようの要求に応じなければ、「ただの友人だと思っていた大介に暴行された証しよう拠こ」として、「事件直後」に自ら採取して冷れい凍とう保存してある大介の精液と、ふたりがやりとりしたメールを警察に提出し、告こく訴そをすると言ったそうだ。

　大介の話では、紗英は、普ふ段だんの会話ではちゃんと恋こい人びととして受け答えしていた。なのに、大介の携けい帯たい電話に残っているメールを見ると、「メールは苦手だ」と言っていたらしい紗英の文面にはどれも、恋人のものというには無理があるよそよそしさが漂ただよっていた。大介が一方的に強きよう烈れつな好意を寄せているふうですらある。

　デートは頻ひん繁ぱんにしていたのに、大介がデートの記念写真を撮とろうとすると頑かたくなに拒きよ否ひしていたということとも併あわせて考えれば、やはり常習性を感じさせる巧こう妙みような手口だ。

　遠宮もそれは否定しなかった。しかし、現状では大介が暴行犯ではないと客観的に証明できないのも事実だ。むしろ、大介に不利な証拠が揃そろっている。精液を自ら保存したという紗英の行こう為いにしても、見方によっては作さく為い的ではあるものの、すぐに告訴する勇気の出なかった性犯罪の被害者が機転を利きかせ、決心がついたときに備えて、そうした行動を取った例は実際にある。おそらく、それを知ってのことだろう。

　大介は、支払った慰謝料の返へん還かんと、紗英とその恋人の岩いわ崎さきという男を刑けい事じ告こく訴そすることを望んでいる。その要求に応じるためには、慎しん重ちようにふたりの行動調査をしなければならない。そこで、大介には負担に思わせてしまわないように伏せているが、最初に類が提案した通り、調査会社を使って彼らが美つつ人もた局せである証拠を摑つかむことにした。

　費用は類が出すつもりだったけれど、遠宮は「金のことも含ふくめて、俺が引き受けた案件だ」とそれを聞き入れてくれなかった。──もっとも、そのぶん「感謝は態度で示せ」と、セックスの際に要求される卑ひ猥わいさの度合いが跳はね上がったけれども。

　遠宮が退たい屈くつしのぎ的にこの件に関かかわったのか、あるいはかつて持ち合わせていたらしい正義感を気まぐれに掘ほり起こしてくれたのか、類には遠宮の考えがよくわからない。

　それでも、無む尽じん蔵ぞうの資金があるわけではない類にとっては、ありがたい手助けだったので、素す直なおに頼ることにした。

　ただ、素行調査は探たん偵ていに任せておけばいい、という意見には、頑なに逆らった。

　最初に引き受けると言ったのは自分なのに、何もせずにただ見ているだけなのは、もどかしかったし、情けなかったからだ。

「お前の心証がいくら強くなっても、話にならん。間ま抜ぬけな幼おさな馴な染じみを助けたいのなら、早く客観的な証拠を持ってこい」

　この三日間の成果は、あまり思わしくない。

　大介のもとへ金の取り立てに来た跡をつけ、岩崎と紗英が現在、同どう棲せいしているアパートはつきとめられた。だが、ふたりは楽しげに昼間から遊び歩いているものの、美人局だと確証できるような行動はまだ何もとっていない。

「はい……」

　類はため息混じりに頷き、庭を描かいているらしい遠宮の手もとをのぞきこんだ。

　そこには白い紙とただの黒の陰いん影えいしかないはずなのに、青い薄うす闇やみの中で咲さき誇ほこる白いジャスミンの花が、色と匂においつきで浮うかび上がっているかのようだった。

「……先生は、法律ではなく、絵を職業にしようとは思われなかったんですか？」

「ないな。俺の絵は、母親の画風の単なる物もの真ま似ねだからな」

　遠宮は平へい坦たんな口調で即そく答とうする。

「だが、それを悪いとも変えようとも思わないし、前にも言ったが、俺は自分の好きなものしか描きたくない。気に入ったものしか描かないから、それを他人に売りたくない。要するに、俺はたとえ才能があったとしても、性格的に画家向きじゃない」

　画風のことはよくわからないが、絵を売りたくないのなら、確かに画家になるのは無理だ。

　はあ、と類は苦く笑しようをこぼす。

「お前はどうなんだ？　検事よりも、その顔を活いかした職業につこうとは思わなかったのか？」

「いえ、まったく。高校生の頃ころから、検事経由で弁護士になることしか考えていませんでした」

　遠宮の絵を眺ながめながら言葉を交わすうち、つい冷静に理性が働いているときならば秘ひめていることがぽろりと口をついて出た。

「何の負け惜おしみだ、それは」

　遠宮が顔を上げ、揶揄からかう口調で言う。

「……負け惜しみじゃ、ありません」

「じゃあどうして、普ふ通つうに検事や弁護士じゃなく、ヤメ検なんだ？　高校生が描く将来の夢にしちゃ、ひねこびすぎだろう」

「……笑いませんか？」

「答えによるな」

　遠宮は双そう眸ぼうをたわめ、もう既すでに笑う準備をしているかのような表情で先を促うながす。

「高一のときに観みた『虚きよ栄えいの惑星ほし』という映画の影えい響きようで、刑けい事じ事件専門の弁護士になりたくなって、今のうちから法律のことを少しでも学んでおこうと思ったんです。でも、当時は専門書よりは、小説や漫まん画がからのほうが入りやすかったので、そういうのを色々と読んでいたら、刑事事件を専門にするなら、敵の手を知るという意味でも、いきなり弁護士になるよりは、先に検事を何年か経験したほうがいい、と書いてあったので……」

「何に？」

「……『町ベン見参！』という本……に、です」

　遠宮は片眉を撥はね上げ、類をまじまじと見つめてくる。

　どうやら、『虚栄の惑星』も、下町で小さな法律事務所を営む中年弁護士を主人公にした人情漫画の『町ベン見参！』も知っているようだ。

「お前は、ご都合主義のＢ級映画と噓うそだらけのなんちゃって弁護士漫画で、人生を決めたのか、佐原」

「……でも、刑事事件を専門に扱あつかうなら、検事を経験しておいたほうがいい、というのは噓じゃありませんでしたよ。教本には書いていない、刑事事件の流れの裏側を勉強しながら給料がもらえるのは、想像していた以上に一石二鳥でしたし」

　類は目もとを赤らめ、早口に言う。

「それに、十代の子供の進路の決め方なんて、多かれ少なかれ、大たい抵ていはそんなものでしょう？　映画を観て俳優になりたいとか、漫画を読んで漫画家になりたいとか思うよりは、遥かにずっと現実的で、堅けん実じつじゃないですか。親や担任だって、応おう援えんしてくれましたし」

　骨太の社会派ものならともかく、娯ご楽らく要素しかないヒーロー映画や、安っぽいお涙頂ちよう戴だい漫画に影響された、などと言えば、笑われるとわかっている。

　だから、今まで類は、法ほう曹そう界を目指した理由を誰だれにも話したことがなかった。訊きかれたときには、いつも適当な綺き麗れい事でごまかしていた。

　なのに、遠宮には、恥はずかしさを覚えつつも、大した抵てい抗こうもなく真実を打ち明けてしまった。最初に本音をうっかりこぼしてしまい、妙みような弾はずみがついてしまったせいもある。だが、それ以上に、少しばかり揶揄いはされても、本気で馬ば鹿かにされはしないだろう、と思ったのだ。

　なぜ、そう感じたのかは自分でもよくわからない。最近の遠宮の態度がやけに甘いせいか、ただ何となくそんな気がしただけだったけれど、その予感は当たった。

　遠宮が類に向ける眼まな差ざしは笑えみを含んではいても、とても甘いものだった。

「まあ、漫画家はともかく、俳優にならなれたんじゃないのか？」

　柔やわらかな微笑を湛たたえた遠宮がスケッチブックをふいに閉じて床に投げ、類の頰ほおへ手をのばす。

「女が黄色い声を上げて、寄ってきそうな顔だしな」

　やけに優やさしい手つきで、頰を撫なでられる。皮ひ膚ふの下へ染みこんでくるような温かな熱を感じたせいか、ただでさえ上気していた頰にさらに濃こい朱しゆが広がった。

「そ、そんなこと、ありません。女の人が奇き声せいを上げてわらわら群がってくるのは、先生のほうでしょう？」

「さすがに、わらわら群がられたことはないな」

　頰に触ふれていた手が首筋を伝って胸へ下り、Ｔシャツ越ごしに乳ち首くびを押す。

「──ぁ」

「それにしても、そんな顔して予想外にリアリストかと思えば、妙なところでセンチメンタルで、しかもヒーロー好きのミーハーか。お前、びっくり箱みたいで、本当におもしろいな」

　類の腰こしを抱き寄せ、遠宮はあでやかに笑う。

「お前といると、退屈しなくていい」

　また乳首を押しもまれ、強く摘つままれて、類は背をしならせた。

「あ……っ、先生……」

　吐と息いきを震ふるわせながら、その双眸にはっきりと欲よく情じようの色を浮かべている遠宮と目を合わせた瞬しゆん間かん、顔の火ほ照てりが全身へ伝染した。

「──あ、の……、先生。夕食の用意ができなくなりますから、放して、ください……」

「飯なら、俺があとで作ってやる。脱ぬげ、佐原」

　甘やかな声と、凶きよう暴ぼうな肉食獣めいた眼差しで命じられ、背をざわめきの波が駆かける。

　鼓こ動どうを速めた心臓が、胸を突つき破りそうに躍おどり上がっている。

　とても息苦しくてたまらない理由が、判然としない。

　身体からだの奥に、淫いん蕩とうな疼うずきが灯ったからだろうか。

　それとも、と遠宮を見つめて息を詰つめる。

　一いつ緒しよにいて、死ぬほど退屈だ、と罵ののしられたことならあるが、その逆は初めてだ。数少ない、幾いく人かの友人たちの口からですら、聞いたことがない。

　自分の存在をそのまま包みこんでくれるような遠宮の言葉が、嬉うれしかったからだろうか。

　考えても、熱に浮かされた頭では答えはでなかった。だから、類は考えるのをやめてＴシャツの裾すそをそろそろと捲まくり上げ、色づいた乳首を男の眼前に晒さらした。







　約束通り、遠宮が夕食を作ってくれた翌日は、朝から細い雨が降っていた。

「今、調査会社の人と交こう替たいしましたので、これから帰ります。先生のご帰宅は、何時頃ごろになりそうですか？」

『まだわからん』

　歩道の水みず溜たまりを避よけて尋たずねた類に、遠宮がややうんざりした声を返す。

　遠宮は今、先日の当番弁護のときに受任したもう一件の傷害事件の目もく撃げき者と会うため、麻あざ布ぶに赴おもむいている。目撃者の会社員は帰り際ぎわに急な会議が入ったとかで、遠宮は一時間以上、待ちぼうけを食くらっているらしい。

『とりあえず、出られそうになったら連れん絡らくする』

「わかりました。夕食はどうされますか？」

『遅くなっても家で食うから、何か用意しておいてくれ』

　頷うなずくと、今日の成果を問われた。

「今のところ何も……。雨だからか、ふたりともアパートにこもっているので」

　苦笑して答え、夕食のリクエストを訊いてから遠宮との電話を切った。そして、大介に報告のメールを書きかけて、手を止めた。遠宮は何だか遅くなりそうなので、多少の寄り道をする余よ裕ゆうはある。大介が働いているあのバーへ行って、顔を見てこようと思ったのだ。

　しかし、類がバーを訪ねたとき、大介はマスターの遣つかいに出ていていなかった。二、三十分は帰ってこないと言われ、仕方なく、類はそのまま帰宅することにした。

　大介に報告メールを送信し、タクシーを探していた類の肩を「佐原君」と誰かが叩たたいた。

　振ふり向くと、雨なのに白のスーツに身を包んだ有馬が立っていた。

「どうしたの。今日は、眞史はここにはいないよ？」

　知っています、と放った声が、必要以上に冷たく、素っ気なくなった。

　安っぽくは見えないものの、どうにも信じがたい服のセンスと、探さぐるような物言いが不快だったから、というだけではない。

　このところの遠宮は、類にとても甘く、優しい。それを受け止める毎日がふわふわと心ここ地ちよくて、つい聞きそびれたままになっていたことを──遠宮が類には教えてくれない、有馬との親しすぎる関係を思い出し、胸が悪くなったのだ。

「ああ。じゃあ、そこの、バーの子のほうに用だったの？」

　何か、事情を知っているような口ぶりに、思わず眉み間けんに皺しわが寄る。

「……遠宮先生から聞いたんですか？」

「彼が君の幼おさな馴な染じみで、依い頼らいを受けたってことはね。あ、それから、君が今、探たん偵ていごっこしてることも。でも、依頼の内容までは聞いてないよ」

　有馬は肩を竦すくめて笑い、「まあ、そんなことより、ちょっと寄っていかない？」と類を「ゆずりは」へ誘さそった。

「ずっと、君に話したいことがあったんだよね。この前も君を誘おうとしたんだけど、眞史に駄だ目めだって睨にらまれちゃってさ。だから、鬼おにの居ぬ間に、ね」

　本心の読めない浮ふ薄はくな笑顔に警けい戒かい心しんをいだきつつも、類は「少しだけなら」と応じた。類にも、確かめたいことがあったからだ。

「裏からでごめんね。ちゃちな歓かん楽らく街の店だけど、一応、ドレスコードがあるから、ここ」

　尾び行こうの際、どんな場所にも溶とけこめるよう、ラフになりすぎないていどの軽装でネクタイをしていない類を、有馬はいかにも重じゆう厚こうな雰ふん囲い気きを漂ただよわせている正面扉とびらからではなく、裏口から店へ招き入れた。

　バックヤードのオーナー室へ通され、ソファを勧すすめられる。

「佐原君、コーヒーと紅茶、どっちがいい？　一応、お酒もあるよ」

　おかまいなく、と返事をし、類はソファに腰を下ろす。

「まあ、そう言わずにさ」

　薄うす笑わらいを浮かべる有馬に、類は仕方なく、「では、コーヒーで」と答えた。

「ホット？　アイス？」

「アイスでお願いします」

　頷いた有馬は、部屋の奥へ行き、小型の冷蔵庫を開けた。

　コーヒーが出てくるのを落ち着かない気分で待っていたとき、遠宮からメールが来た。目撃者と会うのは結局、明日の朝に持ち越こしとなり、これから帰宅するという。

　もう家に帰っているのか、と問う文面への返信に、類は少し迷った。だが、噓うそをついてもどうせすぐにばれるだろうから、正直に今いる場所を伝えるメールを送っていると、冷蔵庫の前から有馬が「佐原君、タルト好き？」と訊いてきた。

「差し入れにもらったブルーベリーのタルトがあるんだけど、食べない？」

「せっかくですが、甘いものは苦手なので。すみません」

「そう、残念。並んでもなかなか買えない店の限定ものなのに。まあ、とか言いつつ、俺も苦手だけどね」

　類の前にアイスコーヒーのグラスを置き、有馬が向かいに座って脚あしを組む。

「甘いもの苦手なら、眞史がケーキ食いたいって言ったときには、どうしてるの？　わざわざ、あいつのぶんだけ、買いに走ってるの？」

　よく意味のわからない質問に、類は「いえ」と低く返す。

「じゃあ、佐原君が作ってるの？」

「いえ。そんなリクエストは、されたことがないので……」

「へえ。なら、もしかして、知らなかった？　眞史、甘いものに目がないんだよ」

「……はあ。そう、なんですか」

　味つけや調理方法については色々と口を出されたが、遠宮から好物の話を聞いたことなど一度もない。とても甘いものが好きそうには見えないだけに、有馬の言葉には驚おどろいた。

　けれども、類の胸の中では、驚きとは違ちがう別の何かが大きく膨ふくれあがっていた。自分の知らない遠宮のことを、どこか自じ慢まんげに語る有馬の顔が、ひどく嫌いやなものに思えたのだ。

　どろりと重く溜たまってゆくこの淀よどみは何だろうと考えたとき、脚を組み替かえた有馬が「そうだよ」と、笑えみを含ふくめた目を細めた。

「親おや父じさんの事務所飛び出して、荒あれてたときは、食生活も滅め茶ちや苦く茶ちやだったから、食事がケーキと酒だったり、なんてこともあったよ」

　生クリームを肴さかなにして飲む酒の味を想像し、思わず疼きを訴うつたえた胸を類は押さえた。

「……有馬さんは、その当時から先生とお知り合いだったんですか？」

「そう。ここのすぐ近くに『はなるり』って小料理屋を出してるんだけど、その店の横のゴミ捨て場で、飲んだくれてひっくり返ってるところを拾ったんだよ」

　真冬の夜中に、と有馬は苦く笑しようしてつけ加えた。

「俺は当時、死んだ父親が経営していた何軒かの店を相続したばかりだったんだけどね。それまではゲーム会社のプログラマーだったから、事業のことは何も知らなかった。相続して初めて、父親が暴力団のフロント企き業ぎようと訳のわからない契けい約やく書交かわしてて、ほとんどそこの子会社化してることがわかってさ。一応、契約は合法なものだったから警察に行っても埒らちがあかないし、弁護士も相手が悪いって嫌がって助けてくれなくてね。このままヤクザの手下になるのはごめんだけど、俺ひとりじゃ闘たたかえないし、もう夜よ逃にげするしかないかも、って頭抱かかえてたところだったんだよ。そこへ、自じ暴ぼう自じ棄きになって、多少無む茶ちやなこともやりそうな弁護士が降ってきたんだから、命を助けてやった恩を売って、タダで使わない手はないだろう？」

「はあ、まあ、そうですね……」

「そのとき、眞史は髭ひげも髪かみもぼさぼさで、俺よりずっと年上かと思ってたら、同い年で驚いたよ。しかも弁護士になってまだ半年ちょっとだってわかって、正直、まったく期待してなかったんだけどね。あれよあれよと言う間に、暴力団との関係を綺き麗れいに切ってくれた」

　爽そう快かいだったよ、と有馬はコーヒーを飲んで笑った。

「その件はただ働きさせたけど、これも何かの縁えんだろうと思って。うちの顧こ問もん頼たのんで、ついでに知り合いの会社や飲食店の経営者にあいつを紹しよう介かいしたんだよね。で、そこから評判が広まって、芋いもづる式に顧問先が増えてさ」

「それで、普ふ段だん、あんなにごろごろしていても、派手に夜遊びができる顧問長者になったわけですか……」

「長者って言うほど、ボロ儲もうけでもないよ。収入のあるところからはそれなりの顧問料とってるけど、そうじゃないところからは払はらえるぶんしかとらないし。たまに、物納とかも受けつけるしね」

「……物納？」

「そう。経営の傾かたむきかけた古美術商から、アートな置物もらったり、とか。腕は立つのに、金にあこぎじゃないから、そういうところが信しん頼らいされて、顧問先が増えたんだよ」

　でもねー、と有馬は間延びした声を発して、もたれたソファの背に肘ひじをついた。

「その顧問先って、最初に俺が紹介した会社関係の業界や、この近所に集中しててさ。俺が前に勤めてたのはエロゲー作ってる会社だったから、その関連の中小企業とか、このあたりのクラブとかラブホとかね。眞史の親父さんからしたら、とんでもなくいかがわしい企業や店ばっかりなわけ」

　有馬の胡う散さん臭くさい見た目は前職が関係しているのだろうか、と思いながら、類はコーヒーのグラスに少し口をつけて話の先を聞く。

「で、たとえば、営業中のクラブで何かトラブルがあって、夜中に眞史に駆かけつけてもらったりすると、そのことをどこかから表面上だけ聞いた親父さんの目には、眞史がクラブで遊び回ってるように見えるわけ」

「え……。じゃあ、先生は夜遊びはされてないんですか？」

「んー。まあ、あいつの親父さんが思いこんでるほどは、してないよ」

　思わせぶりな笑顔で答え、有馬は肩かたを竦める。

「とにかくさ、眞史の親父さんは自分の一方的な価値観で、いい子のお坊ぼつちゃまじゃなくなった今の眞史を、いかがわしい、嘆なげかわしいと決めつけてるんだよね。視野の狭せまい親だと思わない？　あいつはしっかり自立して、夜の街とエロスな社会の役に立ってるのにさ」

　まったくしていないわけではないらしい夜遊びがどのていどのものなのかはともかく、どうやら類も偏かたよった情報に基もとづく色眼鏡で遠宮を見ていたようだ。

　自分への態度を穏おだやかに変化させてくれた最近の遠宮に対しては、出会った当初に抱いだいていたような軽けい蔑べつを感じることはなくなった。だが、「弁護士業を疎おろそかにするエロオヤジ」像はまだ健在だ。なのに、まったく想像もしていなかった遠宮の姿を聞かされ、類はただぎこちなく頰ほおを引き攣らせる。

「眞史がこの街からいなくなると困る人間は沢たく山さんいるし、眞史を無理やり呼び戻そうとしている親父さんは、言ってみれば、俺たちには敵なんだよね。で、必然的に、親父さんの密命を帯びて派は遣けんされてきた家政夫もどきも、敵ってことになる」

　だから、お前も敵なのだ、と宣戦布告をされるのかと思い、類は顔をさらに強こわ張ばらせて身構えた。けれども、聞こえてきたのは、別の言葉だった。

「そんなわけで、君に初めて会ったとき、色々と気に障さわることを言っちゃってさ。悪かったね」

　有馬の発した謝罪をどう解かい釈しやくすればいいのか迷い、首が自然と傾いた。

　初対面の類に有馬が毒を吐はいた理由は、理解できた。しかし、謝られたということは、有馬の中で類に対する認にん識しきが変わったのだろうが、なぜそうなったのかがわからない。遠宮から今の類との関係を聞き、弁護士バッジ欲しさに遠宮に体を差し出した恥はじ知しらずなど敵視する値もない、と軽蔑しているのだろうか。

　戸と惑まどい、見返した有馬の顔は軽けい薄はくに笑い和なごんでいて、笑顔の下の真意が読み取りづらい。

　考えれば考えるほど、思考が縺もつれてゆき、もういっそ、訊きいてしまいたい思いに駆られる。

　頭の中にこの混乱をもたらす元げん凶きようの疑念を。──一体、遠宮とどういう関係なのかと。

　けれども、問おうとしても、口が動かなかった。有馬からそれを教えられると、何だかよけいに惨みじめになりそうな気がしたのだ。

　もう帰りたくなって、鞄かばんへ手を伸のばしかけ、類は「あの」と口を開いた。

　ひとつだけ、はっきりさせておきたいことが脳のう裏りに浮かんだのだ。

「この前、有馬さんが先生を呼びに来られたとき、『ハーブ』とか、『クスリ』という言葉が聞こえたんですけど、あれは……」

「ああ。それで、あの日、気になって眞史を追いかけてきたんだ？」

　はい、と類は浅く頷うなずく。

「心配しなくても、大だい丈じよう夫ぶだよ。変なことしてたわけじゃないから」

　あの日は、有馬の知人のビルのオーナーが、店たな子こと警察沙ざ汰たのトラブルを起こしたらしい。

　そのビルのオーナーは、ある雑貨店の店主がいつの間にか脱だつ法ぽうハーブの販はん売ばいを始めていたことに気づき、即そつ刻こく退去しろと怒ど鳴なりこんだのだそうだ。そして、激しい口論となり、怒いかりに任せて陳ちん列れつ棚だなをひっくり返して複数の商品を損そん壊かいし、警察を呼ばれたのだという。

「で、誰だれがどう考えても、社会悪はハーブ売ってた店子のほうなのに、理り不ふ尽じんにしょっぴかれたオーナーをさっさと解放してくれ、って警察へ抗こう議ぎに行ってもらっただけだよ」

「……じゃあ、『クスリ』は、何だったんですか？」

　薬屋のあるビルだったから、と明るい声こわ音ねを返され、類は膝ひざの上で拳こぶしを強く握にぎった。

　隠かくす必要など何もない、まっとうな弁護士業務のための外出だったのなら、一言そう言ってくれればよかったのに。なぜ、遠宮は自分には事情を話してくれず、有馬とこそこそ出かけたのだろうか。

「君にはただごろごろしてるように見えてるかもしれないけど、あれで結構、ちゃんと仕事してるんだよ、眞史は。自分が助けたいと思えば、報ほう酬しゆうに関係なく動くしね。君の幼おさな馴な染じみの件みたいに」

　ソファの背に肘をついたまま、笑って告げた有馬の手首に、ふいに視線が吸い寄せられる。真しん鍮ちゆう製せいのレトロな腕時計が目に入ったのだ。スケルトン仕様の文字盤ばんの個性的なデザインは緻ち密みつで美しいだけでなく、しっとりとした深い温かみも帯びている。

　スーツは悪あく趣しゆ味みなのに、ハンドメイドの製品だろう腕時計は品がいい。そのちぐはぐさを不思議に思ったときだった。突とつ然ぜん、扉とびらが大きな音を立てて開き、遠宮が入ってきた。

「有馬。何を勝手なことをしてるんだ」

　遠宮が地鳴りめいた低い声を放ち、有馬を睨にらむ。

「べつに、計画的に呼び出して、連れこんだわけじゃないぞ。ちょっとした偶ぐう然ぜんの成り行きだ」

　有馬は上半身を起こし、おどけたふうに肩を竦すくめる。

「偶然？　佐原、お前、こんなところへ寄り道しに来たのか？」

　険しい眼まな差ざしを向けられ、肩が小さく震ふるえる。

「……すみません。先生のお帰りが遅くなりそうでしたし、ここは帰り道の途と中ちゆうでしたから、今日の報告は大介に直接会ってしようと思って……」

「おい、眞史。そう不ふ機き嫌げんな面するなって。お前にも茶を出して、ついでに美う味まいタルトを食わせてやるから、機嫌直せよ」

　遠宮が全身から放つ怒ど気きをまるで気にした様子もなく言って、有馬は立ち上がる。

「まあ、ほら、座れって。お前の好きな、ブルーベリーのやつだぞ」

　有馬が冷蔵庫から大きなタルトを取り出し、ローテーブルの上に置く。

　遠宮の好物が甘いものだというのは、本当らしい。縁を流線状の生クリームに囲まれ、ぎっしりとブルーベリーを載のせているタルトを見て、遠宮が眉み間けんの皺しわを薄うすくした。

「あとで店の女の子にも出すから、全部はやれんが、特別に俺と佐原君のぶんを分けてやる。ありがたく思えよ」

　有馬は取り出した皿の上へ、見ているだけで胸焼けがしそうなほど幅はば広びろに切り分けたタルトを載せる。

「恩着せがましい言い方をするな。自分が食えないものを、俺に押しつけてるだけのくせに」

　類の隣となりに座った遠宮は、むすりとした顔で有馬を睨む。

　そんなふたりのやり取りを見ていて、ふと大学時代の情景が頭に浮うかんだ。

　ゼミの恩師に出された愛妻の手作りケーキを、類も自分の取り分を減らすために、甘いもの好きの人間を見つけては押しつけていた。そうした相手は大たい抵ていは女だったけれど、なぜか眼前に蘇よみがえったのはある若い男の姿だ。

　類が四年生だった五年前のことなので、隣の漆間の研究室にたまたま居合わせた講師と思おぼしきその男の顔は、おぼろげに霞かすんでいる。

　だが、相当に変な男だった、という印象だけは妙みように強く残っている。

　英国紳しん士しを思わせるとても仕立てのいいスーツを優ゆう雅がに纏まとい、そばへ寄ると気き後おくれするほどの「セレブ感」を漂ただよわせていたのに、やたらと意い地じ汚かったのだ。ケーキを切り分けようとしていた類に、男は熱っぽい眼差しで、もっと大きく、もっと大きく、と激しく訴うつたえかけてきた。だから、小皿からはみ出すほど大きく切って渡してやった。

　男は類とさほど歳は離はなれていないふうだったが、到とう底てい、学生とは思えないほど身なりがよかった。だから、類は、「講師かもしれないから、愛あい想そ笑いでもしておこう」と考え、にこにこと笑え顔がおを振ふりまきつつも、内心では「気持ち悪い奴やつ」と肌はだを粟あわ立だてていた。

　記き憶おくの底からあの変に粘ねばり気のある視線が浮き出てきたせいか、あるいは濃のう厚こうな生クリームの匂においが香かおってきたせいか、むかつきが喉のどもとへ迫せり上がってきた。

　かすかな吐き気を覚えて俯うつむいた刹せつ那な、類は目を瞠みはった。遠宮の腕時計が、有馬のそれと同じだと気づいたのだ。

　そうそう巷ちまたに溢あふれているはずはない、ハンドメイドだ。ただの偶然とは思えない。

　どうして、男同士で同じ腕時計をしているのだろう、という疑問を押しのけて、有馬への嫌けん悪おが胸に広がった。

　軽薄な笑い方や喋しやべり方が嫌きらいだ。結けつ婚こん式の新しん郎ろうでもないのに、平然と白いスーツを着られるセンスが気持ち悪い。そして、自分の知らない遠宮の顔を知っていることを、類はとても腹立たしいと感じた。







　その夜、事態は急変した。夜間の行動調査を担当している探たん偵ていから、「紗英が外出して男と会い、ホテルに入った」と連れん絡らくを受けたのだ。さらに翌日の昼には、岩崎が紗英と関係を持った男を脅おどしているところを撮さつ影えいできた。

　今回の脅し文もん句くには、回りくどい前置きは一いつ切さいなかった。ネットで出会って意気投合し、その数時間後には紗英とホテルへ入ったらしい男は、俺の女に云うん々ぬんという、美つつ人もた局せの見本のような言葉で凄すごまれると、諦てい観かんした青い顔になり、岩崎に言われるままに銀行で金を下ろし、渡していた。

　あとから聞いたところによると、大介のときのように、数日間のそれらしい手順を踏ふんで、慎しん重ちように事を運ばなかったのは、一昨日おととい、ペットショップで見つけた五十万円の子こ猫ねこを、どうしても今すぐほしくなったからだという。その身勝手な理由には呆あきれるしかなかったが、おかげでふたりが美人局だと立証できる証しよう拠こが手に入った。

　遠宮は、交こう渉しよう相手に紗英を選んだ。大介に岩崎を呼び出してもらった隙すきに紗英と接せつ触しよくし、三十分もかからずに騙だましとった金の返済に応じさせた。「大介に暴行された」という訴えは狂きよう言げんだったと認め、金を全額すぐに返せば、この件での通報はしない、と言葉巧たくみに説得したのだ。

　紗英は、所持していたいくつかのブランド品をリサイクルショップに売って作った金を差し出すところまでは大人しく遠宮の言葉に従っていた。しかし、刑けい事じが現れたことに気づいたとたん、目を吊つり上げ、金切り声で遠宮に食ってかかった。

「騙したのっ？　何よ、あんた、弁護士のくせに噓うそついたのっ？」

「噓はついてない。金を返せば、奥田の件では通報しない、と言っただけだ」

　前方を遠宮と類に、後方をふたりの刑事に囲まれた紗英は、逃とう走そうは無理だと判断したのか、その場に突つっ立ったまま、「死ね、クソ弁護士っ」と毒づいた。

「西岡紗英だな。一いつ緒しよに来て、話を聞かせてもらおうか」

　警察手帳を見せた刑事に紗英は舌打ちを返し、電話を一本かけさせてほしいと求めた。

「岩崎を逃がそうとしても、無む駄だだぞ。もうすでに、身み柄がらは確保したからな」

　刑事に告げられ、紗英は目を見開いて「あの人、捕つかまえたの？」と叫さけんだ。

「酷ひどい、酷い、酷いっ」

　紗英は、岩崎に異様な心の囚とらわれ方をしているのかもしれない。しゃがみ込み、首を振って激しく泣き出した紗英のそばで、刑事のひとりが肩を竦めて笑った。

「酷いのは、純じゆん朴ぼくな男をだまくらかしたあんたと、あんたに男の相手をさせた岩崎だろうが。大体、あんなクズのどこがいいんだ？　子供みたいに泣いてないで、別れられるいい機会になったことを、喜べよ」

　次の瞬しゆん間かんだった。一番、逃走の突とつ破ぱ口こうになりやすいと考えたのか、立ち上がった紗英が、細長いかんざしのついた髪かみ留どめを引きちぎって高くかざし、類に向かって振り下ろした。

　避よけようとしたが、身体からだが動くより先に、遠宮の腕が女の凶きよう器きを叩たたき落としていた。







「先生。腕、痛くなってないですか？」

　台所の食しよく卓たくで着流し姿の遠宮に酌しやくをしながら、類は自分でも何度目かわからなくなった問いかけを繰くり返した。

　紗英の髪留めについていたかんざしの先せん端たんは予想外に鋭するどく、遠宮のスーツを突き破っていた。

「大だい丈じよう夫ぶだ。散々、見ただろう？　少し跡あとがついてるだけで、かすり傷にもなってない」

　柔やわらかな口調で答えた遠宮を、類はじっと見つめる。

「何だ？　骨でも折れてないか、もう一度べたべた触さわって確かく認にんしたいのか？」

　揶や揄ゆするように言って、遠宮が笑う。

「いえ、そうじゃなくて……」

　大介のことでは、費用から警察への対応まで、結局何もかも遠宮に頼たよりっぱなしだった。それどころか最後には、激情に駆かられた女の攻こう撃げきから、守ってもらうはめになった。

　解決のきっかけとなった美人局の現場を捉とらえたのも、類ではなく調査会社の探偵だ。なのに、大介から、遠宮に対するものと同じ感謝を向けられて、類はずっと落ち着かない気分でいる。

「あの、先生。やっぱり、調査の費用、私に払はらわせてください」

「必要ない。三、四年ていどの勤務年数じゃ、どうせ大した退職金は出なかったんだろう？　開業資金に大事に取っておけ。金は、持ってる者が出せばいい」

「じゃあ、何か、お礼をさせてください。本来は私が引き受けたことなのに、何もせずに、ただ先生にお世話になりっぱなしでは、気がすみません」

「何もしてないわけじゃないだろう。俺の世話を放ほうり出して、あのぼんくら幼おさな馴な染じみのために、毎日、探偵ごっこをしてただろうが」

「でも、役には立ちませんでした。だから、何もしてないのと同じです」

「調査中に対象がどう動くかは、こっちが決められることじゃない。お前は自分ができることをしたし、それに夜番は駄だ目めだと言ったのは俺だ」

　ですが、となおも言い募つのろうとした唇くちびるを、ふいに長い指先でそっと押し塞ふさがれた。

「俺にあのぼんくらの代理人を引き受けてもいいと思わせたのは、お前だ、佐原。つまり、お前があいつを助けたのも同然だ。だから、これ以上、うるさいことをごちゃごちゃ言うな」

　言葉遣づかいは少し乱暴だった。けれども、その響ひびきはとても温かかった。遠宮の声は、胸の奥深くへ沁しみ入ってきて、類が感じていた引け目をほろりと溶とかしてくれた。

　そして、向けられる眼差しには、今まで見たこともない柔らかな光が宿っていた。

　視線を合わせると、まるで遠宮の優やさしさが心の中へ流れこんでくるようで、知らず知らずのうちに瞼まぶたが震ふるえた。

　気のせいではなく、今、遠宮は、自分を思いやってくれている。己おのれの不ふ甲が斐いなさを嘆なげく類を労いたわり、慰なぐさめてくれようとしている。そうはっきりと感じられた。

　類は、それが、何だかひどく嬉うれしく思えてならなかった。

「言わせてください。どうしても、先生にお礼がしたいです。何でもしますから、何か言ってください」

　遠宮は片眉まゆを上げてしばらく考えこんでいたが、やがて何かを閃ひらめいたような表情になり、薄うすく笑んだ。

「なら、絵のモデルをしろ」

　自分の気に入ったものしか描えがかない遠宮の絵のモデル──。

　その求めが意味していることを、類は考えた。

　もしかしたら、自分は遠宮に受け入れられたのだろうか。身体だけでなく、心ごと。そう思った瞬間嬉しさに満ちていた胸が、なぜかさらに熱くなり、類は躊躇ためらうことなく頷うなずいた。

　絵のモデルになることで、遠宮の記憶の中に刻まれたい。「遠宮の気に入ったもの」として。どこからともなく、そんな気持ちが湧わいたのだ。







　ふたりでアトリエへ行き、「裸はだかになれ」と言われたときには少し動どう揺ようしたが、今いま更さら、恥はずかしがることでもなかったので、類は服を脱ぬいだ。

　広げられたシーツの上で要求されたのは、遠宮に向かって上体を反らして座り、折り曲げた脚あしを開く格好だった。一瞬、せり上がりかけた抗こう議ぎの言葉は、スケッチブックを開いた遠宮の真しん剣けんな顔を見ると、喉のどの奥へすべり落ちていった。

「……先生。目は閉じていいですか？」

「駄目だ。ちゃんと開けて、前をみていろ。腕が痺しびれたら、言え」

　そのあとは、何の会話も生まれなかった。

　窓辺の椅い子すに座った遠宮が走らせる、なめらかな鉛えん筆ぴつの音。窓の向こうの、こんもりとした黒い茂しげりとジャスミンの白い花。甘い香かおりがかすかに溶けこんだぬるい夜気。シーツ越ごしに伝わってくる、ひんやりとした床ゆかの硬かたさ。

　広い庭に囲まれた家には外界の音は聞こえてこず、静せい謐ひつさに支配された空間の中で、類はすべてを晒さらして遠宮を見つめ、遠宮も類のすべてを見つめた。

　向けられる双そう眸ぼうに宿る色は、ベッドの中でのそれとはまったく違う。

　そうわかっているのに、類の肌はだはやがて熱を帯びはじめた。

　乳ち首くびが赤く熟うれて芯しんを持ち、つんと尖とがり勃たつ。脚の間にしんなりと垂れていた薄うす紅べに色の陰いん茎けいもふるりと頭を振って、ゆるい角度をつける。

　けれども、遠宮がいつもの卑ひ猥わいな揶揄を発することはなかった。遠宮は黙だまったまま、静かな表情で手と目を動かすだけだった。

　ただ見られているだけで興奮してしまった様を、冷静な眼まな差ざしに観察され、羞しゆう恥ちが深くなる。そして、類はますます昂ぶった。

　遠宮の目の前で、類のペニスはふらふらとしなりながら、徐じよ々じよに徐々に頭の位置を高くしていった。

　ひくひくと揺ゆれ動く陰いん囊のうのその奥で、蕾つぼみも勝手にほころんでゆく。ものほしげに窄すぼまりを開き、鮮あざやかな肉色をちらちらと見せているのだと思うと、たまらなく恥ずかしかった。

　濃こい赤みを帯びて反り返るペニスが、先端の秘裂から蜜みつをじわりとにじませる。

「……っ」

　息を詰つめて我が慢まんしようとしたが、雄おすを求めて火ほ照てる身体は類のいうことを聞かなかった。

　くぱりと淫いん靡びに割れた蜜口から、欲よくの雫しずくがとろとろと滴したたった。　>>>♥

「んっ……」

　背が反り、内うち腿ももが痙けい攣れんし、張り詰めたペニスがぷるぷると震える。

　あとからあとから溢あふれ出てくる透とう明めいな淫液が、シーツにぐっしょりとした溜たまりを作っても、遠宮は何も言わなかった。

　部屋の中が静せい寂じやくに満たされているぶん、先端から蜜がたらたらと漏もれ滴っていく感かん触しよくがはっきりと下か肢しの奥へ伝わってきて、快楽神経が灼やかれているかのようだった。幹を伝って流れ落ちてきた蜜を吸い蠢うごめく蕾からは、濫りがわしい水音すら聞こえてくる。

「──先生っ」

　もうこれ以上こらえきれず、類は高く叫さけんだ。

「何だ？　腕が痺れたのか？」

　淡あわく笑えんだ遠宮が、優しい声こわ音ねで底意地の悪い質問をする。

「ち、違っ……。先生っ」

　今は遠宮の許しがなければ、動いてはならないような気がしていた。

　だから、類は首を振り、欲の熱に潤うるむ視線で遠宮に縋すがった。

「なら、どうしたいんだ？　トイレで抜ぬいてきたいのか？」

「違い……ますっ」

　もう一度、弱々しく首を振ると、椅子から立ち上がった遠宮が、ゆっくりと歩み寄ってくる。

「じゃあ、どうしたいのか言ってみろ」

「……先生が、ほしい、です」

「舐なめたいか？」

　頭上から静かに落ちてきたその問いに類は瞬またたきで頷きを返し、伸のび上がって遠宮の着物の前を開いた。

　類がひとりで痴ち態たいを演じている間、遠宮はとても冷静に見えた。けれども、艶つややかな黒い布地の奥から現れた赤黒いそれは、ゆるやかに萌きざしていた。

　早く遠宮に穿うがたれたくて、類ははしたなく喉を鳴らし、太い肉茎に口づけた。

「んっ、ふ……」

　遠宮の雄は、類の口淫で瞬く間に猛たけった。もう咥くわえていられなくなった熱塊を口から離はなし、類はなめらかな皮ひ膚ふを舐め吸い、懸けん命めいに舌を這はわせた。

　亀き頭とうを掌てのひらに包んで擦こすりながら、浮うき上がっている血管を尖らせた舌先でぐっと押して舐め上げると、遠宮は弾はじけそうな勢いで嵩かさを増した。

「ぁ……っ」

　いつにない、あからさまな反応に少し驚おどろいて瞬くと、もういいと言うように頰ほおを軽く叩たたかれ、乳首を摘つままれた。

「あっん」

　指の腹に挟はさまれた瞬しゆん間かんの弾はずみを潰つぶされる感覚がどうしようもなく甘美で、類は腰こしをくねらせた。その拍ひよう子しに左右に揺れたペニスの先せん端たんから蜜液が細く飛び散り、遠宮の足の甲こうを汚よごした。

「お前、すごいな、佐原。見られてるだけで、こんなに乳首をこりこりに勃たせて、イきそうになるいやらしい身体からだは初めてだ」

　類の乳首をふたつ同時にくりくりともみ上げて笑う遠宮の声音は、嬲なぶるというよりは、本気で感心しているふうだった。

　一体、誰だれと比べられているのだろうと思った瞬間、ふいに首筋をひんやりとしたものが走り、熱が冷めそうになる。

「んっ、や……ぁっ」

　類は咄とつ嗟さに眉み間けんに力を入れ、身体から逃げていきそうな快感を必死で押しこめる。

　今は、よけいなことは考えたくない。この男の逞たくましい身体だけを感じて、喘あえぎたかった。

　熱い怒ど張ちようをそそり立たせる遠宮を見上げ、類は「眞史先生」と湿しめった声をこぼす。

「もう、ほしいです……」

　濡ぬれた楔くさびが大きく脈動したのを感じ、類はその猛たけ々だけしく艶なまめかしい皮膚に唇くちびるを押し当てた。

「佐原。お前、どこでそんなねだり方を覚えたんだ？」

　遠宮が苦く笑しようし、類の頰を撫なでる。

「ベッドへ行くか？」

　類も遠宮も、いつも以上に興奮している。

　おそらく、遠宮の問いかけは、手加減ができそうにないほどひどく抱いてしまいそうだから、という意味だ。

　それがわかったからこそ、類は首を振って、脈打つ雄に口づけた。

　隣となりの部屋へ移動するわずかの間すら、もどかしくて嫌いやだった。

「先生、早く……っ」

「そんなに煽あおるな、佐原。いきなり突つっこみたくなるだろうが」

　穏おだやかに諭さとす口調で言って、遠宮は類の肩かたを優やさしく押して身体を離す。

「……それでも、かまいません」

　そう細く声を震ふるわせると、脚を開くように求められた。

　すぐさま先ほどと同じ格好になって広げた脚の間を、遠宮がのぞきこむ。

「お前、今晩はどうしたんだ？　もう後ろまでびしゃびしゃだな」

　問いながら、遠宮は蜜液でぬるつく花はな襞ひだの環わをぐるりと撫でてから、指を付け根まで一気に押し挿いれた。

「──あぁっんっ」

　待ち望んでいた、けれども物足りない責めに、類は眉まゆを寄せて腰を浮かせる。

「あのぼんくら幼おさな馴な染じみを助けられたことが、そんなに嬉うれしかったのか？」

　締しめつける粘ねん膜まくを押しのけて力強く何度か前後に動き、入り口のぬめりを奥へ広げたあと、遠宮はいきなり指を三本に増やして襞を引き延ばし、類の官能の凝こごりをぐりぐりともみつぶした。

「あっ、あ……っ。そ、そうじゃなくて……っ」

「じゃあ、何だ？」

　奥深くへ潜もぐりこませた指でばらばらに内ない壁へきを叩き擦られ、腰が跳はね上がった。

「あぁっ！　わ、わかりませんけど、……んぁ、先生が、ほしい、んですっ」

　そう告げた瞬間、遠宮が指を突とつ然ぜん引き抜き、はしたなく口を開いたままのそこへ熱塊を宛あてがった。

「そんなにほしいんなら、今から挿れてやるから、存分に味わえ」

　濡れてはいるものの、まだ少し硬かたさを残す肉筒の隘あい路ろを灼しやく熱ねつの杭くいが強ごう引いんに裂さき、奥へ奥へと勢いよく進んでくる。

「──あぁっ！　あっ、あっん！」

　雄お々おしく張り出した笠かさの分厚い縁で媚肉をぞろぞろと抉えぐられる感覚が、堪たまらなかった。

　類は遠宮に貫つらぬかれながら、高い嬌きよう声せいと一いつ緒しよに白はく濁だくを細く噴ふき散らした。

「──っ、挿れただけで、我慢できなくなるくらい感じたのか、佐原」

　凄すさまじい快感に激しく収しゆう斂れんする内部を容よう赦しやなく最奥まで穿つと、遠宮は密着させた腰をさらにぐりぐりと押しつけつつ、大きく円を描えがいて回した。

「やぁっ、あっ、あ……っ！」

　極きわまって噎び啼いている最中の襞を無む慈じ悲ひに刺し激げきされ、体内が爛ただれてしまいそうな強きよう烈れつな悦えつ楽らくを無理やり与あたえられ、類は高く蹴けった脚先を痙攣させて悶もだえた。

「お前、もう女が抱けない身体になってるんじゃないか？」

　身体からだ中じゆうを悦楽の波がうねり、喉のどが仰け反って返答の言葉を紡つむげない類を、遠宮は荒あら々あらしく速い腰こし遣づかいで穿ちはじめた。

「ああっ、あっ、あっ」

　絶頂の余よ韻いんが醒さめやらないまま、視界が揺れる勢いで深く、大きく突き上げられる。

　目の眩くらむ愉ゆ悦えつが膨ふくれあがり、肺が押しつぶされそうに苦しいのに、気持ちよくてたまらない。

　類の性器は萎なえる暇ひまもなく、根元からあられもないはしたなさで躍おどり上がり、遠宮の動きに合わせて右へ、左へと揺ゆれた。

「いやぁ……っ。あっ、あっ、せんせ……っ」

　ねっとりとした摩ま擦さつ熱で腰こし骨ぼねが溶とけてゆくような錯さつ覚かくに襲おそわれ、類は遠宮の背にしがみつく。

　何も纏まとわない無防備な身体にのしかかっている男は、帯の下を広げている以外、乱れているところはない。

　そのせいか、今度は遠宮の征せい服ふくを受けているかのような気分を覚えた。

　体内をずんずんと重く捏こねえぐる太い楔と、大きく開いた会え陰いん部ぶを強したたかに打つずっしりとした陰いん囊のう。自分は今、この男に抱かれ、身も世もない快感を与えられているのだという実感がじわじわと胸の奥から迫せり上がってきて、眦まなじりが熱く潤んだ。

「あっ、あっ……ん。せんせっ、そこ、……そこっ、やっ。だ、だめぇ……っ」

「もっとってねだってるようにしか聞こえないぞ、佐原」

　獰どう猛もうに笑えんだ遠宮が、類の弱い部分をわざと擦りつぶす動きで、蕩とろけた襞を突き穿つ。

「やぁっ……、あぁん」

　官能そのものの敏びん感かんな部分をもみこまれながら、脈打つ杭を角度や速さを変えつつ抜き挿さしされ、瞼まぶたの裏が白んでゆく。

　類はただ恍こう惚こつとして、浮かせた腰を、透とう明めいな蜜みつを滴したたらせる花か茎けいごと淫みだらに振ふり立てた。

「あっ、あっ……、先生っ、せんせ……っ」

「気持ちいいか、佐原」

　耳じ朶だを舐なめる声に、濃こい艶つやがにじんでいた。

「んっ……。いいっ……、いい……っ。先生、せん、せっ」

　啜すすり啼きで答えた類の両りよう脚あしを抱かかえ、遠宮が抽ちゆう挿そうの速度と荒々しさを凄まじいものにした。

「──あぁっ！」

「イきそうか、佐原」

　襞を捲めくる勢いで後こう孔こうを出入りし、最奥へ衝しよう撃げきを送りこんでくる雄おすが、一ひと突つきごとに膨ぼう張ちようしてゆくのがわかり、類は腰をよじって身み悶もだえた。

「いく、……いくっ」

　そう細く喘いだときには、もう類は二度目の白濁を撒まき散らしていた。

「佐原。出してやるから、しっかり飲めよ」

　囁ささやかれたその言葉だけで、類の身体は歓かん喜きした。

　色を失った蜜をまたとろとろと吐はきつつ、遠宮をきつく締めつける。低い呻うめきが聞こえたあと、深く繫つながった場所に夥おびただしい精液の流れを感じ、類は遠宮の腰に脚を強く絡からませた。

「やっ、……あ、ぁっ。先生……っ。も、溶けそう……」

「俺も、お前に搾しぼりとられそうだ、佐原」

　吸いつくように淫らに蠢うごめく肉の壁かべを、まだ硬いままの楔で何度かぐちゅぐちゅと浅く突き、遠宮が覆おおい被かぶさってきた。

「気持ちよかったか、佐原」

　類は甘美な痺しびれが走る脚先を丸め、眦に涙なみだを浮かべて頷うなずく。

「……よかった、です」

「女を抱くより、俺に抱かれるほうが気持ちよかったか？」

　甘やかな笑みを湛たたえた優しい声が、快感に蝕むしばまれていた思考をさらに蕩かせ、虚きよ勢せいを張る気力を失わせた。

「それはわかりません……。女の人とは、したことがないので……」

　遠宮の胸に顔をうずめてぼそぼそと言うと、一いつ瞬しゆんの間を置いて肩を乱暴に押され、引き剝はがされた。

「……何？」

　強い眼まな差ざしで射られ、類は赤らむ顔を背そむける。

「だから、私は……、童どう貞ていなので、そんなこと聞かれても、わかりません」

「どういうことだ？　お前、二ヵ月前まで、女がいたんだろう？」

　類は遠宮の胸むな元もとの着物を引っ張り、その下に顔を埋うずめて「あれはセックスじゃなくて、最後に自じ慰いをしたときです」と告げる。

「おい、佐原。どういうことだ。ちゃんと最初から、わかるように説明しろ」

　遠宮が、類の肩ごと上半身を起こす。

「ぁ、ん……っ」

　雄を抜ぬかれ、向かい合う格好で座る。時々、蕾つぼみの奥から注がれた精液が漏もれ出てくるのを感じて背を震わせながら、類は自分の過去を告白した。

　明日になれば、話したことを後こう悔かいするかもしれない。けれども、一いつ旦たん、動き出した口は、もう止まらなかった。

「佐原。お前、本当に、セクハラをして地検を辞やめたのか？」

　話を聞き終え、遠宮は類の頤おとがいを指の背で撫なでながら首を傾かしげた。

「違います。したんじゃなくて、されて、辞めたんです」

「誰だれに、されたんだ？」

　上司です、と類はため息をつき、辞職した経けい緯いを遠宮に告げた。

「その虚きよ偽ぎの訴うつたえをした女検事は、上司とグルなのか？」

「ええ。出世欲よくがすごく強かったですから、何か上司と裏取引をしたんだと思います」

「無実だと訴えようとは思わなかったのか？」

「上司の周囲には、何人か事実を知っているらしい人もいましたけど、だからと言って私の味方になってくれる人はいませんでしたから。どうせひとりで闘たたかっても無む駄だなら、この騒さわぎが外へ漏れないうちに、大人しく辞めたほうが自分のためだと思ったんです。要求通り辞めたのに、噂うわさをばらまかれたのは誤算でしたけど」

　苦く笑しようをこぼした類の唇くちびるを、遠宮がふいに慰なぐさめるように優やさしく啄ついばんだ。

「お前、そのふたりに仕返しをしたいか？」

「……え？」

「お前が望むなら、そいつらに社会的制裁を加えてやるぞ？」

　遠宮の表情は至って真ま面じ目めで、とても冗じよう談だんを言っているふうには見えなかった。

　類を見つめる眼差しには、自信が満ちてさえいる。どんな方法を使おうとしているのかは見当もつかないが、「遠宮」の名前にはそれだけの力があるということなのだろうか。

　一瞬、頷きたい衝しよう動どうに駆かられたけれど、結局、類は「結構です」と首を振った。

「あのふたりを恨うらんでないわけじゃないですけど、でも、どうせ検察に骨を埋める気はなかったんですし、今は、できるだけ早く忘れてしまえれば、もうそれでかまいません」

　本当は、遠宮が類の話をただの一度も疑わず、身の潔白を信じてくれた嬉うれしさが、心の奥で凝こごっていた恨みを溶かし、類を前向きな気持ちにさせてくれた。

　けれども、何となく気き恥はずかしくて、それを口にすることはできなかった。

「そうか」

　類を包みこむように見つめ、淡あわく笑んだ男の美び貌ぼうに、胸がじわりと熱くなった。

　どうして、遠宮に信じてもらえたことが、こんなにも嬉しいのだろう。

　どうして、遠宮の優しい言葉だけで、心が歓喜に満ちるのだろう。

　どうしてだろうと考えながら、遠宮の慈いつくしみを宿したような双そう眸ぼうを見つめ返したとき、ふと抱きしめてキスをしてほしいという思いが湧わき起こった。そして気づいた。

　遠宮に優しくされると嬉しい理由が。

　昨日、遠宮と親密な有馬を、あれほど嫌きらいだと感じた理由が。

「で、そのセクハラ上司とは、何もなかったんだろうな」

「はい。スーツの上から肩や腰こしのあたりを触さわられたり、手を握にぎられただけです」

「セックスだけじゃなくて、キスも俺が初めてだったのか？」

「そうです。……それから、家族以外に食事を作ったのも、先生が初めてです」

「この家で、初めてづくしの経験をしたわけか、お前は」

　少し揶揄からかうような優美な笑みを向けられて胸が甘苦しく疼うずき、気がつくと遠宮の肩にしがみついていた。

「何だ、二回目の催さい促そくか、佐原」

　類は返事をする代わりに、遠宮の雄を自ら後孔へ宛あてがい、吞のみこんだ。すぐに、遠宮のゆるやかな突つき上げが加わる。

　男の精液を含ふくんで蕩けた媚び肉にくがかき回され、接合部からぐちぐちと粘ねばりつく音が響ひびく。

「あっ、あっ、あっ……。先生……」

　粘ねん膜まくをずりずりと引っ搔かいて抜き出される楔くさびとともに、内奥から流れ落ちてきた精液が漏れこぼれる。

　類は恍惚として喘あえぎながら、いつまでもずっと遠宮とこの家で暮らしたい、と願った。

　最初は、下品なエロオヤジにしか見えなかった男の首筋に顔を擦こすりつけて腰を激しく揺ゆらしながら、遠宮が好きだと心から思った。
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　夕刻が近くなり、類は庭へ出た。しっとりとした甘い香かおりを含んだ空気を吸いこみながら水を撒いていると、部屋の窓から遠宮が「佐原」と類を呼んだ。

　ジーンズ姿で手に車の鍵かぎを持っていた遠宮は、これから夕食の買い出しに行くと告げた。

「あ、じゃあ、ちょっと待ってください。水やり、もう少しかかりますから」

「いや、お前は家でゆっくりしてろ。うろうろ出歩くと、腰にくるぞ。何もなくても、ずっと俺が入ってる感じ、なんだろう？」

　淡い笑えみを浮かべた遠宮が、数時間前に類が口にした言葉を揶揄う口調で真ま似ねる。

「……もう大だい丈じよう夫ぶです」

　昨夜、類は遠宮と一晩中抱き合った。なのに、今朝も目覚めてすぐに、赤く腫はれた蕾は、逞たくましい漲みなぎりを吞みこみたがった。

　結局、今日は何も予定がないという遠宮と、昼過ぎまで互たがいの身体からだを貪むさぼり合い、溶とけ合った。

　ようやく、とりあえずの満足を覚え、さすがに硬かたさを失っていた雄を離はなしたとき、類の腰はすっかり砕くだけてしまっていた。

　幼い子供のように一から十まで世話を焼かれて身体を拭ふき清められたあとも、しばらくは膝ひざが笑ってしまったり、腰の重い違い和わ感かんがとれなかったりで上う手まく立ちあがれなかった。そのせいで、今日はほとんどの家事を遠宮に代わってもらっていた。

「なら、今晩に備えて、下半身を休ませておけ」

「……そういう台詞せりふって、すごくオヤジ臭くさいと思いますけど。先生、弁護士なんですから、もう少し品格を持ってほしいです」

　耳もとで響いた艶なまめかしい声に、目もとがじわりと赤らむ。それが恥はずかしくて、俯うつむいて非難めいた言葉をぼそぼそと落としてみる。

　すると、「そりゃ、悪かったな」と頰ほおを指の背で撫でられる。擽ったいようなその感かん触しよくが嬉しくて、顔に散る朱しゆがさらに濃こくなった。

「で、夕飯は何がいい？　お前の好きなものを作ってやるぞ」

「……じゃあ、先生の一番好きな料理を食べたいです」

「好きな？　得意な、じゃなくてか？」

「ええ、そうです。料理だけじゃなくて、飲み物やデザートも先生の好きなものがいいです」

　そう答えたのは、一昨日おととい、有馬に教えられるまで、遠宮の好物を知らなかったことが、悔くやしかったからだ。

「変わったリクエストだな」

　遠宮は類の頤おとがいを掬すくって笑い、啄むキスを置いて出かけていった。

　自然と笑みがこぼれてしまうような温かな幸福感に満たされた気分で、類は水やりを続けた。

　遠宮の意外な一面や優しさを知るほどに、軽けい蔑べつだけだった感情が少しずつ変化して、いつの間にか恋こいへと変わっていた。そのことに気づいたからか、今日は目に映るものすべてがやけにきらきらと輝かがやいて見える。

　こんな気持ちを感じるのは、生まれて初めてだ。高校時代に一度だけあった、短い交際期間にも、抱いだいた覚えはない。もしかしたら、あのときの感情は恋と呼ぶには幼すぎるもので、今のこの気持ちこそが、自分にとっての初めての恋なのかもしれない。

　そんなことを考えながら、早く遠宮に帰ってきてほしい、声が聞きたい、肌はだに触ふれたいと思っていたとき、ジーンズのポケットで携けい帯たい電話が鳴った。

　遠宮の父親の眞治からだった。先日、提出した報告書への感想が主な内容で、特に大した連れん絡らくではなかった。

　けれども、「経費が不足したら、遠えん慮りよなく言ってくれ」、「眞史が今、どんな女とつき合いを持っているか、可能なら調べてくれ」などの事務的な伝達事じ項こうを受けているうちに、ふわふわとした浮うかれ気分が、まるで潮が引くかのように消えてしまった。

　耳に淡たん々たんと響ひびいてきた眞治の声が、類に否いや応おうなく現実を突つきつけたのだ。

　遠宮との関係を成り立たせているのは愛情ではなく、ただの契けい約やくだ。契約が終しゆう了りようすれば、あるいは遠宮の父親に解かい雇こされれば、それで遠宮との関係も終わってしまう。

　類と遠宮との繫つながりは、そんなていどのものでしかないのだ。

　恋をしたと気づいた男にあまりに優やさしくされ、激しく求められ、うっかり勘かん違ちがいをしそうになっていたが、自分は遠宮の恋人でも何でもない。

　そもそも、冷静になってよく考えてみれば、遠宮は類に「おもしろい」とは言ってくれたが、「好きだ」とは一度も言っていない。「気に入ったもの」として絵のモデルにはしてくれたけれど、愛の言葉など一度もくれなかった。それはつまり、類が遠宮に抱いているような感情を、遠宮は類に対して持ってはいない、ということだ。

　熱病めいた恋心に浮かされ、都合よく忘れかけていた現実が目の前に押し寄せてきて、血の気が引いた。手足の先が冷たく痺しびれていくようで、類はまだ終わっていない水やりを中断した。

　熱いコーヒーでも飲んで、とにかく一いつ旦たん気を落ち着けたくて、よろめく脚あしで台所へ入る。

　コーヒーメーカーをセットして、力なく椅い子すに腰を下ろそうとした寸前、台所に設置されている固定電話が鳴り始めた。

　この電話にかかってくるのは、弁護士会関係の連絡ぐらいだと聞かされている。慌あわてて出てみて、類は眉まゆを寄せた。

　電話の向こうから、今、一番聞きたくない軽けい薄はくな声が聞こえてきたのだ。

『あー、よかった。佐原君、いたんだ』

　気落ちをしていたぶん、電話を切ってやりたい衝動に駆られたが、何とか耐こらえた。

『あのさ、眞史の携帯、全然繫がらないんだけど、あいつ、今、どこで何してるの？』

「少し前に買い物に行かれましたが、今、何をされているかはわかりません」

『ふうん。じゃあ、運転中かな』

　独りごちるように有馬は呟つぶやく。

「……先生に、何かご用なんですか？」

『うん、ちょっと急用。できれば、今すぐ、連絡取りたかったんだけどね』

「……そんなにお急ぎなんですか？」

　有馬は「そうだよ、すごく」と答えたが、急いでいる理由を教えようとはしなかった。

　自分と「眞史」は秘密を共有する仲なのだ、と誇こ示じされている気がして、苛いら立だちが膨ふくらむ。

　ささくれ立った感情が伝わったのか、有馬が「どうしたの、何だかえらくご機き嫌げんななめだね」と笑った。

『眞史と喧けん嘩かでもしたの？』

　おもしろ半分に冷やかす口調で問われ、胸の中で募つのっていた鬱うつ憤ぷんが鋭するどく尖とがる。

　よけいなことを口走る前に「いいえ」とだけ返して電話を切ればよかったのに、うねった怒いかりを抑おさえきれず、舌が勝手に動いた。

「あの……。急用というのは、顧こ問もんのお仕事ですか？」

『違うよ』

「……もしかして、遊びのお誘さそいですか？」

『だったら、こんなに急がないよ』

「じゃあ、どういうご用件で先生を捜さがされているんですか？」

　つい語気を荒あららげると、一いつ瞬しゆんの間が空いたあと、『内ない緒しよ』と有馬が囁ささやき声を発した。まるで、類が有馬に向ける嫉しつ妬と心を見み透すかしたかのように、くつくつと薄うすく笑いながら。

『まあ、だけど、真ま面じ目めな話、ほんと、急用だからさ。一応、眞史の携帯の留守電には用件を入れてるけど、もし、眞史がそれに気づかずにそっちへ帰ってきたら、すぐ留守電聞いて、こっちへ来るように伝えてよ』

　咄とつ嗟さに返事ができなかった類を、『あのさ、佐原君』と馴なれ馴れしく呼ぶ。

『君が何を訊ききたいか、何となくわかるけど、眞史が君に言ってないことを、俺の口からは教えられないんだよね。ほら、この前、店で君と話したあとにも、勝手なことするなって、散々あいつに文句言われちゃったしね』

　秘密を共有する関係は自分と遠宮だけのもので、そこにお前が入ってくる余地はない、とでも宣告されている気がした。

　電話の向こうの表情など見えるはずもないのに、自分を見下す薄笑いを湛たたえる有馬の顔が眼前にくっきりと浮かんできて、胸が悪くなる。

『そんなわけだから、溜たまってる疑問があるなら眞史に直接ぶつけてほしいんだけど。でも、ひとつだけ、いいこと教えてあげるよ』

　優ゆう越えつ感たっぷりの口調が不ふ愉ゆ快かいで堪らず、類は眉み間けんにきつく皺しわを寄せる。

「……何ですか？」

『アトリエのスケッチブック漁あさってみなよ。確か、青い表紙のやつだったかな。おもしろいもの、見られるからさ』

　じゃ、そういうことで、と有馬が先に切った電話の受話器を、類は叩たたき落とす。

　いちいち思わせぶりな物言いに腹が立った。だが、腹を立てるより先に、スケッチブックに何が描えがかれているのか確かめたくて、類はアトリエへ走りこんだ。

　遠宮の寝しん室しつと繫がっているガラス扉とびらが開け放たれていて、机の上に置かれている携帯電話が見えた。遠宮は、携帯電話を忘れていったようだ。

　それを有馬に知らせてやろうと思う親切心はまったく起きず、類はスケッチブックが収納されている棚たなから青い表紙のものを探して、五冊ほど抜ぬき取った。

　一冊目を順番にめくっていくと、ほとんどが風景画で、時々犬や鳥などの動物の絵が現れた。

　二冊目も同様だった。それらの優やさしい絵を鑑かん賞しようする余よ裕ゆうもなく、三冊目を手に取り、その半ばほどでページをめくる手を止めた。

　初めて、人物画が出てきたのだ。

　水すい彩さいで鮮あざやかに着色されたその絵の中で、赤いスーツ姿の男が椅子の背に肘ひじを置き、もたれかかるようにして立っていた。髪かみの長さは違うけれど、一目で有馬だとわかった。

　きっと、有馬が言っていた「おもしろいもの」とは、この自分の絵のことに違いない。

　絵からですら臭におい漂ただよってくる服のセンスの悪さと軽薄さに目を眇すがめながら、類は有馬の言葉の意味を考えた。

　遠宮は、自分が気に入ったものしか描かない。だから、絵のモデルになった昨夜、類は自分が遠宮にとって「特別な存在」になった気でいた。

　けれども、有馬は類より先に、「遠宮の気に入ったもの」の中に存在していた。

　しかも、卑ひ猥わいな格好を要求された類のヌードは簡単な鉛えん筆ぴつ描きだったのに、ちゃんと服を着て、気き障ざったらしいポーズまで決めている有馬の絵は色つきだ。素人しろうと目めにも、繊せん細さいな筆ふで遣づかいで心をこめて描かれたものだとわかる。

「遠宮の気に入ったもの」としてスケッチブックに描かれていること自体は同じでも、自分と有馬とには大きな差があるように思えた。

　遠宮にとって、自分はセックスの相手として多少気に入られた「オモチャ」でしかない一方で、有馬は遠宮と同等の「人」として大切に思われている。

　とても丁てい寧ねいに色を塗ぬられた有馬の絵を眺ながめていると、そんな気さえした。

　幾いく分ぶん大げさな誇こ張ちようが入っているのかもしれないが、有馬は遠宮の命の恩人だ。そして、同じ腕時計をしたり、類には教えられない秘密を共有したりする親密な仲だ。

　もしかしたら、肉体関係もあるかもしれないくらいに。

　不快に疼うずきはじめた頭の中で、ひとつの可能性がゆっくりと形を成してゆく。

　何かの事情で恋人になることはできないが、遠宮と有馬は深く愛し合っているのかもしれない。それを知らせるために──単なる契約関係で抱かれているだけの類が勘違いをしないよう忠告するために、有馬はこの絵を探せと言ったのだろうか。

　だとすれば、遠宮は逢おう瀬せがままならない有馬の身代わりとして、類を抱いているだけなのかもしれない。どんなに優しくしてくれても、そうしてくれる訳を一度も告げてくれないのは、遠宮が自分を単に「有馬の代わり」としてしか見ていないせいなのだろうか。

　惨みじめさと悔くやしさが綯ない交ぜになって身のうちで吹ふき荒あれ、類は息苦しさにスケッチブックを落として背を震ふるわせた。







　インターフォンが忙せわしなく続けざまに何度も押されたのは、コーヒーメーカーをセットしていたことを思い出し、とぼとぼと台所へ戻ろうとしたときだった。

『遠宮先生っ。お願いが、……すぐにお願いしたいことがあるんですっ。助けてください』

　応対に出たとたん、モニタに映った化け粧しようっ気のないほっそりとした若い女が、いきなり取り乱したふうに訴うつたえた。

「……先生は今、お留守ですが」

『そんな……。いつ、……いつ、帰られますか？』

　この家に来て初めてのことだが、依い頼らい人が訪ねてきたようだ。

　遠宮は携けい帯たい電話を忘れていて、連絡が取れないが、もうそろそろ帰宅するだろう。勝手な判断で追い返すわけにもいかないので、類はとりあえず女をリビングへ通した。

　女は、動どう揺ようせずにはいられない大きな問題を抱かかえているらしい。ひどく青ざめた表情で小刻みに震えており、コーヒーを出した類に、「先生、今、どちらにいらっしゃるんですか？」と泣きそうな顔を向けた。

「何度、携帯にかけても繫がらなくて、オーナーにお願いしても連絡が取れないって言ってたし、どこか遠くに行ってるわけじゃないですよね？　暗くなる前に帰られますか？」

　女の勢いに気け圧おされた気分で、類は瞬またたく。

「ええ、夕食の買い出しに出ているだけですから。先生、携帯を忘れていかれたんです」

　そう告げると、女は少し緊きん張ちようがほどけたのか、「何だ、よかった」と深く息をついてコーヒーカップに口をつけた。

「あの、オーナーって有馬さんですよね？」

　女は「ええ」と頷うなずく。有馬がいかにも意味ありげに告げた「急用」とは、この女のことだったようだ。

「名めい刺しにはここの住所が書いてあっても、本当の事務所はお店のほうだから、先生に依頼するときは向こうに行かないと、っていうのはわかってたんですけど。あたし、ナンバーワンの子と揉もめて辞やめちゃったから、行きづらくて。それに先生、前に、仕事の予定が入ってない日の昼間は寝ねてることが多いって言ってたから、もしかしたら携帯が聞こえないところで寝てるんじゃないかと思って、それで……」

「先生の事務所、有馬さんのお店にあるんですか？」

　去年まで「ゆずりは」のホステスをしていたという女に、類は愛あい想そ笑いで「本当の事務所」のことについて尋たずねた。

　自分は最近住みこみで働き始め、まだ事情を中ちゆう途と半はん端ぱにしか知らない遠宮の雑用係なのだ、と説明すると、女は特に躊躇ためらいもせずに教えてくれた。

「先生のお客って、あの界かい隈わいで夜、働いてる人か、そこからの口コミがほとんどなんですよ。それで、ここよりは『ゆずりは』の近所で話を聞くほうがお客さんにとって便利だから、そうしているうちに、いつの間にか『ゆずりは』のバックヤードの部屋が本ほん拠きよ地ちになったって言ってましたよ」

「そう……なんですか。でも、毎日そっちで事務所を開けているわけじゃないですよね？」

「あたしがいたときは、まちまちでした。毎日だったり、一週間に一回だったり。先生、自分で事務所の宣伝をしてないでしょう？　だから、大たい抵ていの依頼は、『ゆずりは』にいい弁護士の先生が間借りしてるって評判を聞いた人が、まずお店へのぞきに来るってパターンなんです。でも、そういうことが毎日あるわけじゃないので、オーナーから依頼人が来てるって連れん絡らくがあったときに事務所へ来るって感じでしたね」

　この家の中に事務所スペースがない理由が、ようやくわかった。呼びに来た有馬と、遠宮がどこへ何をしに出かけていくのかも。大介と再会するきっかけになった日もそうだったのだから、初日に有馬と出かけ、朝帰りをしたあのときも、おそらく何かの依頼があったのだろう。

　弁護士バッジはしていなかったけれど、着用はべつに義務ではなく、普ふ段だんからつけない弁護士も多い。遠宮はきっとそういうタイプなのだろう。

　日ひ頃ごろ、類が抱いだいていた、「遠宮はどこで仕事をしているのか」という大きな謎なぞは、これで解けた。だが、少しもすっきりしない。

　大介から有馬の正体を聞いたときにも、同じような胸の濁にごりを感じた。あのときはそれが何なのかわからず、ただ不快感に苛さいなまれただけだったが、今ははっきりと理由がわかる。

　謎が解けた喜びよりも、遠宮に隠かくし事をされていた悲しみのほうが大きいからだ。

「……遠宮先生は、いい先生って評判なんですか？」

　ええ、とても、と女は微笑する。

「ほかの弁護士が、儲もうけにならないって嫌いやがる面めん倒どうな依頼を積極的に引き受けてくれますし、経済的事情も考こう慮りよしてくれますから。着手金が無料だったり、分ぶん割かつ払ばらいがＯＫだったり。メールで無料相談もしてくれますしね。儲けになる債さい務む整理でならともかく、刑けい事じ事件でそういうことしてくれる先生って、あんまりいないでしょう？」

「そう、ですね……」

「もちろん、あたしも、お金にならない刑事事件を分割で、ってお願いしに来たクチで──」

　言いかけた途中、玄げん関かんの開く音がして、女が言葉を吞のんで立ち上がった。

　類より先に飛び出していった女のあとから玄関へ行くと、困こん惑わく顔の遠宮に女が早口で依頼内容を捲し立てていた。

　どうやら、女には執しつ行こう猶ゆう予よ中の夫がおり、その夫が先ほど、何かトラブルに巻きこまれて警察に捕つかまったらしい。

「先生。お部屋に携帯、お忘れですよ。それから、有馬さんから連絡がありました」

「……有馬から？　何て？」

　女から類があるていどの話を聞き、今まで自分が隠していたことを知られたと察したのか、遠宮の目には珍めずらしく少し動揺したような色が浮うかんでいた。

「携帯の留守電を聞いてください、と」

　伏ふし目がちに告げ、類は遠宮の足あし下もとにあったスーパーの袋を持つ。

　遠宮が、女が話した通りの弱者の味方の弁護士なら、類に夕食を作ってくれるという約束など放ほうり出し、すぐに着き替がえて女を連れて警察へ出向くだろう。

　そして実際に、遠宮はそうした。帰ってきてから作る、と一言だけ言い置いて。

　類は、しんとした廊ろう下かを歩いて、台所へ行った。食材を冷蔵庫に入れているうちに、段々と視界の端はしがにじんできた。

　遠宮の父親から、遠宮は怪あやしげな連中とつるみ、派手に夜遊び、女遊びをしている、と伝え聞き、類はそれを信じた。

　確かめる手段もなく、そう思いこまされていたのも要因とは言え、一方的な情報に基もとづいて、遠宮を弁護士という職にふさわしい品格とはほど遠い男だと軽けい蔑べつした。何の苦労もせず、法ほう曹そう界の名門一族である「遠宮」の名の上に胡座あぐらを搔かいているだけだと決めつけていた。

　けれども、そんな想像と、実際の遠宮はまるで違った。

　すっかり夜の歓かん楽らく街に馴な染じんでいるようだから、父親を失望させたことのない出来のいい御おん曹ぞう司しだった頃ころに比べ、多少の悪い遊びを覚えたのは事実かもしれない。だが、少なくとも、弁護士としては、青あお臭くさいまでの正義感をいだいていた頃のままのようだ。

　そうでなければ、厄やつ介かいな面倒事が転がっている夜の街を活動の本拠地にしたり、経済的な弱者の救済を積極的に行ったりするはずがない。部屋にこもってごろごろしていると類が思っていたときにも、遠宮はメールの無料相談などの仕事をしていたのかもしれない。

　遠宮は確固たる信念を持ち、弁護士として活動していたのだ。

　だから、誰だれに何を言われようと、もう父親のもとへ戻る気はなく、類との契けい約やくなど端から守る気がなかった可能性が高い。

　初めて会ったとき、遠宮は類を「父親の犬」と呼んで唾だ棄きした。

　何度も身体からだを重ねるうちに、類はいつの間にか遠宮と心も近づいた気でいた。法曹を目指した低てい俗ぞくなきっかけを知っても馬ば鹿かにはされなかったから、遠宮に受け入れられたつもりでいた。けれども、今も類は「犬」のままなのかもしれない。

　信しん頼らいも、好意もいだけない犬。ただ、一番手近なところにいた、顔が少し好みなだけの慰なぐさめのオモチャ。

　きっと、遠宮にとって、類とはそんなていどの存在でしかない。だからこそ、何も話してくれず、すべてを隠しているのだろう。

　ふいに頰ほおを伝い落ちてきた涙なみだを、類は手の甲こうで拭ぬぐった。

　いい歳をして、たかが失しつ恋れんで泣くなんてみっともない、と自分を嗤わらい、類は椅い子すに座ってぼんやりと虚こ空くうを眺ながめた。

　どうせ色恋沙ざ汰たに疎うといのなら、ずっと自分の気持ちに気づかずにいればよかった。そう後こう悔かいしながら、類はこれからのことを考えた。







　遠宮が帰ってきたのは、五時間ほどが経たった十時近くだった。

　台所で食器を洗っていたときに帰宅に気づき、玄関へ迎むかえに行くと、「悪かったな、こんな時間になって」と遠宮が詫わびた。

「もしかして、メシ、もうすませたか？」

　今晩すぐにでもこの家を出られるように荷物を纏まとめ終え、食べたばかりだった類は「はい」と返事をする。遅おそくなるだろう遠宮のぶんまで気き遣づかう気にはとてもなれず、作ったのはごく適当な一人前だ。

「たぶん、お帰りは遅くなるだろうと思いましたので。それより、お話ししたいことがあるので、今、お時間をいただいてもよろしいですか？」

　普段よりも慇いん懃ぎんな言葉遣いでそう求めた類を、遠宮はわずかに片眉まゆを上げて部屋へ通した。

　ベッドへでも座れ、と勧すすめられる。だが、類が扉口に立ったまま、「結構です」と拒こばむと、遠宮は小さく息をついた。

「話って、俺が今までどこで何をしてたか、ってことか？」

　スーツの上着をゆっくりとした動作で脱ぬぎ、遠宮はひとりがけのソファに座る。

「いえ、違います」

「じゃあ、何だ？」

「……遠宮先生は、本当は、私との約束を守ってくださる気がないのではありませんか？」

　遠回しに訊きいても意味がないので、直ちよく截せつ的に訊いた類を遠宮は探さぐるように見つめた。

「もしかして、電話で有馬に何か言われたのか？」

「青い表紙のスケッチブックを探すように、と。申し訳ありませんが、勝手に見させていただきました」

　類のその答えに遠宮は忌いま々いましげに目を眇すがめ、髪かみを搔き上げながら「なら、もうわかったんじゃないのか？」と静かに息をつく。

「あの約束は、お前を抱くためのただの口実だ」

　露ろ骨こつな問いには、露骨な答えが返ってきた。

　見え透すいた弁明をされても腹を立てただろうが、どうやら、類になど、言い繕つくろうふりを見せることすら面倒らしい。やはり、遠宮にとって、類は気まぐれに身体と心を弄もてあそんでもかまわないと思われる存在だったようだ。

「……では、お父様の事務所へは戻られないのですね」

「当たり前だ」

　一いつ瞬しゆんの迷いもなく吐はき捨てた遠宮を、類は扉口に立ったまま、まっすぐに見やる。

　遠宮から聞かされる返答は、大体、想像がついていた。ちゃんと覚かく悟ごをしていたつもりだったけれど、予想通りの反応を目まの当たりにするのは辛つらく、心がじくじくと痛んで悲鳴を上げた。

「そう、ですか」

　募つのる惨みじめさを隠すため、類は淡あわく笑う。すると、遠宮も「ああ、そうだ」と笑えんだ。

「だが、その代わり、」

「では、私はこちらにいても意味がありませんので、これでお暇いとまさせていただきます」

　働き口が見つかるまで、家政夫兼けん愛人として雇やとい直してやってもいい、などと言われでもしたら、平静さを保てなくなるかもしれない。

　何かを告げかけた遠宮を遮さえぎり、類は努めて明るく声を響ひびかせる。

「……は？　どうして、そうなるんだ？」

「私にとって、弁護士バッジはこれからの生活の糧かてとなるものです。ですから、それを得るためなら、元検事としてのプライドも、男としての矜きよう持じもクソ食くらえと思えますが、それでも、人間としての自尊心までは捨てたくないんです」

「お前、何を言ってるんだ、佐原。意味がわからんぞ」

　遠宮は眉をひそめ、啞あ然ぜんとした顔になる。

　本気で訝いぶかっているふうなその表情に、湧わいた怒いかりが瞬間的に沸ふつ騰とうする。

　騙だまされて有馬の代わりに抱かれ、いいように弄ばれても、「プライドのない犬」には傷つく権利すらないとでも思っているのだろうか。

「端たん的てきに言えば、死ね、チンチラオヤジ、ということです」

　どうせ、あと何分か後にはここを出ていくのだ。これぐらいの置き土産みやげは許されるだろう、と類が投げたせめてもの悪態に、遠宮が首を大きく傾かしげる。

「お前が怒っているというのはわかったが、何に怒っているのか、本気でわからん」

　遠宮は立ち上がり、類の前へ早足に歩み寄って来る。

「俺が理解できるように、ちゃんと説明しろ」

　肩に触ふれてきた男の手を、「触さわらないでください」と類ははねのける。

「理解も何も、騙されて、怒らないほうがおかしいでしょうっ。私は──」

　放とうとした言葉が、途と中ちゆうで喉のどに詰つまる。

　有馬の身代わりにされたことが許せなかったし、自分は遠宮に身も心も差し出したのに想おもい返してもらえないとひとりで悲ひ嘆たんにくれるのは、あまりに惨めだ。

　だから、遠宮のもとを去ろうと決めた。

　なのに、その顔を眼前にして、その手の温ぬくもりを服越ごしに感じたとたん、遠宮と離はなれがたくなった。もう会えなくなるのは辛いと思ってしまった。

　怒り、悔くやしさ、惨めさ、悲しさ、辛さ。それらが複雑に絡からまり合ってうねった感情の波に思考を吞のまれてしまいそうで、類は胸を押さえて俯うつむく。

　叶かなわない恋こいにみっともなく狼狽うろたえるこの脆もろい心を壊こわしたくないから遠宮のもとを離れたいのか、心が擂すりつぶされてもいいから遠宮と一いつ緒しよにいたいのか、類は自分でも自分が何を望んでいるのかわからなくなる。

「……私は、有馬さんの代わりじゃありません」

　震ふるえる声で、ようやくそれだけを押し出した類の頤おとがいを、遠宮の指がそっと捉とらえる。

「当たり前だろう、そんなこと。お前、本当に何を怒ってるんだ？　あの絵を見つけて、俺の気持ちがわかったんだろう？　どうして、有馬が出てくるんだ？」

　何か違い和わ感かんを覚える問いかけだった。だが、もういちいち理由を考えたり、腹を立てたりする気力もなく、類は薄うすく笑う。

「有馬さんの絵なんですから、当然じゃないですか」

　その答えに大きく眉を撥はね上げたあと、遠宮は「ちょっと来い」と抗あらがう類の手を強ごう引いんに引いてアトリエへ入る。

　遠宮は、棚たなから青い表紙のスケッチブックをなぜか二冊選んで取り出し、「お前の見た絵は、もしかしてこれか？」とあの有馬の絵が描かれたページを広げた。

「もしかしなくても、そうですが……」

「佐原。これは、有馬の女によう房ぼうから、あいつの肖しよう像ぞう画がを頼たのまれたときに、ついでに描いた試ためし描きみたいなもので、有馬はこのスケッチのことは知らない」

「有馬さんの……女房？　……肖像画？」

　耳をすっとすり抜ぬけていった言葉を、類は追いかけて繰くり返す。

　女房──ということは、そんなふうには見えないけれど、有馬は既き婚こん者だ。ならば、遠宮と有馬の間の障しよう壁へきは、有馬の妻なのだろうか。だが、そうだとしても、有馬が自身のスケッチの存在を知らないのなら、一体、類に何を見つけさせ、何をわからせようとしたのだろうか。

　それに、遠宮は自分のためにしか絵を描かないはずなのに。

　混乱する思考を整理しようと眉を寄せたとき、遠宮が答えをひとつくれた。

「肖像画なんて、俺にとってもあいつにとっても柄がらじゃないが、あいつの会社の顧こ問もんになったときに、お互たがいの人生の再出発の記念だからって、頼みこまれたんだ」

「人生の再出発？」

「ああ。お前、この前、有馬から俺たちが出会ったきっかけを聞いただろ？　有馬にとっては、あいつの親おや父じさんが作ったヤクザとの縁えんを全部清算して、まっとうな飲食店経営者としての再出発で、俺にとっては弁護士人生の再出発だった」

　肖像画の報ほう酬しゆうとしてこれをもらった、と遠宮はつけていた腕時計を類に見せた。有馬とお揃そろいの、あのハンドメイドの腕時計だ。それは、時計職人である有馬の妻が作ったものなのだそうだ。

　有馬の妻のことを話す遠宮の声こわ音ねに類は注意深く耳を澄すましてみたけれど、そこには特に含ふくむところはないように感じられた。

「……これ、先生と有馬さんがお互いを……信しん頼らいし合ってる証しよう拠ことしてつけているのかと思っていました」

　何からどう訊けばいいかまだよくわからず、類は腕時計へ視線を落としてぽつりと言う。

「まあ、確かに有馬のことは信頼はしてるが、特にそういう意味はない。この時計は、俺には、今言ったように再出発の記念品みたいなもので、有馬は単に愛妻製をつけているだけだ」

　淡く苦く笑しようして、遠宮は告げた。

「……先生と有馬さんって、どういう関係なんですか？」

「実業家と顧問弁護士兼けん友人、だな」

「それだけ、ですか……？」

　今までずっと答えを知りたくて、だけど口にすることができなかった問いを、類は遠宮におずおずと向けた。

　肩を竦すくめ、「ああ」と頷うなずいた遠宮に促うながされ、類は床の上に向かい合って座った。

　スケッチブックを脇わきに置き、胡座あぐらをかいた遠宮が「佐原」と類をまっすぐに見る。

「お前が映画のヒーローに憧あこがれて弁護士を目指したみたいに、俺にも子供の頃ころから理想としていた弁護士像がある」

　唐とう突とつな告白に少し面めん食くらいつつ、「どんな理想ですか」と類は問う。

「正義の味方」

　そう答えた遠宮の口もとには、微笑とも自じ嘲ちようともとれない笑えみが浮かんでいた。

「小学生のときに母親を亡なくした俺は、親父に金銭的には甘やかされたが、その反面、社会倫りん理りや正義を厳しく説かれて育てられた。ずっとあとになって、それは、親にかまってもらえない俺が非行に走って、家名に泥どろを塗ぬるような真ま似ねをしないように、という意味の躾しつけだったことに気づいたが、子供だった俺には親父が『正義を守る弁護士』に見えた」

　そんな父親を尊敬して成長した遠宮は、大学院への寄り道をしつつ、自身も父親と同じ道を選んだ。だが、父親の事務所に入所して目にしたものは、遠宮が思い描いていたものとまったく違った。

「正義も倫理もそっちのけで、事務所の利益と金のことしか考えてない親父に反発して事務所を飛び出してはみたものの、最初は色々とうまくいかないことの連続だった。結局、学生の頃から持たされてた親父名義のカードを使って生活するしかなかった自分に心底嫌いや気けがさして、社会から落らく伍ごしかけていた俺に自立の道を作ってくれたのが有馬だ。だから、得え難がたい友人だとは思っているが、あいつへの感情はそれだけだ」

　そう言って、遠宮は類の頰ほおへ指先を伸のばし、「だが、お前のことは愛している」と続けた。

　不意打ちのように類の鼓こ膜まくを震わせたその音の連なりの意味を理解するまで、数秒かかった。

「──え？」

　一いつ瞬しゆん、願望が生んだ幻げん聴ちようかと耳を疑ったが、違った。ぽかんと呆ほうけた類の頰を指の背で撫なで、遠宮が「俺は、お前を愛してる」と甘い声音で繰り返した。

「……本当、ですか？」

「本当だ」

「……いつから、ですか？」

「俺がお前にいつから惚ほれてたかや、その理由を説明すると少し長くなるが、その話を始める前に保険をかけさせてくれ」

「保険？」

　よく意味がわからず、類は瞬またたいて首を傾げる。

「ああ。俺がこれから、多少変態じみたことを言っても、引いたり、俺を嫌いになったりしないと約束してくれ」

　それから、と遠宮は類の唇くちびるを指先で柔やわらかになぞる。

「お前が今、有馬、有馬、とこだわった理由を教えてくれ」

「……後者については、嫉しつ妬とです」

　口にすると、何だか恥はずかしくなった。類は俯き、やや早口に先の言葉を綴つづる。

「前者については、内容を聞く前に断言はできませんが、でも、私には日ひ頃ごろの先生が変態そのものに見えますので、『じみた』ていどではおそらく大だい丈じよう夫ぶかと思います」

「お前、そんな可愛かわいい顔して、結構な毒どく舌ぜつだな、佐原」

　遠宮は苦笑を漏もらし、「俺は今までに二度、一ひと目め惚ぼれをしたことがある」と話を始めた。

「ひとりはお前で、もうひとりは俺が十歳のときに母親のアトリエで見たモデルの少女だ」

「私と……、モデルの少女？」

「ああ。俺の母親は、ヌードやそれに近い作品を多く描いていて、子供だった俺は、家の近くに母親が構えていたアトリエには出入り禁止だった。だから、正確には『見た』というより、のぞき見だがな。それが、俺の初はつ恋こいだった」

　のぞき見た一瞬で遠宮が恋に落ちたのは、白いジャスミンが一面に咲さく庭の木こ陰かげで、長い髪にジャスミンの花飾かざりをつけ、ふわふわとした薄布を纏まとって佇たたずむ少女だったそうだ。

「現実離ばなれした衣装のせいもあっただろうが、見た瞬しゆん間かん、本当に人間かと目を疑ったくらい美しい少女だった。モデルとして、そういう表情を作っているだけで、べつに俺に笑いかけてるわけじゃないとわかっていても、天使か妖よう精せいみたいな清純そうで透とう明めいな笑え顔がおに心が奪うばわれて、俺は馬ば鹿かみたいに彼女に見み惚とれた」

　本当に夢のように美しかったというその少女に初恋をして間もなく、遠宮の母親は不ふ慮りよの事故で亡くなったそうだ。

　母親を喪うしなった悲しみが和やわらいだあと、何度かアトリエを探してみたが、母親の生存中にすでに売られたのか、その少女の絵は見つからなかったという。そのため、初恋の少女について遠宮が知っているのは、自分よりいくつか年下だろう、ということだけらしい。

「……先生が庭にあんなにジャスミンを植えられたのは、その初恋の思い出のせいですか？」

　話の行き着く先がまだまるで見えないが、わざわざこうして聞かせているのだから、遠宮の初恋は類への一目惚れと何らかの関係があるのだろう。それでも、遠宮が自分以外の人間を慈いつくしむ声はあまり耳に心ここ地ちいいものではない。

　少しばかり複雑な気持ちで問うと、「まったく関係なくはないが、違う」と遠宮も複雑な答えと共に首を振る。

「俺にとっては初恋だったし、子供心にも生まれて初めて『美しい』と思えた存在だったこともあって、どこの誰だれかもわからない彼女のことが、ずっと記き憶おくから消えなかった。誰とつき合っても、いつもどこかで彼女と比べて、物足りなさを感じていた」

「……あの、それって、もしかして先生はバイセクシャルで、でもロリコン、ということですか？」

　ならば、「変態じみた」どころではない。

　つい眉まゆをひそめた類に、「違う」と遠宮は心外そうに表情を険しくする。

「彼女と比べて、というのは、そのときどきで成長した彼女を想像してみて、ということだ。とにかく、もうすぐお前が出てくるから、そこまで黙だまって話を聞け」

「はあ……」

「五年前、留学中に母親の法事のために一時帰国したとき、ちょっとした手て慰なぐさみで彼女の絵を描いた」

　言って、遠宮はもう一冊のほうのスケッチブックを広げた。

　その瞬間、類の心臓は大きく跳はね上がった。

　花飾りをつけた長い髪。淡あわい笑みを柔らかく浮かべた、幼い頃の類にそっくりの顔。そして、不思議な形のアイスグリーンのドレスは、子供だった類が絵のモデルをした際に着せられた妖精の衣装ととてもよく似ていた。

「──あの、この絵……」

「まるで、お前の子供の頃みたいだろ」

　優やさしく笑んだ遠宮を、類は啞あ然ぜんと見つめる。　>>>♥

　記き憶おく違いでなければ、類をモデルにしたあの絵は商品ではなく、画家の友人への個人的な贈おくりものとして描かれたもので、当事者以外が目にする機会はないはずだ。

　どこにでも売っているわけではないだろう特とく徴ちよう的な衣装。女流画家。画家を母親に持つ息むす子こ。

　単なる偶ぐう然ぜんとは思えないいくつもの重なりに、鼓こ動どうがどんどんと速くなってゆく。

　遠宮の口ぶりは、自分が描いた絵の少女に類の面おも影かげがあることを、奇き縁えんだと感じているふうだったが、類の中では、もしかして、という可能性が息苦しいほどの勢いで膨ふくらんでいった。

　遠宮と出会ったのは、ほんのひと月前のつもりだったのに、それと気づかずに出会ったずっと昔から想おもわれていたのだろうか。

「これを描いた翌日、漆間先生のところへ挨あい拶さつに寄った。イギリスへ戻もどるために空港へ向かう途と中ちゆうにな。そのとき、隣となりの研究室から、性別は違ったが、自分が描いた絵が成長したみたいな学生がケーキを持って現れて、俺は人生で二度目の一目惚れをした。それが、お前だった」

「──え？」

　ただでさえ混乱していたところへ、さらに驚おどろく言葉が飛んできて、類は目を瞠みはる。

「お前は、お前にボケっと見惚れてた俺に、初恋の少女そっくりの綺き麗れいな笑顔で、皿からはみ出るくらいでかく切ったケーキを載のせてくれた」

　大学時代のゼミで毎回出てきた、教授の愛妻の手作りケーキ。類は、自分の食べるぶんを少しでも減らしたくて、甘い物好きの人間にお裾すそ分わけを装って押しつけていたけれど、大きさが不自然にならないよう注意をしており、皿からはみ出るほど大きく切った相手はひとりだけだ。

　若かったが、到とう底てい学生とは思えないほど身なりがよく、なのに妙みように食い意地の張った男──。

　遠宮の声を聞くうちに、記憶の底でかすんでいた男の顔や姿がじわじわと鮮あざやかな色をつけて蘇よみがえり、類は大きく目を見開く。

「先生、あのときの変な人……！」

「一応、記憶から消去はされていなかったんだな」

　微び苦く笑しようし、遠宮は類の頰を撫でる。

「しかし、変な人、とは何だ。お前、本当に口が悪いな」

「先生に言われたくありません。というか、あのときの先生こそ、本当にかなり変でしたが」

「俺は当時はまだ、異性愛者ヘテロだった。それでも、お前が男だろうと、何の問題もないと思えるくらいの運命的な出会いに心臓を打ち抜ぬかれた気分で感動してたんだ。多少、言動がおかしくなるのは、仕方ないだろう」

　言って、遠宮は苦笑う。

　あのとき、自分に向けられたしつこい眼まな差ざしに込められていたのが食い意地ではなく、強い好意だったのだと知り、類はますます面めん食くらう。

「まあ、一目惚れの感動に打ち震ふるえていたとは言っても、さすがにあの場でいきなり声をかけるわけにもいかなかったからな。あとで漆間先生からお前の情報を引き出そうと思ったのに、先生はお前の名前も知らなかった。慌あわてて隣の研究室をのぞきに行ったら、もう誰もいなかったし、そこで時間切れになった。翌年、留学を終えて帰国したあと、お前に会いたい下心を持って、漆間先生のところへ何度も顔を出したが会えなかった」

「……その年はもう、卒業していましたから」

　類は小さく告げ、頭の中で遠宮の話を懸けん命めいに整理しようとしたが、なかなかできなかった。

　一度ならず二度までも運命的な出会いをしていたばかりか、遠宮はそのつど自分に一目惚れをし、探し出そうとしてくれていた。

　それがどうしようもなく嬉うれしくて、思考回路が縺もつれてしまうのだ。

「俺は、それを知るよしもなかった。お前の恩師とは面識がない上に、もう退職されていたからな。せっかく運命を感じる相手と出会えたのに、結局、初恋のときと同じで名前もわからないまま、一度きりの邂かい逅こうで終わって、ずいぶん気落ちした。一目惚れのきっかけがきっかけだから、せめてもの慰なぐさめになるかと庭にジャスミンを植えてみたら、お前がますます忘れられなくなっただけだった」

　かすかに息をつき、遠宮は淡く笑む。

「じゃあ、庭がジャスミンだらけなのって、私を想って植えてくださったからなんですか……？」

「そうだ。庭のジャスミンを眺ながめながら、名前もわからないお前に焦こがれて、絵を描いたこともある。有馬が教えたかったのは、その絵のことだ」

　言いながら、遠宮はスケッチブックのページをめくる。そこには、五年前の類が描かれていた。初恋の「少女」が浮うかべていたのと同じ笑えみを湛たたえて。

　遠宮はこの五年間、類への想いが断たち切れず、ずっと特定の相手を作っていなかったという。有馬はその理由を知っており、類に対して遠宮との距きよ離りの近さを見せつけるような言動を取っていたのは、どうやら類に嫉しつ妬とをさせて遠宮とくっつけようというお節せつ介かいな作戦だったらしい。

　有馬は、抱だき合っているくせに関係が進展しない類と遠宮に焦じれていたのだそうだ。

「お前とのまったく予期していなかった再会を、本当に運命だと思いはしても、接し方には迷っていたから、俺にとってはありがた迷めい惑わくだったけどな」

　肩を竦すくめ、遠宮は類を見つめる。

「お前がただの家政夫だった頃ころは、正直、お前をどう扱あつかっていいか、わからなかった。親おや父じの命令を遂すい行こうすることしか頭にない、しかもゲイでもバイでもないお前と下へ手たに親しくなっても、自分の首を絞しめるだけだしな。かと言って、出て行かれるのは嫌いやで、ほかの奴やつらにそうしたように、いびり倒たおすこともできなかった」

　言われてみれば確かに、類を不快にさせる悪あし様な言葉を重ねておきながら、多額の経費を渡わたしたりと、遠宮の言動は初日から矛む盾じゆんしていた。

「……私への嫌がらせは、先生としては手加減をしていたんですか？」

　かなりな、と頷うなずきが返される。一いつ瞬しゆん、一週間ももたずに出ていってしまった自分の前任者たちは、どんな仕打ちをされてきたのだろう、と興味本位に考えたが、尋たずねはしなかった。今は、もっとほかに訊ききたいことがある。

「五年前に一度、会っただけなのに、覚えていろというほうが無理な話だとわかってはいても、俺はずっとお前を一いち途ずに想ってきたぶん、最初の頃は、お前を薄はく情じよう者ものと詰なじりたくて仕方なかった。それに──」

　一いつ旦たん、言葉を句切り、遠宮はため息混じりに苦笑する。

「俺は自分の中で、お前に清純なイメージを勝手に押しつけて、偶ぐう像ぞう化してた。だから、お前が破は廉れん恥ち検事だったって噂うわさを聞いたときには、崇すう拝はいしていた偶像を壊こわされたことに勝手に腹を立てもしていた。そのくせ、お前が近くに来ると、お前への恋こいしさが際限なく膨らんで、毎日ひたすらムラムラして、部屋や風ふ呂ろ場ばで何回、お前で抜いたかわからない」

　思わずその光景を生々しく想像してしまい、類は顔を火ほ照てらせた。

「あの約束は、した瞬間は噓うそだったわけじゃない。一晩、お前を自由にできれば、諦あきらめがつくかもしれないと思ったし、お前には、一時的に信念を曲げてもいい、と思わせる魅み力りよくがあったからな。だが、実際に抱いてみたら、まったく逆効果だった」

　類に向ける双そう眸ぼうを細め、「どうしても、お前を俺のものにしたくなった」と遠宮は声を深く響ひびかせた。

「五年前にお前に会ったときは理想の見た目だけに惹ひかれたが、今はお前のリアリストなのにセンチで、ミーハーで毒どく舌ぜつで、ちょっと料理下手な中身も含ふくめて、丸ごとのお前を愛してる」

「……だったら、どうして、そのことを……、それに先生の仕事のことや、有馬さんの店に事務所があることも、教えてくれなかったんですか？」

　恋心の自覚をする前に、「運命の相手だ」などと熱っぽく告げられても、戸と惑まどっただけかもしれない。もしかしたら、「本物の変態だ」と鳥とり肌はだを立てて拒こばんだかもしれない。

　けれど、それでも、どうせならもっと早くに打ち明けてほしかった。そうすれば、あんな寒々しい不安に襲おそわれずにすんだのに、と思わずにはいられず、返す声が少し尖とがってしまった。

「仕事のことは、教えれば、確かめに来ただろう？」

「ええ、まあ……」

「だから、教えたくなかったんだ。あの周辺には、俺の浮き名が大げさに広まってるからな。お前の気持ちをちゃんと摑つかんでから、お互たがいに割り切った大人の遊びで、本気になった相手はいないことを俺の口から伝えてお前に納なつ得とくさせたあとで、連れていくつもりだった」

　あまり嬉しい内容ではない告白に眉まゆを寄せると、「お前がここへ来てからは、誰だれとも寝ねてないぞ」と遠宮は慌てたようにつけ加え、小さく咳せき払ばらいをした。

「お前を抱いた夜からは、お前の気持ちを摑もうと必死になっていたが、自じ業ごう自じ得とくとはいえ、最初の頃のことを考えると、お前に好かれている自信がなかなか持てなかった。だから、この気持ちも、仕事のことも、打ち明けるタイミングを見計らうのに慎しん重ちようになりすぎた」

　言いながら、遠宮は熱のこもった眼差しで類を強く見つめる。

「推すい薦せん人にんのことは俺が引き受ける。だから、ずっとここにいろ」

　遠宮が湛えたあでやかな笑みに、心臓が苦しいほどに大きく跳はね上がった。

「お前の処女を奪うばった責任を俺に取らせてくれ、佐原」

　単なる愛の言葉を贈ってもらえただけでなく、求愛までされて、胸が熱くなった。やっと、弁護士になりたい、という念願を叶かなえられる喜びも溢あふれてくる。

　それに、いきなり「むさ苦しいヒゲオヤジ」から脱だつ皮ぴしたり、突とつ然ぜん家事を手伝ってくれるようになったりしたのは、自分の気を惹くための懸命な努力だったのだとわかると、遠宮を心密ひそかに「チンチラオヤジ」と罵ののしっていた日々でさえ、何だかとても愛いとおしく感じられた。

　恋れん愛あいには縁えんがないとなかば諦めてさえいたのに、こんなにも一途に自分を想おもい続けていてくれていた運命の相手に出会えた奇き跡せきのような幸運に、類は肌はだを震わせる。

　だが、頭の中では、どうしてもつけたいふたつの注文が、ぐるぐると浮ふ遊ゆうしてもいた。

「……あの、先生。これってプロポーズですよね？」

　ああ、そうだ、と遠宮ははっきりと頷く。

「じゃあ、もう少し夢のある言葉でお願いします。プロポーズをされるのは一生に一度の経験ですから、あまりオヤジ臭くさいのはちょっと……。嬉しい思い出として、ずっと持っていられるものがいいです」

　その要求に遠宮は片眉を撥はね上げたあと、類の顎あごを指先で持ち上げる。

「俺にとって、お前はこの世でたったひとりの運命の相手だ。一生、お前を大事にするし、俺を選んだことを絶対に後こう悔かいさせない。だから、俺のものになってくれ、類」

　初めて聞く温かな響きが擽ったくて、類は俯うつむいて唇くちびるをほころばせた。

「……頷いたら、私はきっと先生のお父様に恨うらまれますよね？」

「気にするな。親父が何を言おうと、お前は俺が必ず守る。だから、焦じらさずに早く返事を聞かせてくれ」

「その前に、ひとつ条件があるんですけど、いいですか？」

　何だ、と遠宮は類の唇を啄ついばむ。

「これからは着物のときも、ちゃんと下着を穿はいてくれますか？　いくら愛し合っていても、あまり嬉しいサービスではありませんし、共同生活には最低限のマナーが必要だと思うんです。だから、ちんち──」

　放ちかけた言葉は、ふいに落ちてきた口づけに吞のまれた。







　下着のこと以外にも、しておきたい大切な話がもうひとつあった。

　けれども、深く口づけられて何も言えなくなった。

　きつく抱きしめられ、愛の言葉を囁ささやかれながら床の上に押し倒されたあとは、頭の中が遠宮の荒あら々あらしい熱を感じたいという欲よく望ぼうでいっぱいになった。

　口づけを交かわして、服をすべて脱ぬがし合う。そして、互いを愛あい撫ぶして昂ぶらせると、類は優やさしい手に導かれるままに仰向けになった遠宮の腰こしを膝ひざ立ちで跨またいだ。

「そのまま、腰を下ろせ」

　愛しい男の声に操あやつられるように腰が落ち、太い楔くさびの切っ先がぬるりと蕾つぼみにめりこんだ。下方からかかった圧力でぬかるむ襞ひだがひしゃげ、くちゅりと水音を立てて雄おすの先せん端たんに吸いついた。

「あっ、ん」

　肉襞の窄つぼまりをぐっと引き延ばされる鋭するどい快感に、仰け反った喉のどの奥から露ろ骨こつな喘あえぎがこぼれ出た。

「あ、あ……、あ……」

　粘ねん膜まくが溶とけてしまいそうな熱さに息を震ふるわせるたび、遠宮に向けて大きく開いた脚あしの中央で赤く腫はれた屹きつ立りつが小刻みに痙けい攣れんした。

　揺ゆれるペニスと、肉環をめくり上げて楔をゆっくりと吞みこむそこに、遠宮の視線が絡からみつく。遠宮には、もう何もかもを見られつくされているけれど、挿そう入にゆうされているのではなく、自分から導き入れているところをじっくり観察されるのは、やはり恥はずかしい。

　羞しゆう恥ちと官能が綯ない交ぜになって煽あおられ、全身が濃こい朱しゆに染まる。

「……せ、んせ……っ」

「何だ、類」

　まだ慣れていない、自分の名前を慈いつくしむように呼ぶ甘い響きに耳じ朶だを舐なめられ、首筋が粟あわ立だつ。その拍ひよう子しに、角度を鋭くした屹立の秘ひ裂れつが割れ、糸を引いて細く垂れ落ちた蜜液が遠宮の引き締しまった腹部を汚よごした。

「そ、そんなに、見ないで、ください……っ」

「それは無理な相談だな。鑑賞料を払ってでも、拝みたいイイ光景だぞ、類」

　色いろ香かを帯びた笑みを湛たたえ、遠宮は「見られたくないんなら、俺が鑑賞以外のことに夢中になれるように、早く最後まで吞みこめよ」と、類の左の乳ち首くびを引っ張って催さい促そくする。

「──んっ。あ……」

　背に走った甘美な電流のせいで腰が浮うき上がり、含んでいた遠宮の先端がつるりと抜ぬけ出てしまった。

　類は硬かたく太い肉茎に手を添そえ、それをもう一度、後こう孔こうの窄まりへ宛あてがう。そして、張り出した笠かさの先をそろりと体内へ挿さし、腰の位置を少しずつ低くして、猛たける雄を徐じよ々じよに吞みこんだ。

「あ、あっ……」

　見られるのは恥ずかしいが、身体からだの中に遠宮が入ってくる感かん触しよくや、逞たくましい太さや長さをじっくりと味わいたかった。

　類はゆるゆると腰をくね回し、楔を吞みこむ動きを緩かん慢まんにした。

「あ……。あっ。先生……っ、すご……いっ。気持ち……いい……」

　受け入れた亀き頭とう部分のなめらかで熱い皮ひ膚ふを肉の襞で舐めしゃぶり、湿しめった息を弾はずませるうちに、はしたない喘ぎがつい漏もれこぼれた。

　その直後、遠宮がいきなり腰を強く突つき上げると同時に類の両りよう脚あしの根元を押し、まだ三分の二ほど残っていた楔を一気に類の中へ埋うずめた。

「──あぁっ！」

　潤うるむ粘膜をずりずりと凄すさまじい勢いで擦こすり立てられ、類は背を弓なりに反らせた。

　しなり返って震える屹立の先端からとろとろと欲よくの雫しずくが滴したたり落ちて、遠宮の下か肢しのみっしりとした茂しげりを濡ぬらした。

「何だ、ただの先走りか。挿れたらすぐ出すと思ったのに、今日はまだ余よ裕ゆうなのか？」

　揶や揄ゆするように笑えんだ遠宮に指先でぬるつく秘裂をぐりぐりとえぐられ、類は腰をよじって悶もだえた。

「あ、んっ。やぁっ……、だ、め、先生……っ。いじらないで……っ」

　雄を食いしめて懇こん願がんしたけれど、硬い指先がほどこす愛撫は止まらなかった。

　指の腹に押されているせいで閉じられなくなったまま、ぴくぴくと痙攣する蜜口を擦りもまれ、鋭い快感が腰の奥で膨ぼう張ちようする。

「あっ。だめ……、だめ……っ」

　尖る快楽が背骨を這はい上がって、頭の中へ侵しん入にゆうする。

　濡れる秘裂を弄る動きは強くなるばかりで類はわけがわからなくなり、「やめて、いくっ」と啜すすり啼く。すると、ふいに先端から離はなれた手に、引き攣り、震えていた陰いん囊のうをやわりと握にぎりこまれる。その瞬しゆん間かん、類は嬌きよう声せいを上げて白はく濁だくを高く迸ほとばしらせた。

「あぁ！　あっ、あ……」

　咄とつ嗟さにぎゅっと閉じた瞼まぶたの裏で甘美な愉ゆ悦えつが連続して弾はじけ、類はたまらずに上半身を屈かがめて遠宮にしがみつく。　>>>♥

「気持ちよかったか、類」

　汗あせで湿った肩かたを抱き撫なでてから、遠宮が類の頰ほおや唇にキスを散らす。

「……は、い、先生」

「なら、次は俺をそうしてくれ」

　耳もとで響ひびいた甘やかな声に促うながされ、類は身を起こす。今の言葉と、遠宮の表情から察するに、類に動くことを求めているようだ。

「……ん。あ……っ」

　まだ絶頂の余よ韻いんを残す柔やわらかな媚肉を遠宮にきつく絡みつかせ、類は腰を振ふりはじめる。

「あっ……。あぁ……」

　腰を前後に揺らすたび、白濁を纏まとう萎なえた陰いん茎けいが根元からしなり躍おどって遠宮の腹部をゆるく叩たたいた。その刺し激げきに類のペニスは熱を孕はらんで芯しんを持ち、中途半はん端ぱな角度に頭を擡げながらゆらゆらと卑ひ猥わいに上下した。

「絶景だな」

　艶めく笑みを湛えて言った遠宮が類の胸へ両りよう腕うでを伸のばし、指先で乳首を捉とらえる。

「あっ」

　胸にじわりと広がった快感に眉まゆを寄せ、類は遠宮に纏わりついていた内ない壁へきをわななかせた。

「お前、本当に乳首が好きだな。ちょっと弄ると、中がすぐにぎゅうぎゅう吸いついてくるぞ」

「んっ……。だって、先生が……っ。──あっ」

　揶揄する声こわ音ねに反論しようとしたとき、乳首をふたつ同時に強く摘つままれ、腰がうねった。

「ほら、俺をもっと締めつけてみろよ、類。イイこと、してやるから」

　右の乳首を離れた遠宮の指先が、陰囊へ移る。胸の凝こごりを爪つま先さきで弾はじかれ、蜜の袋ふくろを擽るようにつつかれ、脚先へ甘美な電流が走る。

「あっ、あっ……」

　敏びん感かんな二箇か所しよに与あたえられる愛撫と、「イイこと」への期待感に、類は陶とう然ぜんとして腰を振った。

　熟うれた柔襞でその熱と硬さを感じながら、遠宮を夢中で擦り、扱しごいた。同時に遠宮は、類の中の狭きよう隘あいさを愉たのしむように、ゆったりとそれを捻ひねり回して奥へ突きこんでくる。

　ふたりの動きが重なり、摩ま擦さつ熱が激しくなる。やがて、遠宮が嵩かさを増して漲みなぎった。そして、みっしりとした充じゆう溢いつ感に驚おどろいた粘膜がきつく収しゆう斂れんした瞬間、それは爆ぜた。

「あぁ……っ。あ、あ……っ」

　遠宮の吐精はいつになく長かった。ぬかるみの奥に噴ふき上げられ、内壁を濡らす精液の量もやけにたっぷりと重い。

　熱い精液の奔ほん流りゆうに粘膜をぬろぬろと叩き舐められる感覚に、類は狼狽うろたえた。

「……やっ。せんせ……、どうして……。中が……、あっ。うそ、多い……」

「お前が俺を煽って、こうさせたんだ、類」

　大量に精を放っても、容積をほとんど変えないままの肉茎が、ゆっくり、ずるりずるりと蠢うごめいて、白濁の流れを痙攣する媚肉に強くなすりつける。

　まるで、身体の内奥まで、遠宮がずっしりと沁しみこんでくるようだった。その過ぎた悦えつ楽らくを咄嗟に怖こわく感じ、腰を引いて逃げようとしたとき、ふいに遠宮が類の両腿ももの下へ腕を差し入れ、上半身を起こした。

「──あっ、ん」

　繫つながったまま、遠宮の腰に跨またがって向かい合う格好になる。体位が変わったことで、太い猛りの切っ先でえぐられる位置も変わり、類は遠宮の背に爪つめを立てて身み悶もだえた。

「イイことは、ここからだぞ、類」

　耳朶を嚙かんで告げた遠宮が、差し入れた腕でしっかりと抱かかえた類の下肢を、上下に激しく揺すり立てはじめる。

「あぁっ！」

　ねっとりと濡らされた肉洞を、下から凄まじい速さで穿うがたれる。硬い楔くさびの上に腰を落としこまれるたび、流れ落ちてきた精液が、内壁を貫つらぬく衝しよう撃げきによって奥へと押し戻される。そしてその勢いで、わずかな隙すき間まから細く押し出されたものが、結合部でぐちぐちと生々しい音を立てて泡あわ立だつ。

　強ごう引いんに押し入られる感覚と、内側から漏れ出てくる感覚とが奇き妙みように混ざり合って、快楽神経を炙あぶり焼く。

「いや、ぁ……っ。あ、あっ……ん。先生っ、しないで……。それ、やめ、……てっ」

　かぶりを振って、高く放った哀あい願がんに、「それって何だ」と遠宮が類の蕾つぼみを速い速度で突き刺さしながら問う。

「あっ。そ、そういう……、出したりっ、あっ……、い、挿いれたり……っ」

「出し挿れしなきゃ、セックスにならないだろ。見るなとか、出し挿れするなとか、お前の注文は無む茶ちやなものばかりだな、類」

　淡あわい笑えみを含ふくんだ、少し上擦った声で言って、遠宮は猛たけ々だけしい抽ちゆう挿そうを続けた。

　座位で激しく揺ゆさぶられ、中を太い杭くいでぐいぐいとえぐられるのは、狂くるおしいほどに気持ちがよくてたまらなかった。遠宮が二度目の極きわまりを迎むかえるまでに、類は何度も色のなくなった精を撒まきこぼした。

　ようやく嵐あらしのような快楽が過ぎ去ったあとは、ただ身体を寄せ合い、何度もキスをした。

　互たがいの唇くちびるを啄ついばむ戯たわむれのキスを繰くり返し、類は遠宮を見つめた。

　遠宮も、艶あでやかな笑顔を返してくる。その甘く、優しい表情に、身体だけでなく、心の中までも抱きしめられているような気分になる。

「……先生、好き」

　自然とこぼれ落ちた言葉に、遠宮が嬉うれしげに双そう眸ぼうをたわめる。

「俺は、お前を初めて見たときから、ずっと好きだったぞ、類」







　開けた窓から、先ほど水をやったばかりのジャスミンの香かおりが漂ただよってくる。夕方の柔やわらかな空気にしっとりと溶とけこむその甘い匂においを呼吸しながら、自分の部屋の鏡の前に立ち、ネクタイを結んでいると、携けい帯たい電でん話わが鳴った。

　液えき晶しよう画面には「母」の文字が表示されている。この一週間、携帯電話を持たずに友人と九州の秘湯へ旅行に行っていた母親からの連れん絡らくを待ちわびていた類は、急いで通話ボタンを押す。

　まず今後のことを報告し、あの画家の名前を尋たずねると、予想した通りの名前が聞こえてきた。

　踊おどり出したいような気持ちで会話を終えた直後、再び着信音が響ひびく。母親が何かを伝え忘れたのかと思ったが、かけてきたのは東京地検に在ざい籍せきしていた際、類の事務官についていた男だった。

　類を辞職に追いこんだ件くだんの上司と後こう輩はいの女性検事が今日、地検を去った、と事務官は教えてくれた。しかも、女性検事が、類からセクハラを受けたという訴うつたえが上司の指示による虚きよ偽ぎのものだったことを告白したため、ふたりとも諭ゆ旨し免めん職しよく処分となったという。

　五分ほどで事務官との通話を切ったあと、類はスーツの上着を摑つかんで部屋を飛び出し、遠宮の気配のする台所へ駆かけこんだ。

「どうした？　血相変えて」

　ベスト姿でコーヒーを淹いれていた遠宮が、類を見て穏おだやかに笑う。

「あの、今、地検で私の事務官だった人から電話をもらったんですが……」

　聞かされた話を、類は縺もつれる舌で告げる。

「もしかして、先生、何かしたんですか？」

「お前がいいと言っても、俺が許せなかったからな。お前の名めい誉よを傷つけた奴やつらには、それ相当の報むくいが必要だ」

　類の腰こしを抱だき寄せ、遠宮は艶えん然ぜんと唇くちびるをほころばせる。

　遠宮は、大介の件で協力を頼たのんだ探たん偵ていに依い頼らいし、ふたりの身辺を調査したらしい。ふたりにはそれぞれ、類に対する虚偽のセクハラ告発以上に公表されたくない弱みがあったそうで、遠宮はそれを交こう渉しよう材料に「法ほう曹そう界から消えろ」と迫せまったようだ。

「……先生、何だか正義の味方というより、ダークヒーローみたいですよ」

　嬉うれしくないわけではなかったが、驚おどろきのほうが勝まさり、類は苦く笑しようを漏もらす。

「やっと手に入れたお前を守るためなら、俺は何にでもなる」

　面と向かっての甘やかな囁ささやきが、ひどく擽くすぐったかった。咄とつ嗟さに言葉を返せないでいると、赤らんだ頰ほおを「それよりも」と優やさしい手で撫なでられた。

「お前、本当について来るのか？」

　遠宮と、遠宮の知人の弁護士に推すい薦せん人にんになってもらい、類は今日、東京弁護士会に入会申し込みをした。諸手続きが無事に済めば、リビングを改装して「遠宮・佐原法律事務所」を開く予定だ。

　それを報告するため、類はこれから遠宮と一いつ緒しよに眞治の事務所へ出向く。

「親おや父じや兄貴たちがどんなキレ方をするかわからないし、とりあえず、今日のところは俺ひとりでいいぞ？」

　遠宮は今、有馬の店に置いていた荷物を引き上げている最中だ。父親の事務所よりも有馬の店へ行き、そちらの作業を進めてくれるほうがいい、と言う遠宮に、類は首を振ふる。

「仕事を途と中ちゆう放ほう棄きしたことや、先生をお父様から奪うばってしまう結果になったことは、きちんと直接会って謝罪すべきだと思うので」

　公私両方の関係を打ち明けるつもりなので、謝ったところで、遠宮を溺でき愛あいしている眞治は、類を許しはしないだろう。もしいつか許しを得られたとしても、男同士で伴はん侶りよとなることを選んだ以上、ほかにも色々な問題が生じるに違ちがいない。

　けれども、遠宮の初はつ恋こいの「少女」はやはり自分だったとわかった類の胸に、不安は少しもない。二十年も前から自分のことを好きでいてくれ、二度も一ひと目め惚ぼれをしてくれた遠宮とこうして結ばれたのは、決して単なる偶ぐう然ぜんではない気がする。自分たちはきっと、見えない糸に引き寄せられ、出会うべくして出会った運命の相手なのだろう。

　だから、どんな困難に遭あおうと大だい丈じよう夫ぶだ。必ず幸せになれる。類はそう確信している。

　そのことを告げると、どんな反応が返ってくるだろうかと胸を弾はずませながら、類は心配顔の遠宮を見つめ、微笑ほほえんだ。






　あとがき




　こんにちは。ルビー文庫さんでは初めまして、の鳥谷しずと申します。

　今回は初ルビー文庫さんということに加え、私にとっては初めて書く長編だったので、とても落ち着きなくドキドキしております。




　私は普ふ段だん、変態をちまちまと書いているのですが、担当様からお声をかけていただいたとき、真っ先に頭に浮うかんだことが「長編＝変態のあんなＨや、こんなＨがしこたま書ける！」でした。そして、喜びいさんで取りかかったものの、枚数調整が何ともノーコンで全部入らなかったのが悲しかったです……。

　ちなみに、プロットでは攻せめがパンツを穿はかない理由（原げん稿こうを書いていたのが夏だったから、というわけでもありませんが、「××するのに、着物ノーパンが便利だから」）を作っていたのですが、あまりにあんまりなので自主規制をしてみました。




　そう言えば、今回の原稿中、とあることでぐるぐると悩なやんでいたときに、担当様に「鳥谷さんの本は、鳥谷さん臭しゆうがするので大だい丈じよう夫ぶですよ」とスパっと快かい刀とう乱らん麻まなお答えをいただいたのですが、自分では自分の臭においはわからないもので、あれからずっと、「どんな臭いなんだろう……」と考えています。

　前向きに、「なるべく目立つ異臭であればいいな！」と思っています。




　イラストを描かいてくださった宮沢ゆら先生、本当にありがとうございます。大変ご迷めい惑わくをおかけしたにもかかわらず、とても麗うるわしい絵を描いてくださり、感謝しております。いただいたキャララフが、原稿中の何よりの栄養源でした。そして、アホな注文をしたり、取り消したり、申し訳ありませんでした……。




　担当様、編集部の皆みな様さま。プロットからタイトルまで、おんぶに抱だっこで反省しております。ここまで何とかたどり着けたのも、きめ細やかなご指導のおかげと感謝しております。本当にありがとうございました。




　最後に、この本を手にとってくださった読者の皆様に心よりお礼申し上げます。私がちまちまとでも変態話を書けるのは、読んでくださる読者様あってこそです。いくら言葉をつくしても足りませんが、本当にありがとうございます！

　また、いつかどこかでお目にかかれれば嬉うれしいです。





鳥谷　しず　　
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